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新潟及び内野地域の地質

鴨井幸彦．•安井 賢＂・ト部厚志＂拿

地質調査総合センターは，明治 15年 (1882年）にその前身である地質調査所が創設されて以来，国土の地球科学的実

態を解明するための調査研究を行い，様々な縮尺の地質図を作成・出版してきた．そのなかで 5万分の 1地質図幅は，自

らの調査に基づく最も詳細な地質図の一つであり，基本的な地質情報が網羅されている．「新渇及び内野」地域の地質図

幅の作成は，この 5万分の 1地質図幅作成計画の一環として行われたものである

新湯及び内野地域の地質図幅の作成は，平成 21年～平成 25年度及び平成 27年度に実施された．本地域における，地

形は卜部・鴨井が，地質概説は安井が，表層地質は鴨井が，地下地質 （新第三系及び下部～中部更新統）は安井が，地下

地質 （中部更新統～完新統）については鴨井・安井 ・ト部が，地質構造は安井・ト部が，応用地質は鴨井・安井・ト部が

それぞれ担当した．

本調査研究にあたり ，一般社団法人 （以下 (-社）と略す）北陸地域づくり協会， （一社）新渇県地質調査業協会，新

渇応用地質研究会，（株）興和， （株）村尾技建及び石橋輝樹氏からは，ボーリング資料の閲覧に際し便宜を図っていただ
ふるまち とっばら こうど

いた （株）新研基礎コンサルタントの渡部俊氏には新渇市中央区の古町周辺，西区の鳥原周辺及び東区の河渡周辺のボー

リングデータについてご教示を得た．日本大学の船引彩子氏には放射性年代の資料整理に際してご協力をいただいた

また， 14c 年代測定費用の一部に， （一社）北陸地域づくり協会の第 20回 (2015年度）「北陸地域の活性化」に関する研

究助成事業の助成金を使用した以上の方々に深く感謝申し上げる．

所属

拿株式会社村尾技建（平成 21-25年度平成 27年度客員研究員）

．． 甲賀地盤調査 （平成 21-25年度，平成 27年度客員研究員）

．．． 新潟大学災害 ・復興科学研究所（平成 21-25年度，平成 27年度客員研究員）

（平成 27年度稿）

Keywords : subsurface geological map, geological map, 1:50,000, Niigata, Uchino, coastal sand dune, Echigo Plain, Pleistocene, Holocene, Kanbara 

Group, Shirone Formation, Alluvium 
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第 1章

新湯及び内野地域 （以下，本地域とする）は，国土地

理院発行の 5万分の 1地形図「新渇」と「内野」の一部

をあわせた範囲に相当する本地域は新渇県下越地域の

日本海側に位置 し，世界測地系で北緯 37°50'10" 7 ~ 

38° 00'10" 6,東経 138°50'48" 4 ~ 139° 14'48" 3の

範囲に相当する （第 1.1図）．本地域には新渇地域の
かんばら せいろう しばた

北東部の一部が北蒲原郡聖籠町及び新発田市，南東部が

阿賀野市に属し，その他は新潟市に相当する新湯市の

行政区分では新渇地域の阿賀野川以東が北区 （旧筐簗

市を含む），阿賀野川と信濃川で挟まれる地域の北東部

が東区，北西部と信濃川最下流左岸側関屋分水路までが

地 形

（卜部厚志・鴨井幸彦）

中央区南部は小阿賀野川までが江南区 （旧亀田町旧
よこ：：：し

横越町を含む），南端部の小阿賀野川以南が秋葉区 （旧
rいつ

新津市）， 南端部の信濃川と中ノロ川で挟まれる区間が
しろね

南区（旧白根市）， 関屋分水路・信濃川以西及び内野地

域の全ての範囲が新渇市西区 （旧黒埼町を含む）にそれ

ぞれ相当する

本地域の位置する越後平野の西縁（弥彦地域）には，

標高 400- 600 m程度の角田・弥彦山地が分布する角

田・弥彦山地は，主に新第三系の火山岩や火砕岩からな

り後述するように平野部との境界には角田・弥彦断層

を含む長岡平野西縁断層帯が分布する ．平野の東縁部に
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第 1.1図 越後平野の地形概要

砂丘列の分布と区分は新潟古砂丘グループ (1979)と田中ほか (1996)を簡略化した
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は，標高 100m程度の笹神丘陵と村杉低地帯を介して標
こ・ず

高 1,000m程度の五頭山地が分布する．笹神丘陵は新第

三系及び第四系の堆積岩からなり ，五頭山地は花尚岩を

主体とするまた，平野東縁部の阿賀野川以南では，標

高 250m程度の新津丘陵が分布する新津丘陵は，主に

新第三系の堆積岩から構成される

越後平野には，海岸沿いの幅約 70kmにわたり海岸線

にほぽ平行する数列の海岸砂丘が分布し，その内陸側に

は低地が広がっているこれらの砂丘列は新潟砂丘と呼

ばれ，新潟古砂丘グループ (1974, 1978, 1979)，新渇

古砂丘研究グループ (1976)により砂丘列の区分や形成

年代の推定が行われたその結果砂丘列は内陸側から分

布形態により新砂丘 I, 新砂丘II及び新砂丘皿に大別さ

れ，更に新砂丘 I及び新砂丘IIはそれぞれ 1~4，新砂

丘皿は 1~2に細分され，全体で 10列に区分された

なお，新砂丘 Iは亀田砂丘あるいは第 1砂丘，新砂丘II
しちくやま ぽたんやま

は山ニッ砂丘 (II-2)・紫竹山砂丘 (II-3)・牡丹山砂

丘 (II-4)あるいは第 2砂丘新砂丘皿は物見山砂丘・

洵岸砂丘あるいは第 3砂丘とそれぞれ呼ばれることもあ

る （鴨井ほか， 2006).

本地域には，これらの砂丘列のうち，新砂丘 I(2 -4), 

新砂丘II (1 ~4)及び新砂丘皿 (1,2) が分布してい

る（第 1.1固）．新砂丘 Iは，旧豊栄市街地付近から旧

亀田町市街地付近にかけて断続的に分布する新砂丘II
はせんかじかわ

は，阿賀野川以東では木崎から派川加治川にかけて， 阿
とやのがた

賀野川以西では，鳥屋野渇をはさんで南北に分布する．

一方新砂丘皿は，派川加治川，趾蘭闘，西川と合流後

の信濃川本流及び西川以北において現在の海岸線に沿っ
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て分布する．砂丘列の標高は，内陸部の新砂丘 Iと新砂

丘IIは数m-lOm以下程度であり，現在の海岸沿いの

新砂丘皿は新砂丘 Iと新砂丘江よ りも高く ，15-20 m 

程度である

新渇砂丘の形成年代について新渥古砂丘グループ

(1974)，坂井 (1980)，田中ほか (1996)は，主に考古

遺物や砂丘砂の鉱物組成に基づき大まかな推定を行っ

たまた，鴨井ほか (2006)は，砂丘間低地に堆積した

腐植土や砂丘下の砂層に含まれる木片等の 14c年代など

に基づき，砂丘列ごとに形成年代を求めたその後鴨

井ほか (2015)は，暦年較正年代により ，各砂丘列の形

成年代について見直しを行ったそれによると，新砂丘

I, II, 皿の形成年代は，それぞれ約 7,600 -4,800年

前約4,600- 1,400年前，約 1,800-900年前以降と

される．

越後平野の低地は，砂丘列の内陸側に広 く発達し，標

嵩が数 m以下でかつては多くの湯湖が分布していた

また，低地には，大河川である信機川，阿賀野川のほか

加治川，胎内川や荒川などの河川が日本海まで流下して

おり（第 1.1図）， 1950年代までは広大な低湿地が広がっ

ていたまた，本地域は，近代まで河川の決壊を伴う常

習的洪水地帯であ ったことから， 自然堤防付近における

決壊洪水の痕跡や放棄流路が分布しているなお，これ

らの低湿地の多くの部分は， 1960年代以降に顕在化し

た地盤沈下の影翻も加わり，標高は新潟西港の朔望平均

満潮位(1995年～ 2004年の平均で T.P.（東京湾平均海面）

+ 56.4 cm)より低く ，‘‘ゼロメー トル地帯”と呼ばれて

いる （新渇県， 2007)



第 2章地質 概説

越後平野は新生代の新潟堆積盆地内にあり，平野地下

には新第三系～第四系が厚く堆積している．越後平野の

沿岸部に位置する本地域周辺では約 6,000 -5, 000 m 

の深度においても新第三系の基盤に達していない（新渇

県地質図改定委員会編， 2000)．また，第四系の最大層

厚は新潟市周辺（本地域内）で約 3,500m以上に達する
し；；ね

とされ（小林， 1996)，更に，白根層（沖積層）の厚さ

も新潟市周辺において最大で 160m以上に及ぶとされる

（新潟県地盤固編集員会編， 2002) 以上のように本地域

は沈降性堆積盆地として，極めて特異な特性を有してい

る．

本報告での記載は，石油・天然ガス開発に伴うボーリ

ングのカッティングス試料によって観察された深度約

700 m以浅の地層と，主として沖積層の層序や土質特性

の把握のために掘削されたボーリングコアによって観察

された深度約 200m以浅の地層を主な対象とする．本地
かんばら よっこ・ぅ

域の深度約 700m以浅には，蒲原層群，白根層，四ッ郷
ゃ

屋沖層及び人工地盤が分布する（第 2.1囮）

ところで，従来の 5万分の 1地質圏幅においては，沖

積低地の地質区分は一般的に地形区分に沿った表現がな

されてきた しかし，本地域では陸域の全てが沖積低地

に位置すること，沖積低地の地盤災害や土地利用の面で

表層部の地質構成が重要な情報となることから，表層地

地質年代 層序 堆積環境

| 人工地盤 I 盛埋土土

『

（安井賢）

質（第 3章）と地下地質（第 4章）に区分して記述を行っ

た表層地質とは，主として深度 5m以浅の代表的な地

質を，地下地質は深度 5m以深の地質構成をそれぞれ示

す

蒲原層群 卜部ほか (2006b)が再定義．砂礫層を頻

繁に挟有するシル ト～砂質シルトから構成され，泥炭層

や軽石層をまれに挟む層厚は本地域で 450-700mで

ある．数層準に海生化石（軟体動物や有孔虫化石）を多

く含む全体としては海水と淡水が繰り返す堆積環境が

推定され，中期更新世～後期更新世の海水準変動の影響
すなこ、はら さかせがわ

を受けた堆積物とみられるテフラは砂子原—佐賀瀬川

火砕流 (Sn-SK)の二次堆積物 (290ka) ，砂子原—久保

田火砕流 (Sn-KB)の二次堆積物 (220ka)，白鼠;フラ
あいら

(TG)の二次堆積物 (130ka)及び姶良 Tn(AT)テフ

ラ (30ka) が挟まれる蒲原層群の年代は，軽石層の

年代から中期更新世の約 300kaから最終氷期最寒冷期

の約 18kaと推定される砂礫層は水溶性天然ガスの有

力な産出層となっている．
りょうつ

両 津沖層群 岡村ほか (1995) が定義．日本海域に

分布する後期鮮新世～後期更新世の堆積物である

白根層 鴨井ほか (2002)が再定義．蒲原層群を不整

合に覆う沖積層に相当する地層である．オールコアボー

リングで確認された本地域内での層厚は， 53- 154 m 

層序

（海域）

元
砂丘，海浜，河川堆積物

新
上部

後背湿地及び砂丘間低地堆積物
四ッ郷屋層

第 世
湖沼，淡水～汽水成，海成堆積物

四 白根層

紀 中部
湖沼・潟湖 ・河川，砂丘 ・砂州堆積物

汽水，海成堆積物

後 下部
河川堆積物

淡水～汽水成堆積物
更

期

新

三
両津沖層群

＇ 

世 中

期

第 2.1図層序総括囮

-3 -



以上である．

白根層は，層相や 14c年代値によって下部，中部及び

上部に区分される．下部は河川成砂 (Sis) と淡水～汽

水成砂泥互層 (Sia) から，中部は，海成砂質泥 (Smm1).

渥成泥 (Smm立汽水～海成砂泥互層 (Sma)，海成砂

( Sms1) ，砂丘•砂洲•海成砂 (Sms2) 及び湖沼•河川成

砂 (sms3）から構成される上部は人工地盤を除き地表

部に出現する地層であるが，対象とする地層の厚さが異

なるため，地質断面図では地下地質と表層地質とで異な

る凡例を用いたすなわち，表層地質では後背湿地及び

砂丘間低地堆積物（泥層（層厚で約 70~80％以上） ： 

bmm，砂層（層厚で約 70~80％以上）：bms,砂泥互層：

bmal, 薄い腐植土層 （層厚で約 40％未満）を挟む砂泥

互層 ：hal1，厚い腐植土層 （層厚で約 40％以上）を挟

む砂泥互層： hal2)，河川堆積物（自然堤防堆積物： nl, 

洪水 （破堤）堆積物： fd，高水敷，低水敷及び中州の堆

積物：cd)，海浜堆積物 (bd)及び砂丘堆積物（新砂丘 I: 

sd]，新砂丘II: sd2. 新砂丘ill: sd3)，に区分される．

一方地下地質では海成泥 (Sum1)，湖沼・湿地・河

川成泥及び砂 (Sum此湿地・河川成砂泥互層 (Sua).

海成砂 (Sus)，河川成砂及び礫 (Sug)及び砂丘成砂 (Sud)

に区分される． また，本地域及びその周辺地域における

7本の代表コア (FG-1コア，GS-NIFコア，TA-1コア，

KM-1コア，親松 9-1コア， GS-NIKコア及びGS-KNM

コア）において，堆積相，化石，14c年代値及び堆積環

境を詳細に記載した

堆積システムは本地域の大部分でバリアーラグーン シ

ステム，阿賀野川流域のみでデルタシステムとなり （ト

部ほか，2006a; 卜部，2008)，堆積環境はそれぞれの堆
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積システムのなかで海域～汽水域～淡水域と変化に富

むテフラは As-Kテフラ (15ka)及びNm-NKテフラ (5.3

ka) が挟まれる 14c年代値をもとに，白根層下部は約

16 ka～約 10ka, 白根層中部は約 10ka～約 5ka, 白根

層上部は約 5ka以降に相当する．

四ッ郷屋沖層 井上ほか (2011a) が命名．音波探査

とボーリングによって，内野地域の沿岸部で分布が確認

された音波探査結果から下部層と上部層に区分される．

下部層は明瞭で平行な反射面，プログラデーションパ

ターン，不規則な起伏を伴う侵食面などの変化に富む反

射パターンを示す．一方，上部層は海底にほぽ平行で連

続性の良い反射面か らな る．上部層はボーリングコアに

よって観察され，海成の泥 (uYm)及び砂 (uYs)から

なる．下部層は最終氷期～約 10ka,上部層は約 10ka 

以降と推定される．

人工地盤 盛土（砂丘地における大規模造成地の盛土：

ii, 土塁： ew, 堤防沿いの盛土： bn, 旧堤の盛土 ：bn1

及び新堤の盛土：bn2)及び埋土 (“ゴミ層”:tr,旧水域（河

川，海池沼）の埋土： rl及び旧河道の埋士： or)から

なる．

地質構造 蒲原層群の地質構造は，越後平野地下の新

第三系～第四系の地質構造と調和的で，内野地域に一つ

の向斜軸，阿賀野川東方に一つの背斜軸を有する摺曲構

造をなす内野地域の向斜軸の西側には活断層である角

田・弥彦断層が伏在する．角田・弥彦断層の沖合の連続

部の西側には，四ッ 郷屋沖背斜が分布するまた，白根

層の最大層厚部は角田・弥彦断層に近接する地域 （蒲原

層群の向斜軸周辺）に位置する



第3章 表層 地 質

3. 1 表層地質図の作成方法

しろね

作成の考え方 本地域の表層地質は，砂丘を含む白根層

（沖積層）と人工地盤から構成され，年代的には完新世

の堆積物（完新統）である．砂丘や海浜及び現在の河川

の河道を除き露頭を欠くため，表層地質は，地形分類に

基づき地形要素ごとにボーリン グデータから推定した

使用したボーリングデータは，「ほくりく地盤情報シ

ステム」に登録されたデータ（本地域内で約 6,300本）

を基本としたがほかに新渇応用地質研究会及び(-社）

新滉県地質調査業協会により「2000年版新渇県地質図」

（新湯県地質図改定委員会編，2000)及び「新湯県地盤図」

（新潟県地盤図編集委員会編，2002)作成時に収集され

た資料，新渇県農地部新潟農地事務所（当時）によって

収集された亀田郷地区地盤図・柱状図集，新渇県農地部

巻農地事務所（当時）によって収集された西蒲原地区ボー

リング柱状固集，更に（株）興和及び（株） 村尾技建に

保管されている内部資料を参照した

作成の手順 表層地質の推定作業は次の手順で行った

地形分類図の作成 ① 1911年測図，陸地測量部作成

の2万 5千分の 1地形図「新湯北部」（陸地測量部，

1912)，同「新渇南部」（陸地測量部， 1914b)，同 「松ヶ

暗濱（現在の松浜）」（陸地測量部， 1914a)，同「水原」（陸

地測量部， 1914c)及び5万分の 1地形図「内野」（陸地

測量部 1914d)，②土地条件図「新湯」及び「内野」初

期整備版（国土地理院， 1987,1988)，③数値地図 25,000

土地条件 （国土地理院， 2011)，④治水地形分類図（国

土地理院， 2015)，⑤阿賀野川水害地形分類図（建設省

北陸地方建設局・阿賀野川工事事務所， 1974)，⑥米軍

撮影の空中写真，⑦ 1891年ころ旧陸軍によってスポッ

ト的に作成された各種 2万分の 1地形図などの資料を参

照しつつ，最新の地形図上に新たに地形分類図を作成し，

これを基図とした今回新たに作成した地形分類囮に

よって識別した地形は，後背湿地砂丘間低地，自然堤

防洪水堆積地形，高水敷低水敷中朴l，海浜，砂丘

（新砂丘 I,新砂丘II,新砂丘皿），旧河道堤防，埋土

及び盛土の 15種である．

深度 5mまでを代表する層相の決定 調査地点ごと

に，個々のボーリ ングデータ（地質柱状図）について，

地表面（調査地盤面）から深度 5mまでの地層に関して，

最も優勢な層相を決定し，それをその地点における表層

地質を代表する層相とした後背湿地及び砂丘間低地に
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（鴨井幸彦）

おいてはこの手法を用いてそれぞれの地形区分ごとに

代表的な層相を決定した

なお，地質区分の 目安として汎用される N値について，

深度 5mまでの表層部では，泥，砂及び砂礫ともに低く，

深度方向に有意の差が見られないことが多いため， N値

による地質区分の細分は行わないこととした

ボーリングデータを欠く場合 ボーリングデータの分

布密度は，地域毎にばらつきが大きくデータを欠く地形

区分も含まれる このため，同様の地形条件であれば，

同様の地質構成を持つ可能性が高いと考え，隣接地区の

データから推定することとした一方地形と地質の種

類は， 必ずしも一致するとは限らない． このように，本

地域が一様の精度で作成されているわけではなく，その

精度はボーリングデータの量と質に依存する面が極めて

大きい． したがって水田地帯など，ボーリングデータ

が少ない地域に関しては，やや精度が劣る点は否めない

なお， 自然堤防に関しては，本地域の範囲内で広範囲

にわたって点在するものの， 自然堤防上でのボーリ ング

データは比較的少なく，地形区分ごとに地質を特定する

ことができないケースが多かったそのため，本地域で

は自然堤防堆積物として地質を特定せずに一括した．

また，同様に，河川堆積物（高水敷， 低水敷，中 J•卜l ) や

海浜堆積物など，地質の種類がほぽ特定できる場合や，

人工地盤のように地質構成に規則性が見られず，地質の

特定がむずかしい場合についても，地質を問わず地形に

応じて区分した砂丘に関しては，層相では区別できな

いものの，既に分布と形成年代が明らかにされているの

で新砂丘 I~mについてそれぞれを区別した．洪水に

よる堆積地形が明瞭な場合には，洪水（破堤）堆積物と

して区分した．

3. 2 表層地質の概要

表層地質のうち白根層は，後背湿地及び砂丘間低地堆

積物（泥層 ：bmm,砂層 ：bms,砂泥互層 ：bmal,薄い

腐植土層を挟む砂泥互層： hal1, 厚い腐植土層を挟む砂

泥互層： hal2)，河川堆積物 （自然堤防堆積物 ：nl,洪水

（破堤）堆積物 ：fd, 高水敷・低水敷及び中州の堆積物：

cd)，海浜堆積物 (bd)及び砂丘堆積物（新砂丘 I: 

sd1, 新砂丘 II: sd2, 新砂丘皿： sd3) から 構成される

以下に，これらの概要を記述するなお，白根層の定義

や区分，及び地下地質における分布や層相などについて



は第 4章で詳細に述べる．

一方，人工地盤は，盛土（砂丘地における大規模造成

地の盛土 ：il,土塁 ：ew, 堤防沿いの盛土 ：bn,旧堤の

盛土： bn!，新堤の盛士： bn2) 及び埋土（ゴミ層： tr,

旧水域（河川，海，池沼）の埋土 ：rl,旧河道の埋土 ：

or) に細分される．

3. 2. 1 白根層

後背湿地及び砂丘間低地堆積物は，深度 5mまでの

ボーリング資料に基づき，以下の基準により 5区分した．

①泥層 (bmm)：深度 5mまでのうち，おおむね 70

~80％以上を泥層が占める砂層，泥層の互層．

②砂層 (bms)：深度 5mまでのうち，おおむね 70~

80％以上を砂層が占める礫層，砂層，泥層の互層．

③砂泥互層 (bmal)：深度 5mまでのうち，砂層と泥

層がそれぞれ70~80％未満の互層．これには砂層と泥

層がほぽ同量で細かく互層する場合や粗く互層する場

合砂優勢な互層または泥優勢な互層，あるいは上下 2

層構造をなし， 上位が砂層で下位が泥層の場合やその逆

で上位が泥層で下位が砂層の場合など， さまざまな層相

がある．

④薄い腐植土層を挟む砂泥互層 (hal1)：深度 5mまで

のうち，腐植土層が層厚で約 2m未満（層厚で約 40% 

未満）をはさむ泥層と砂層の互層．挟在する腐植土層は

層厚 lm前後の比較的厚い場合と薄い腐植土層を頼繁に

挟む場合がある．

⑤厚い腐植土層を挟む砂泥互層 (hal2)：深度 5mまで

のうち，層厚約 2m以上（層厚で約 40％以上）の腐植

土層をはさむ泥層と砂層の互層

河川堆積物は以下のとおり 3区分した

①自然堤防堆積物 (nl) は， 自然堤防を形成する堆積

物で，主に砂層，泥層及び腐植土層からなる．

②洪水（破堤）堆積物 (fd)は， 小阿賀野川右岸の木

津付近でくり返された破堤により河川から氾濫した堆積

物の内図示できる規模を持ち，現在も識別できる地形

を構成する堆積物で，砂層及び泥層からなる

③高水敷低水敷及び中州の堆積物 (cd) は，信濃川，

阿賀野川，小阿賀野川，中之口川及び西川の堤外地に堆

積した堆積物で，礫層 砂層及び泥層からなる ．

海浜堆積物 (bd) は，日本海に面した海岸沿いに分布

する砂からなる堆積物である．

砂丘堆積物は，砂丘列の区分に従い新砂丘 I (sd此

新砂丘II (sd2)及び新砂丘皿 (sd3) に区分されるい

ずれも細～中粒砂から構成される砂の固結度は総じて

低く，スコップで容易に削れる程度である．

3. 2. 2 人工地盤

盛土は，砂丘地における大規模造成地の盛土 (ii)，土

塁 (ew)，堤防沿いの盛土 (bn)，旧堤の盛土 (bn1)及
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び新堤の盛士 (bn2) に区分される砂丘地における大
たゆうはま こうど こばり

規模造成地の盛土 (ii)は，太夫浜や河渡，小針，寺尾

地区を中心にほぽ砂丘地の全域にわたって分布するが，

ここでは空港や港湾建設及び臨海部の工業地帯で大規模

に実施された範囲のみを対象とした盛土材は，切土に

よって発生した砂が転用されている．土塁 (ew) は，
てんち ょうやま

越後府跡（天長山）で，礫層，砂層及び泥層から構成

されるものと推定される．堤防沿いの盛土 (bn) は，主

に西川沿いで堤防と同じ高さに盛土され，清掃センタ ー

などの公共施設や民間の事業所，一般の住宅地及び畑地

として利用されている範囲で，礫層，砂層及び泥層から

構成される ．旧堤の盛土 (bnりは，現在の河川堤防の

前に築堤された堤防で，礫，砂及び泥からなる新堤の

盛土 (bn2) は現在の河川堤防で，礫，砂及び泥からなり，

築堤材料の内容により構成比が異なる

福島潟の干拓地（第 3.1図）は，江戸中期以降，輪

中工法（囲土手を建設し，その内側を排水する方式）で

干拓されたもので，主に泥層 (bmm)から構成される．

なお，干拓地の一部には，近年再び遊水池に戻された範

囲が含まれる．

埋土は，‘‘ゴミ層”(tr)，旧水域（河川，海， 池沼）

の埋土 (rl)及び旧河道の埋土 (or)に区分される ．‘‘ゴ

ミ層”(tr) はコンクリート片，ガラス，木材廃プラ

スチ ックなど不燃物からなる旧水域（河川，海，池沼）

の埋土 (r!)は，水域であったと ころを埋めたところに

分布し，砂層及び泥層からなる 旧河道の埋土 (or) は，

明治期の地形図や米軍撮影の空中写真等から推定される

旧河道に分布し，その多くは現在水田になっている．主

に砂層及び泥層から構成されるが，一部に不燃物によっ

て埋められた部分が含まれる

3. 3 各地区の表層地質の特徴

表層地質の特徴を，信濃川，関屋分水路，阿賀野川，
つうせんがわ

通船川などの河川によって区分した地区（第 3.2図）

毎に記述する．各地区の概要は以下のとおりである
ふるまち

古町～関屋地区 （関屋分水路以東の信濃川左岸地区の

砂丘（新砂丘皿）， 自然堤防，後背湿地，旧河道及び埋
にいがたじま

土地からなり，新潟市中央区北部地域の通称新渇島が該

当する）

砂丘堆積物は細～中粒砂からなり浅層部の N値は 10

以下と低く，信濃川の後背湿地堆積物は砂層，砂泥互層

及び泥層が入り組んだ形で複雑に分布する．旧水域（河

川）の埋土は主に N値 5以下の固結度の弱いゆるい砂

からなる．
ばんだい ぬったり

万代～沼垂地区 （江戸時代に信濃川が河D近くで右岸
りゅうさくば

側に大きく蛇行した部分のいわゆる流作場を 中心と した

信濃川の旧河道，堤防沿いの盛土地，埋土地及び自然堤

防で，新潟市中央区の中東郁地域が該当する）



第 3.1図福島潟周辺の干拓範囲

新拐県農地部編 (1960)，斎藤 (1961)，新潟県教育委員会編 (1970)及び国土地理院 (1987, 2011)を参考にして作成．

国土地理院発行の 5万分の 1地形図「新潟」（平成17年2月1日発行）及び「新発田」 （平成 15年 10月1日発行）を使用．

信濃川の後背湿地堆積物及び中州の堆積物は， ともに

N値 5以下の砂層及び砂泥互層からなる自然堤防堆積

物はN値 10以下の砂層及びN値 3以下の泥層からなる．

また，堤防沿いの盛土及び旧水域 （河川）の埋土は，い

ずれも N値 5以下のゆるい砂層から構成される

河渡～山の下地区 （通船川を含む阿賀野川旧河道とそ

の北に分布する砂丘（新砂丘皿）及び水域（信濃川，阿

賀野川，海面）の埋土地で，新渇市東区の北部地域が該

当する）

砂丘堆積物は細～中粒砂からなり，表層の N値は 10

以下である旧河道を埋める後背湿地堆積物は， N値 5

以下の砂層及び砂泥互層からなり，層相は変化に富む

旧水域 （河川）の埋土は主に N値 5以下の細～中粒砂

からなるが，河川部では裸， コンクリート片，鉱滓や粘

土を含むところがある
と やのがた ぼたんやま

鳥屋野潟～牡丹山地区 （鳥屋野渇とその南北に分布す
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る砂丘列帯 （新砂丘II)で，北端は信濃川及び通船川 （阿

賀野川旧河道）との境界，南端は日本海東北自動車道で，

新潟市中央区の中～南部地域及び東区の南部地域が該当

する）

砂丘堆積物は主に細粒砂からなり，表層部の N値は

20以上とやや高い．砂丘間低地には N値 O~lの極め

て軟らかい厚い腐植土層を挟む砂泥互層が3~5mの厚

さで堆積している
かめ t, っ

亀由郷南部地区 （日本海東北自動車道から南側の亀田

郷地域の後背湿地及び砂丘 （新砂丘 I, II)で，新渇市

江南区のほぽ全域及び秋葉区の一部が該当する）

砂丘堆積物は主に細粒砂からなり，表層の N値は 10

~20以上である．後背湿地堆積物は地区のほぼ全域に

わたり厚さ 1~2mの腐植土層が広範囲に分布してお

り，地区を特徴づけている．

小針～内野地区 （信濃JII及び関屋分水路以西の自然堤



防，後背湿地及び砂丘（新砂丘II,

及び南区の一部が該当する）

皿）で， 新潟市西区

砂丘堆積物は細～中粒砂から構成され，表層部の N

値は 10以下であるが，深部に向かって増加し， 20m以

深では 30~50以上となる．砂丘の内陸側に広がる後背

湿地堆積物は， 西川沿いでは主に砂泥互層が分布し，よ

り内陸側の後背湿地では， N値 0~1の軟らかい腐植土

層や泥層が表層を覆っている．

阿賀野川以東地区（阿賀野川以東の氾濫原低地及び砂

丘（新砂丘 I～皿）で，新潟市北区のほぼ全域が該当す

るほか，阿賀野市，聖籠町及び新発田市の一部がそれぞ

れ含まれる）

臨海部では砂丘列が何列も連なり，浜堤列を形成して

いる．砂丘堆積物は細～中粒砂からなり，表層部の N

値は 10~20程度で，表層郭に限って見た場合，新砂丘

I ～皿間で大きな相異はない．砂丘間低地堆積物は，砂

層 砂泥互層あるいは腐植土層が薄く堆積するが，砂丘

間低地の幅が広い場合は堆積物の層厚が厚い傾向にあ

る地区南部の後背湿地では，北部で泥層，南部で砂泥

互層がそれぞれ優勢である．

3. 3. 1 古町～関屋地区

海岸に沿って発達する砂丘は，新渇砂丘のうちで最も

新しく形成された新砂丘皿である．南側は信濃川の侵食

により削り込まれ，北側も海岸侵食によって後退し，本

地区は新潟砂丘の中で最も幅の狭い区間となっている

臨g古町～関屋地区
•-•-•-• 

匝匠

約 100年前の 1911年測図の地形図と比較すると，海岸

線は平均して約 150m後退している．砂丘堆積物（新砂

丘皿： sdりは細～中粒砂からなり ，全体の厚さは 40~

50mである表層部の N値は 10以下と低く，深部では

30~40程度である．海岸沿いの飛砂防止保安林 （松林）

を除き，砂丘上は広範囲に開発され，住宅が密集してい

る．

砂丘の南側に発達する低地は，信濃川の中州とその周

りに堆積した河川堆積物から構成される新潟市で最も

古い町並みである古町地区は，江戸時代初期に形成され

た信濃川の中州を利用して開発された地区であり，旧新

湯町は古町を 中心として周囲に拡大する形で成長して

いった．

信濃川の中州に由来する新渇島の表層地質は，主に砂

層 (bms)，砂泥互層 (bmal)及び泥層 (bmm) から構

成され，一部に薄い腐植土層を挟む砂泥互層 (hal1) が

分布する各層の分布に規則性はなく，ボーリングデー

タに基づいて推定した各層の分布はやや複雑である．
しもまち

古町～関屋地区東部の古町～下町地区では，北部の西
つけふね うきす

側（附船町，浮洲町及び古町地区の北半部）に砂層 (bms)
みなと いしずえ

が東側（入船町，湊町，礎町に砂泥互層 (bmal)がそ

れぞれ分布し，南部（古町地区の南半部）では砂泥互層

(bmal)が優勢に分布する．泥層 (bmm) はそれら化り！

にスポッ ト的に点在するまた，多数の寺院が並ぶ西堀
どおり

通に沿って薄い腐植土層を挟む砂泥互層 (hal1) あるい

は砂泥互層 (bmal)が狭長に分布しているものと推定さ

..万代～戸 '•9-
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れるこのように，江戸時代の初めに最初に開発された

中州 （現在の古町地区）の地質は， 一様な砂地盤でな<,

北半部が主に砂層 (bms)，南半部が主に砂泥互層 (bmal)

から構成されていたことがわかる ．

3. 3. 2 万代～沼垂地区
ばんだい

現在の JR新湯駅周辺から萬代橋 （建設当初の呼び名

はよろずよばし，万代橋と表記されることもある）にか

けての地域一帯は，新渇地震の際に液状化被害が広範囲

で発生した．この地域は，信濃川が右岸側に大きく蛇行

した部分に形成された中州にあたり ，流作場と呼ばれる

ように地形変化をくり返してきたこの周辺の表層地質

は砂層 (bms)及び砂泥互層 (bmal)からなり， N値 5

以下のゆるい砂層あるいは N値 3以下の軟弱な泥層か

ら構成される．

明治から大正時代にかけて利用された初代及び 2代目

萬代橋 （木造）の東詰は，現在の流作場五叉路にあった
おお こうづ

が， 1922年の大河津分水路の通水によって信濃川の川

幅が大幅に狭くなったことから，信濃川の両岸は浚渫土

等によって埋め立てられ，新たに鉄筋コンクリート製の

3代目萬代橋が建設され，現在に至っている． したがっ

て，流作場五叉路 （旧堤防の位置） から現在の萬代橋東

詰までの約 400m間は，河道を埋めた部分であるこの

周辺の表層地質は， N値 10以下の砂層 (bms)あるい

はN値 3以下の泥層 (bmm)及び埋土 （旧水域 （河川）

の埋土 ：rl)からなる．

旧沼垂町は，右岸側に大きく湾入した信濃川の河岸に

形成された自然堤防上に作られたその市街地の中央を

南北に栗ノ木川が流れていたが，鳥屋野混の排水を強化

するために，笹口から万代島 （万国橋交差点）にいたる

間に新栗ノ木川が開削されたこれにともない，栗ノ木

川の旧流路は埋められ，栗ノ木バイパスが建設された．

3. 3. 3 河渡～山の下地区

本地区の北部は砂丘 （新砂丘皿）であり，南部は阿賀

野川の旧河道及びそれの作る氾濫原低地 （自然堤防及び

後背湿地）である．阿賀野川は，1731年の洪水で松ヶ

崎堀割の堤防が決壊して日本海へ直接流出するようにな

る以前は，現在の松浜付近で砂丘に進路をふさがれ，東

に蛇行して砂丘 （新砂丘JI及び皿）を削った後，西に反

転して新砂丘皿を侵食し，更に南流して新砂丘JIを大き

く削り込んだ後砂丘間低地を伝って西流していた．こ

れらの流路跡は，地形に明瞭に残されているなお，旧
やけじま

阿賀野川の河口の一部は，焼嶋渇として残ったが，現在

は埋め立てられている．

砂丘堆積物 （新砂丘皿 ：sd3) は，表層部は全体に N

値 10以下で，砂丘間低地も同様に N値 5以下の砂層

(bms)から構成される．砂丘地は，土地開発が進み旧

地形は極めてわかりにくくなっている．

-9-

阿賀野川の旧河道は，本流部分の幅は 400-700mあ

り，その一部は現在も通船）IIとして残っている．自然堤

防堆積物 (ni)の分布は不明瞭であり ，堤内地に後背湿

地や氾濫原低地が広がる自然堤防堆積物は， N値 10

以下の中～細粒砂層 (bms),N値 3以下の泥層 (bmm),

砂泥互層 (bmal)から構成される後背湿地堆積物は，

N値 3以下の泥層 (bmm)，砂泥互層 (bmal)，薄い腐

植土層をはさむ砂泥互層 (hal1) から構成される． また，

旧河道内の中＇州の堆積物 (cd)は主に N値 5以下の砂
えのき

層から構成される榎町周辺及び河渡の砂丘の縁に近い

低地部に薄い腐植土層を挟む砂泥互層 (hal1) が分布す

る．また，南側の新砂丘II-4に接した部分の後背湿地は，

主に砂泥互層 (bmal)から構成される ．

3. 3. 4 鳥屋野潟～牡丹山地区

この地区の砂丘列は，新砂丘 II-2～新砂丘II-4に

相当する新砂丘 II-2と新砂丘 II-3の間隔はやや開

いており ，そこに鳥屋野潟が位置している新砂丘II-

3と新砂丘 II-4は，分布状況が東西で異なっていて．
かみきど

東部の中山から上木戸にかけては複数の砂丘列が近接し

て並走し，砂丘間低地も比較的狭いのに対して，西部の

女池～近江の砂丘列は．連続性が乏しく ．断続的で低地

が広くなっているという違いが見られる．

この地区の表層地質で特徴的なことは．厚い腐植土層

を挟む砂泥互層 (hal2) 及び薄い腐植土層を挟む砂泥互

層 (hal1）が極めて広範囲にわたって分布していること

である特に，鳥屋野渇周辺では，厚い腐植土層を挟む

砂泥互層 (hal2)が堆積し．腐植土層は平均して層厚 2

m前後最大層厚 3~4mに達するこれは砂丘間低

地の基底が深いためと考えられるこれに対して，新砂

丘 II-3と新砂丘II-4の間の砂丘間低地 （女池～近江

地区）では，厚い腐植土層を挟む砂泥互層 (hal2) 及び

薄い腐植土層を挟む砂泥互層 (hal1)は薄く ，層厚 2~

3mであることが多く ，その下には砂丘堆積物 （新砂丘

II : sd2) が厚く分布している．介在する腐植土層の層

厚は 1~2m程度であるまた，深度 5m以深にも腐

植土層が分布することがあり．鳥屋野湯出水口の上沼～
おやまつ

親松付近では深度 6~7mに腐植土層が層厚約 lmで

挟在するなお．この砂丘間低地の東部 （中山～上木戸）

では複数の砂丘列が残っており ，砂丘間低地の幅は狭

く，砂丘間低地には砂層 (bms)が分布する．一方，信

濃川と 鳥屋野渇の間に広がる後背湿地では，表層部は砂

泥互層 (bmal)によって覆われる．これは，信濃川の洪

水による堆積物が流入しているためと考えられる

3. 3. 5 亀田郷南部地区

亀田郷は，信濃川，阿賀野川，通船川 （阿賀野川の旧

河道），小阿賀野川に囲まれた低湿地帯で，江戸時代に

は横越島と呼ばれた水害の常製地帯であった．本地区は，



亀田郷の南部に相当する本地区内において，新砂丘 I

の連続性は乏しく，旧亀田町周辺では孤立した状態で分

布している．その理由は， 自然堤防の配置からみて，明

らかに阿賀野川と信濃川による侵食によるものと考えら

れる新砂丘 Iを構成する砂層 (sd1) は，新砂丘 II及

び新砂丘皿のそれに比べて固結度が高く ，N値は表層の

風化した部分で 10-30，新鮮な部分では 50以上を示す．

新砂丘 I分布域周辺において，砂丘間低地は砂泥互層

(bmal)で埋められているが，砂丘列の間隔が比較的狭

いところでは，薄い腐植土層を挟む砂泥互層 (hal) が

発達しているところがあり，腐植土層は部分的に層厚 2

m以上に達することがある．

亀田砂丘（本地区に分布する新砂丘 I)の北側，新砂

丘II-2までの間の表層地質は，薄い腐植士層を挟む砂

泥互層 (hal1) 及び厚い腐植土層を挟む砂泥互層 (hal2)

あるいは砂泥互層 (haし）から構成される．層厚は 3~

4m程度と比較的薄く，下位には層厚 20m以上を超え

る砂丘堆積物（新砂丘II: sd2) が分布する．

亀田砂丘と信濃川の間に広がる後背湿地は，主に薄い

腐植土層を挟む砂泥互層 (hal1) 及び厚い腐植土層を挟

む砂泥互層 (hal2) から構成される．腐植土層の厚さは

1-3.5 mで， ここでも層厚 20m以上の極めて厚い砂

層（新砂丘 II: sd2) の上に直接載っているこの薄い

腐植土層を挟む砂泥互層 (haし）及び厚い腐植土層を挟

む砂泥互層 (hal2) は，信濃川と小阿賀野川の合流点近
おじ-•

くまで広がるまた，信濃川右岸の後背湿地（祖父興
ゃ

野）では，層厚 lm程度の腐植士層を挟む．更に，天野

付近には，砂層 (bms) 及び砂泥互層 (bmal) が分布す

るが，深度 5~8m前後に層厚 2~3mの比較的厚い

腐植土層を挟むまた，深度 13m以深には砂丘堆積物（新

砂丘 I: sdりと見られる厚い砂層が分布する．

一方亀田砂丘と阿賀野川・小阿賀野川に挟まれた低

地は，主に軟質な泥層 (bmm) から構成されるが深

度5m以深に層厚 1~2mの腐植土層を挟むことが多い．
おううんばし

小阿賀野川右岸や横雲橋のある横越付近から分かれる阿
かわねやち

賀野川左岸の旧河道に沿った横越川根町（旧川根谷内）

付近には砂泥互層 (bmal) が分布している．横越から木

津にかけての範囲では，深度約 6m以深に層厚 1~2m

の腐植土層が広がる．

このように，亀田郷一帯の低地の表層地盤に見られる

最大の特徴は，総じて腐植士層が多いという点である．
わりの

なお，二本木から割野にかけての小阿賀野川右岸には，

洪水堆積物と推定される地形が残されているので，洪水

（破堤）堆積物 (fd) として区別した 1911年測固の 2

万5千分の 1地形図では，これと同様の地形が阿賀野川

左岸の横越から蔵岡にかけて，旧）1|根谷内（現横越川根
まいがた そがわ

町）沿い及び信濃川右岸の舞渇から曽川にかけての地域

に認められている． しかし，現在は圃場整備により洪水

堆積物の地形は残されていない．

3. 3. 6 小針～内野地区

この地区の海岸沿いに発達する砂丘は，新湯砂丘のな

かで最も新しい新砂丘皿 (sd3）と新砂丘 II (sd2) の一

部で， 1.5kmほどの幅で海岸沿いに分布する表層部の

N値は 10以下のことが多く ，深度 20m付近でも 30~

40程度である

西川と中之口川のそれぞれの自然堤防に囲まれた地域

一帯は自然排水が困難なため，広い範囲で低湿地を形成

し，大小の潟（沼）が点在していた中でも大潟田潟，

鎧潟のいわゆる 三潟は有名である． 1911年測図の 5万
おたて

分の 1地形図では，緒立流通や的場流通周辺において，

広範囲に湿田が広がり沼地が点在する様子が描かれてお
しんどおり

り，新潟西バイパス新通インターチェンジの南にある新

田の南方に大潟，田潟が位置していたまた，西川の流

路跡と見られる地形が多く残されており，低平地を流れ

る西川が頻繁に流路を変えていた様子がうかがわれる．

厚い腐植土層を挟む砂泥互層 (hal2) は，緒立流通か

ら的場流通，鳥原にかけて広く分布する．その南方の北
こひらかた

場から小平方にかけての地域には泥層 (bmm) が広がっ

ている．腐植土層は，深度 5mより深い位置にも広く確
かめ

認され（主に深度 7m以深），国道 116号西バイパス亀
がい

貝インターチェンジ付近や寺尾～小針の南側，西川河口

左岸の青山浄水場，新田南のアクアパーク新潟付近など

で，層厚 1~ 2.5 m以上の厚さで分布することがそれぞ

れ確認されている 一方，西川沿いには砂泥互層 (bmal)

が広範囲に分布している西川の自然堤防上にはボーリ

ングデータが比較的多いが，それらの大半は砂泥互層

(bmal)である．

3. 3. 7 阿賀野｝1|以東地区

北部では，砂丘列が新砂丘 I-2から新砂丘m-2ま
はせんかじかわ

で9列が分布する新発田方面から流れる派川加治川は，

新砂丘II-4 と新砂丘皿 — 1 の間を流れて新井郷川に合

流している砂丘堆積物の表層部は固結度が低<, N値

は新砂丘 I (sd1)及び新砂丘II (sd2) で 10~20程度，

新砂丘皿 (sd3) で5~ 10程度である．新砂丘 II-1 ~ 

新砂丘皿 — 2 の間の砂丘間低地は，大部分が N 値 10 前

後の比較的ゆるい砂 (bms) からなるが，部分的に薄い

腐植土層を挟む砂泥互層 (hal1) を挟むことがある新

砂丘II-2内の西方に形成された砂丘間低地には，砂泥

互層 (bmal) が優勢に分布している

新砂丘 Iと新砂丘IIは，分布域がやや斜交しているた

め，砂丘間低地は西側ほど広がっている半円弧状に配
と や うちしまみ

列した鳥屋～横井（新砂丘 I-4) と木崎～内島見（新
しまみまえがた

砂丘II-1) の間には，かつて島見前潟と呼ばれた潟が

あり，主に砂泥互層 (bmal) が分布している．その東方，

内島見付近には砂層 (bms) が広がり，更に東側の砂丘

列の間隔が狭くなった部分には薄い腐植土層を挟む砂泥

互層 (hal1) が分布しているまた，新砂丘 I-2～新
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砂丘 I-4の砂丘間低地は主に砂泥互層 (bmal)からなる．

また，阿賀野川右岸の砂丘を削った後に形成された低地

の表層部は主に砂泥互層 (bmal)からなるが， 胡桃山

周辺では，深度 5m以深に層厚 2mを超える厚い腐植

土層が分布する ．
こまばやし

南部には駒林）IIや阿賀野川の旧河道が多く追跡され

る福島渇の潟口から豊栄市街地を北上し，鳥屋の南側

で西流して早通を経由して新井郷川に合流する旧河道と

現在の新井郷川の間には薄い腐植土層を挟む砂泥互層

(hal1)が広く分布している腐植土層は，旧豊栄市街地

の西部の自然堤防沿いや JR早通駅東方で厚い．この薄

い腐植土層を挟む砂泥互層 (hal1) は新井郷川の南方

の長戸近くまで分布しているものと考えられるこの層

の下位 (5m以深）には砂層が広く分布するが， これは

阿賀野川の蛇行で侵食され残った砂丘堆積物（新砂丘 I)

と考えられるまた，旧豊栄市街地の東部は，砂泥互層

(bmal)が優勢である ．更に，福島湯から駒林）1|にかけ

ての地域には主に泥層 (bmm)が分布するが，大月付

近から旧水原町市街地にかけての駒林川右岸は砂泥互層

(bmal)からなる

旧水原市街地は自然堤防上に位置し，主に砂泥互層

(bmal)から構成され， 5mより深い位置に厚い砂礫層

が分布することがある．市街地の周囲には泥層 (bmm)
ひょう ― 

が分布し，瓢湖周辺には薄い腐植土層を挟む砂泥互層

(hal1)が広がる

一方阿賀野川と駒林川の間に広がる後背湿地は主に

泥層 (bmm)からなるが，一部砂泥互層 (bmal)に変

化するところがある．5m以深の地層について見ると，
やまいいの

山飯野北側では，深度 5~6mに層厚 0.5-1mの腐植
おおせやなぎ

土層を挟む．また，大瀬柳 北側では，厚い裸層が分布し，

更に北側では砂層に変わる． これらの裸層や砂層は阿賀

野川の旧河床堆積物と推定される
う ば が は し

旧京ヶ瀬村の中心であった姥ヶ橋周辺は主に砂泥互層

(bmal)に区分されるが互層をなすよりはむしろ上部

が泥層下部が砂層の 2層構成に近い．この地区で砂層

がやや厚いのは，洪水堆積物の流入の影響によるものと

考えられるなお，駒林川左岸の五郎巻～猫山では，深

度約 6m以深に 1日河床礫と推定される厚い裸層が分布し

ている

3. 3. 8 土地改変と人工地盤

本地域内で実施された土地改変として掘削（開削），

切り盛り造成，埋立，盛土などがある大規模な掘削工

事（開削）としては新渇東港 (1963- 1969年）， 関

屋分水路 (1965- 1972年）及び新川 (1818- 1820年）

がある砂丘地における大規模な造成は，新渇空港や新

潟東港などである． 埋土は信濃川河口近くの両岸や新滉

東港新潟空港などの河川や海域及び池沼や旧河道に

見られるまた，盛土，土塁は，河川堤防や高速道路，

堤防沿いの嵩上げ盛土，国道のバイパス，鳥屋野渇周辺

の宅地造成である土塁は，阿賀野市の旧水原町市街地

にみられるまた，特殊な例として新渇市西区寺尾北側

の海岸部にゴミの埋め立て処分地がある

なお，関屋分水路の掘削土は，国道 8号及び7号の新

褐バイパスに，また，新潟東港の掘削土は，海面埋め立

てのほか新潟バイパス国道 49号亀田バイパスの盛

土材としてそれぞれ使用された一方，宅地の造成盛土

については市街地のほぽ全体が該当するため固示する

対象から除いたまた，道路盛土についても図の煩雑化

を避けるため，除外したなお，福島渇周辺の干拓地に

ついては第 3.1図に示した

以下，主な人工地盤に関して，概要を述べる．

砂丘地における大規模造成地の盛土 （ii) 砂丘地にお

ける造成は，大小の規模で広範囲に実施されている阿

賀野川以東では，新渇東港西側の工場地帯及び松浜地区

の住宅団地や工場地帯で平坦化が行われている ．阿賀野

JI|と信濃川の間でも，全般的に切土造成（土砂採取）や

切り盛り造成による平坦地化が実施され，特に阿賀野川

河口左岸部の砂丘地に建設された新湯空港では大規模に

行われた信濃川以西では，海岸沿いの砂防林を除き，

寺尾西方まで砂丘地全体で住宅地が開発されているが，

造成の規模は小さい．
てんちょうやま

土塁 (ew) 阿賀野市水原の越後府跡 （天 長 山）で，

礫層砂層及び泥層から構成されるものと推定される

天長山は，天保の飢饉に際し，地元の豪農市島家が救民

のための事業として別邸を建てた際に築かれた人工の丘

で 1868年と 1869年の 2度にわたり ，いずれも短期間

ながら越後府が置かれた

新堤・ 旧堤の盛土 (bn2,bn1)阿賀野川，信濃川，中

ノロ川，小阿賀野川及び関屋分水路については，現在機

能している堤防と地形図上で確認される堤防を新堤の盛

土 (bn2) とし，以前に使用された古い堤防を旧堤の盛

土 (bn1) についてそれぞれ塗色した西川や通船川な

どの河川については，川幅が狭<,表示できないため省

略した．築堤材料は，場所によって礫，砂及び泥の星比

が異なり一定しない信濃川や阿賀野川の河口付近では

主に砂が使用されたが 1964年の新湯地震で多くの箇

所で破壊された ことを受け，阿賀野川では 20ll年度か

ら2014年度にかけて耐震対策工事が施工された信濃

川 （やすら ぎ堤）については， 2015年現在施工中である．

宅地の造成盛士 新渇市の市街地では，小針南，寺尾

東坂井東女池～近江～米山，鳥屋野渇周辺 （京玉

東明新石山）などを 中心として平地の宅地造成が急速

に拡大し，土地利用状況が一変したまた，郊外でも ，

内野五十嵐中島，新中浜，新通西，新通南 小新，寺

地ときめき，鳥原，曽野木，粟山，中野山，もえぎ野，
なめところ にいざき

亀田早通，名 目所，濁川，新峙などの周辺地域や早通な

どの住宅団地がつぎつぎに開発され，旧豊栄市や旧水原
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町郊外でも住宅地が周辺の水田地帯に拡大しているま

た，亀田工業団地，小新周辺及び流通センタ ー，竹尾卸

団地，新崎工業団地，京ヶ瀬工業団地， 木津工業団地と

いった大規模な土地開発（盛土造成）が行われている．

しかし， これらの地域では盛土層の厚さは 1~2m

と比較的薄いことや表層地質図に必要な情報はむしろ盛

土の下位の地盤であることから，本地域では宅地造成盛

土を表層地質の構成要素から外した．なお，新渇市周辺

では盛土材として砂が使用されることが多く，地下水位

の高い泥層や粘土層（粘性土地盤）に盛土されている．

このため，圧密沈下にともなって盛土材の砂層が地下水

位以下にな ることが想定されるため，『新洞県内液状化

しやすさマップ』（国土交通省北陸地方整備局企画部・（公

社）地盤工学会北陸支部編， 2012)では，液状化しやす

い地盤と評価された．

“ゴミ層’'（tr) 小針～内野地区には特筆すべき点

として新渇市西区の海岸沿いに“ゴミ層”(tr)が広

く認められるゴミ層は，深度 2~9mの範囲に，層厚

5m前後の厚さで埋められている． ゴミの埋め立ては，

1964年の新湧地震の際に発生した震災瓦礫や一般家庭

ゴミの終末処理場として小針埋め立て場が指定されたこ

と（新湯市，1966) をきっかけにその後も継続され， 産

業廃棄物処理場として 1990年代まで使用されていた．

現在は覆土され，その上を国道 402号が通っているが，

この部分では地表面に凹凸がある．その範囲や内容物の

種類等の詳細は不明である本地域では，周辺で実施さ

れたボーリングデータを基に，国土地理院が地理院地医l

（国土地理院 2015)として Web上で公開している空中

写真等を参照しながらその分布範囲を推定した

旧水域 （河川，海，池沼）の埋士及び旧河道の埋土 (rl,

or) 新湯東港では，掘削土を利用して海岸に大規模な

埋立地が造成された新渇空港では，滑走路の延長にと

もない，海面が埋め立てられた．阿賀野川の旧流路の河

口に残っていた焼嶋潟も現在は埋め立てられている．そ

の他後背湿地に残された大潟小新潟丸潟などの沼

地や，砂丘間低地に残された良池，蓮池，女渇，男潟，

蓮潟中渇などの渇も埋め立てられ，住宅地あるいは水

田となっているまた，信濃川，阿賀野川，派川加治川

やそれらの支川などの旧河道の多くも埋め立てられ，耕

地や住宅地としてそれぞれ利用されている．

信濃川最下流部（平成大橋（旧帝石橋）より下流側）

では， 1922年の大河津分水路の通水以降信濃川の川

幅が極端に減少したため，両岸が主に浚渫土によ って埋

め立てられたまた，信濃川大橋から下流の河川敷は盛

土され平坦化されている 1964年の新潟地震で液状化

現象が発生したのは，大半がこうした水面を埋め立てた

地盤であり，盛土層の厚さは 3m前後で， N値は 5以下

である特に，臨海部では新渇空港が建設され，大規模

な造成工事がなされたが，旧陸軍が作成した 1890年測
まつがさき

呈の 2万分の 1地形図「松ヶ崎濱」において，現在の新
ふるかわ

渇空港滑走路の東側部に沼地が描かれ，古河と記載され

ているこの沼地は，かつての阿賀野川の日本海への注

ぎ口の一部であり，旧河道と考えられる．1964年の新

潟地震の際，新渇空港の当時のターミナルの玄関前で激

しい液状化が発生したが，この沼地はタ ーミナルと一部

重なっている．このことから液状化の要因としてこの沼

地の影響が推察されるなお，信濃川河口の新渥西港の

岸壁周辺は，埋土（旧水域（河川）の埋土 ：r!)である
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第 4章 地 下 地 質

4. 1 研究史

本地域を含む越後平野では，平野の開発に伴って段階

的に地下地質の調壺 ・研究が進展してきた．ここでは時

代を追ってその概要を述べ，各地質の研究史については

後節で詳しく述べる

地下地質の調査 ・研究は，昭和初期から開発が進んだ

沿岸部の水溶性天然ガスの調査に始まる 1950年代に

は水溶性天然ガス探鉱に伴う調査結果が公表され（兼子

ほか， 1951;新潟県， 1953,1958 ;伊田 1955;牧山．

1963a, bなど）， 深度 800m以浅のガス層 （砂礫層）を
かんばら

頻繁に挟有する地層（主として蒲原層群）の分布状況や

構造が明らかにされた その後更に深部で石油や構造

性天然ガスの発見があり（東新湯・松崎ガス田，南阿賀

油田），これらの深掘井の地質状況から．平野地下にお

ける新第三系 • 第四系の分布状況等が明らかにされた（池

辺ほか 1968;天然ガス鉱業会 ・大陸棚石油開発協会編，

1982, 1992;小林，1996, 2000など）

一方水溶性天然ガス採取に伴い， 1954年ころから

沿岸部を中心に地盤沈下が顕在化し，地盤沈下機構解明

のために，通産省新渇県及び新滉市による地盤沈下観

測井の設置，農林水産省北陸農政局による多数のボーリ

ング調査（北陸農政局新渇地盤沈下調査事務所編，

1965)が実施されたこれらの試資料の解析などから，

地下浅層部の基本層序（特に沖積層）が確立され，平野

の古地理的な背景，地層の年代や堆積環境の概要が明ら

かにされた（西田 ・茅原， 1956;中野・武久．1960;井関，

1962;阪口， 1964;阿久津，1966;福田ほか， 1966;

Minato et al.. 1967 ;長谷川ほか， 1967;柴崎 ・和田

1968；和田ほか， 1969：和田，1972；新湯第四紀研究グルー

プ， 1972;湊， 1976;新渇珪藻研究グループ， 1976.

Hasegawa, 1976 ;小林ほか， 1976など）

1960年代後半には都市部での開発の必要性から，沖

積層のボーリング調査結果がその土質性状とともにまと

められた（建設省計画局 ・新褐県， 1967)．また， 1970

-1980年代になると ，上越新幹線，北陸自動車道，新

焉バイパス，新渇東港臨海工業地帯の開発，新渇市街地

の高層ビルの建設等に伴う地質調査資料が加わり，平野

部の地下地質情報は飛躍的に増加した （新褐県商工労働

部企業振興課， 1970；新湯県， 1977;日本鉄道建設公団・

新湯新幹線建設局， 1980など）．これらは「新焉県平野

部の地盤図集」（建設省北陸地方建設局北陸技術事務所

（安井 賢・ト部厚志 ・鴨井幸彦）

編， 1981) としてまとめられたほか多くのボーリング

資料をもとに沖積層の区分や年代，沖積層下の埋没段丘，

平野の形成史や構造運動について議論がなされた（西田

1969;青 木・ 仲川，1980;仲川，1985, 1987 ;海津，

1989;安藤，1994;青木，1996)．また，ガス開発や土

木調査ボーリングコアを利用して，詳細な堆積環境を論

じる試みも始められた （小林 ・松田， 1991;大平，

1992, 1996 ; Nguyen and Kobayashi, 1996). 
ばんえつ

1990年代以降は，磐越自動車道，日本海東北自動車道，

新新（新溺—新発田 ） バイパス，亀田バイパス，新渇西
ばんだい

バイパス，万代島開発等の土木建設に伴う調査試資料が

追加され， これらを加味して新混県地質図に平野部の断

面図が掲載された（新焉県地質固改定委員会編， 2000)

ほか「新湧県地盤図」（新渇県地盤図編集委員会編，

2002)が刊行されたまた，こ れに付随して， 沖積層層

序の再検討（鴨井ほか， 2002;鴨井， 2002MS)や，砂

丘列の形成年代の検討 （鴨井ほか，2006,2015)が実施

されたこれらの研究のなかで得られた多数の 14c 年代
しろね

資料は，①越後平野における白根層の基底深度が確定し

たこと ，②白根層中の不整合の存在が否定された こと，

③新湯砂丘における砂丘列の形成年代が確定したこ と，

④海進 • 海退などの イ ベン ト の年代が明らかに さ れた こ

と， ⑤平野下に存在する複数の泥炭層（蒲原層群）の形

成年代が明らかにされたことなどの点で大きな成果をも

たらした更に，近年では浅層地盤のボーリングデータ

ベースの作成やそれに基づく地質モデルも公表された

（木村， 2010；船引ほか，20ll)

2000年代以降は沖積層を対象とした研究用のオ ール

コアボーリングも多数実施されるようになり ，堆積相の

解析，微化石の分析，堆積システムの検討などに関する

詳細な研究が実施された (Urabeet al., 2004 ;安井，

2005; 卜音凡 2005, 2008 ; 卜音〖しま力‘, 2006a, b, 2011a ; 

安井ほか， 2007)．更に， 2009~ 2010年には，角田 ・

弥彦断層の活動性を評価するため，産業技術総合研究所

によ って3本の 100~ 150 m級を含む複数のオールコア

ボーリング （堆積相解析， 14c 年代測定，珪藻分析，物

理探査）や反射法地震探査などが実施され，本地域及び

その沿岸海域部の地質状況が明らかとな った（天野ほか，

2010, 20ll ;稲崎ほか， 2010,2011 ;拷原ほか，20ll; 

宮地ほか， 2009,2010, 20lla, b, c ;中 西ほか，

2010a, b ;田辺，2013; Tanabe et al., 2010, 2013 ;山

口ほか 2009)
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4. 2 新第三系及び下部～中部更新統

石油 ・天然ガス調査に基づく平野地下に分布する新第

三系～第四系は，主として岩相や底生有孔虫の生層序に
ななたに

よって新潟地域の標準層序と対比され，下位から七谷層，
はまつだ はいづめ

寺泊層椎谷層浜忠層，西山層， 灰爪層魚沼層群と

呼ばれてきた（池辺ほか， 1968など） また，牧山(1963a)
しろいわ わなづ

は灰爪層を下位の白岩層と上位の和南津層に区分し，魚

沼層群に相当する地層を蒲原層群とし，蒲原層群の基底

を鮮新世と更新世の境界とみなした平野地下の新第三

系～第四系（下部～中部更新統）の層序及び新渇地域標

準層序 との比較を第 4.1図に示す．

本地域には深度 5,000 ~ 2, 000 mに及ぶ深掘井が多数

分布する 5,000 m級の坑井としては基礎試錐 「下五十

嵐」 (5,006.7m，到達層準は鮮新世の西山層），基礎試
おおぷち

錐「大渕」 (4,920.2m，到達層準は中期中新世の七谷層），

新南阿賀 -1(5, 505 m,到達層準は七谷層）などがある

（新焉県地質図改定委員会編， 2000)．また，本地域に隣
じゅうこ•けん にいつ

接する新渇市南区十 五間（新津地域内）の基礎試錐「新

渇平野」は，深度 6,000mまで掘削され七谷層の火山岩

類に到達している （荒戸ほか，1994)．以上の地質分布

状況から，本地域内における深度 6,000~ 5,000 mでは，

新第三系の基盤に達していない．

1980年以降，テ フラ層の追跡や対比，生層序学的研

究や古地磁気学的研究が進展し，陸域各地における西山

層より上位の地層の対比 ・編年が大きく変更された（小

林ほか， 1986;黒川， 1999など）．そのため，平野地下

の西山層より上位の地層群についても再検討が必要と

なった小林 (1996, 2000)は，坑井にも利用されてき

た浮遊性有孔虫層序（米谷， 1978)や浮遊性有孔虫のマー

カーベッドによって，平野地下の地層群を，西山層より

上位の模式地のある魚沼丘陵や西山丘陵の地層と対比

し，下位から西山層（階），灰爪層（階），未呼称中部更

新統に区分した西山層は泥岩，砂岩及び泥岩砂岩互

層からなり ，灰爪層はシル ト質泥岩 を主体とし砂岩を

挟む． また，未呼称中部更新統は灰爪層より上位で蒲

原層群より下位の地層とされ，砂岩泥岩互層からなる

鍵となる浮遊性有孔虫マーカーベッドは， Globorotalia

infiata bedのNo.l帯～ No.3帯，No.3帯と No.2帯間の

Globoquadrina asanoi bed, Globigerina pachyderma右巻

き (dextral)が多産する層から Globigerinapachyderma 

左巻き (sinistral)が多産する層へと移行する層準 (Marker

A)である（渡辺，1983)．なお，未呼称中部更新統中

には対比に有効なテフラやマーカーとなる微化石は

発見されていない．

荒戸ほか (1994) は三条市以北の越後平野において，

地震探鉱記録断面と深掘井 （特に基礎試錐「新湯平野」）

の地質資料の総合的地質解釈に基づいて，後期中新世以

降のシーケンス層序学的枠組みについて検討したまた，

Arato (1997) はシーケンス解析により区分したユニッ

トC, D, El及び E2を，東頚城丘陵の魚沼層群に対比

した

Marker A は「新渇県下の新第三系 • 第四系古地磁気

微化石複合年代尺度」（柳沢ほか， 2000) によると約 1.2

Maの年代を示し，基礎試錐「新渇平野」で約 2.500 m, 

基礎試錐「下五十嵐」で約 2,500m，基礎試錐「大渕」

で約 1,700mの深度にそれぞれ位置する（小林， 1996).

また ， 小林 (1996) は鮮新世—更 新世境界を

Globoquadrina asanoi bed付近と考え，平野地下の第四系

の最大層厚部は新潟市西区内野周辺で約 3.600 mと見積

もったなお， 2009年に JUGSで批准された鮮新世～

更新世境界 (2.58Ma, Matuyama-Gauss古地磁気境界）

に従うと，平野地下の第四系の層厚は更に厚くなるとみ

られる．

一方新渇沖海域における地質層序は粟島周辺におい
むこせ りょうつ

て，下位から音響基盤向瀬層群，平瀬層群及び両津沖

層群に区分された（岡村ほか， 1995)．最近，井上ほか

(2011a)は沿岸域の地質 ・活断層調壺 ・研究での成果を

加味して，両津沖層群の最上部の沖積層に対応する地層
よ っ こ・うや

を四ッ郷屋沖層と命名したこのうち向瀬層群は，伸張

応力場で形成されたリフトを埋めて堆積した前期中新世

の地層平瀬層群は平行な反射面で特徴づけられる中期

中新世から前期鮮新世の地層，両津沖層群は平瀬層群を

不整合で覆う後期鮮新世～第四紀の堆積物とされる （岡

村ほか， 1995)

4. 3 中部～上部更新統

平野地下の中部～上部更新統については，分布深度が

深いため，オールコア採取による詳細な研究はほとんど

実施さ れておらず，得 られた知見は断片的なものが多い．

蒲原層群より上位の地層における層序区分の変遷（第

4. 2図）に示すように，後期更新世の最終氷期や最終間

氷期の地層群は， G1層，西蒲原層，埋没段丘礫層，蒲

原層群と呼ばれている以下に，これまでの研究におけ

る各層に関する検討を整理した現状では，沖積層より

下位の地層群の詳細な対比は困難であるため，本地域で

は沖積層 （白根層）の下位に分布する浅層の堆積物に対

して， 卜部ほか (2006b)が再定義 した蒲原層群の名称

を用いることとしたまた，海域の蒲原層群相当層は，

両津沖層群の名称を用いた．沖積層下位の地層群の層序

や編年は，本地域南方の弥彦・新津地域を含めて，今後

の詳細な検討が必要と思われる

4. 3. 1 蒲原層群 (K)

層序区分の変遷

蒲原層群は砂礫層を挟有するシルト～砂質シルト層か

-14-
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沖 両 ("3m0Â kT a-: 
積

！ば
G1蒲 Nu-MZ 

層
の 層 蒲

原 (”5~ ~0ヽ "ka) 基 群
盤 原

陪(1真30kしa) 層

G4 群(2延；20←mkK̂ aB ) 群

G5 (2SL 9u-0-,kS~ .a~-K Q ) 

G6 

•J 建設省北陸地方建設局 ・ 北陸技術事務所
入2新潟県地質図改定委員会編
9:3新潟県地盤図編集委員会編



らなるこの中で水溶性天然ガス層は上位から G1(G 

はガス層＝砂礫層を意味する ），G2~G8と順次呼称さ

れてきたが，牧山 (1963a)は泥層の鉱物組成の差など

から G5層の直下に非整合が分布する可能性を示し， G5

層から G1層の直下までの地層を蒲原層群と定義し， G1

層を沖積層の基底礫層としたその後，最近まで蒲原層

群の層序学的研究の進展はなかったが，卜部ほか(2006b)

は東新渇ガス田における複数の坑井試料 （物理検層及び

カッティングス試料）を検討し，複数のテフラを発見す

るとともに既存の微化石資料を公表したそして，東新

潟 MG-37号井を模式とし，蒲原層群を G6層上限の検層

対比マーカー D (Mrk. D)を下限とし， G1層上限の高

比抵抗を示す物理検層対比マーカー (120m top)まで （深

度 525~ 109 m)と再定義した．

分布

牧山 (1963a)は，蒲原層群が新湯ガス田 （阿賀野川

沿岸部～内野町周辺，本地域はその範囲に完全に含まれ

る）に広く分布するとした伊田 (1955)は，信濃川下

流域 （新湯市関屋～新潟市大形本町）における蒲原層群

の分布状況を示したまた，小林 (1991,1994)は新潟

市松浜～新渇東港地区（新渇地域内）及び中ノロ西部地

区（本地域南部及び弥彦 ・新津地域北部）における蒲原

層群の分布状況を示した更に基礎試錐 「新湯平野」

の試資料や地震探鉱記録断面から，越後平野中央部 （弥

彦 •新津地域）にも蒲原層群は広く分布するとされる（荒

戸ほか，1994; Arato, 1997). 

層相と層厚

砂礫層を挟有するシルト～砂質シルト層からなる上

位から G1層， g層伍層 G4層 G4' 層，伍層のガ

ス層を挟み，＠層 G2層， g層は分布が断続的で，ガ

ス鉱床として有力なものは g層， G4' 層，G5層である

（牧山， 1963a, b)．また，g層はその直上の泥炭層とと

もに分布が広いとされる（牧山 1963a)．東新渇ガス田

の東新渇 MG-37号井における 層厚 は416mで砂礫

砂及び泥の互層からなり，泥炭層や 3層の明瞭な軽石層

を挟む （卜部ほか， 2006b)．蒲原層群 (G5層を基底とし

た場合）の層厚は，新潟市東部で約 450m,新渇市西部

で約 700m とされる（小林， 1991)

化石と堆積環境

東新湯 MG-37号井や新潟沖 SK-1号井では軟体動物，

有孔虫及び珪藻化石の分析が実施され，海生の軟体動物

と有孔虫化石は蒲原層群の 3層準 (G1層とG4層間， G4

層とG5層間及び G5層の下位から蒲原層群の基底まで）

から産出する （卜部ほか， 2006b).

軟体動物化石 東新湯 MG-37号井の深度 190m, 

180 m (G1層と g層間）から， Saccellacf. sematensis（ア

ラスジソデガイ）， Veremolphamica (l:::メカ ノコアサ

リ）， 新潟沖 SK-1号井の深度 250~ 190 m (G1層と

g層間）及び深度 360~ 320 m (G4層とG5層間）か

らSaccellacf. sematensis, Glycymeris sp.（タマキガイ属）

などの浅海種が産出する（卜部ほか， 2006b)．また，

内野 R-53号井の深度 371m及び 352m (G3層と G4

層間の泥質層） の灰色シルト 層から． Umbonium

costatum (キサゴ）． Olivellajaponica (ホタルガイ ）．

Ringicula doliaris（マメウラシマ）． Acteocinaglobosa（マ

ルコメッブガイ ） Fulviamutica (トリガイ ）

Placamen tiara（ハナガイ ）などの外洋浅海種が産出

する （小林・松田 1991).

有孔虫化石 新潟沖 SK-1号井では比較的産 出

量が多く，深度 450~ 210mから Ammoniajaponica, 

Pseudorotalia gaimardii, Pseudononion japonicumなど．

深度530~ 460 mから Bussellafi喀idacallida, Epstominella 

tamanaなど内湾浅海帯に生息する種が多産する（ト

部ほか． 2006b)．また．帝石 R61号井の深度 246.3~ 

250.8 m （伍層と③層間の泥質層）から． Ammonia

japonica, Ammonia manpukuziensis, Pseudononion 

japonicumなどが産出する （西田． 1969)ほか内野

R-53号井の深度 435m, 422 m. 410 m及び397m (G3 

層と g層間の 泥質 層）から Ammoniajaponicaや

Pseudorotalia gaimardiiなどが産出する（小林・松田．

1991). 

珪藻化石 東新渥 MG-37号井の深度 100~ 180 m 

⑬ 層 の 上 下）では．Aulacoseiragran.ulataや Eun.otia

spp.などほとんどが淡水種からなるほか，深度 580

~ 180 m （蒲原層群の大部分）は含まれる殻数が非常

に少ない （卜部ほか， 2006b)

花粉化石 西田 (1969)は，山ノ下地盤沈下観測井

における G4層直上の泥炭層の花粉分析結果を示し，

ツガ属 （コメッガ型），マツ属， カバノキ属（ダケカ

ンバ型）が多く，モミ属 ＋トウヒ属がかなり高率で出

現することを示した

化石から推定される堆積環境 牧山 (1963a)は，

蒲原層群の堆積環境を海相汽水相淡水相が繰り返

された潮汐三角}|1の堆積物と推定した上記化石の産

出状況は繰り返し海水の浸入を受ける沿岸域の環境を

示しており，蒲原層群は中＿後期更新世の海水準変動

の影響を受けた堆積物の可能性が大きいまた，西田

(1969)は， g層直上の泥炭層の花粉分析結果から亜

高山帯の気候下での堆積を推定した

テフラ層 卜部ほか (2006b)は東新潟 MG-37号井

におけるカ ッティングス試料の軽石の分析により． 4層

のテフラを同定したすなわち，上位から深度 120m (G1 

層の下位） ： 沼沢—水沼火砕流 (Nu-MZ : 山元祖り翌

の二次堆積物，深度 190m （東新渇第 2軽石層）：田頭

テフラ (TG)の二次堆積物 (130ka:鈴木，1999)，深
すなこ＇はら

度 230m (G4層の上位， 東新潟第 3軽石層） ：砂子原—

久保田火砕流 (Sn-KB)の二次堆積物 (220ka :山元・

須藤， 1996)，深度 340m (G4層とG5層間，東新渇第 4
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さか せ がわ

軽石層） ：砂子原—佐賀瀬川火砕流 (Sn-SK) の二次堆
積物 (290ka:山元 ・須藤， 1996) であるまた，宮地

ほか (2011a) は， GS-NIKコア（新潟市西区五十嵐三

の町）の深度 153.38- 153.37 m及び GS-NIFコア（新
あい ら

湯市中央区入船）から姶良 Tn(AT)テフラ (30ka) を

報告している．

時代

ト部ほか (2006b)によると，軽石層と対比された火

砕流のフィッショントラック年代により， G4層を含む

蒲原層群の上部層準は，中期更新世の約 30万年前～最

終氷期最寒冷期の約 1.8万年前と推定されている．

4. 3. 2 G,層・西蒲原層 ・埋没段丘礫層

G1層は，初期の研究では沖積層の基底礫層とされた

（兼子ほか， 1951，井関， 1962；牧山，1963a)．阪D (1964) 

は， g層の層相が著しく変化することから G1層の上限

を沖積層の下限としたまた，福田ほか (1966) は，海

成層 の B 層 ． C 層が一連の陸成層の D 層• E層の上位

に重なるため， C層の基底を沖積層の基底と考え， G1

層は更新統に含まれるとした

Minato et al. (1967) や長谷川ほか (1967) は地盤

沈下観測井試料の 14c年代測定を実施し Q層上位の地

層の℃年代値が 26,000 -25, 000 yrs BPを示すことを

明らかにし， G1層は更新統に含まれることとな った

また， Minatoet al. (1967)は，この白根層に不整合に

覆われる腐植土を挟むシルトと細粒砂の互層を西蒲原層

と命名し，最終氷期の亜間氷期に対比したそして，G1

層を西蒲原層の基底部をなすものとし，埋没段丘礫層で

ある可能性を示した更に，湊 (1976) は本地域南方の

新洞市白根地域（弥彦地域内）での G1層の分布状況から，

Q層が被覆する平坦面には標高 -140m前後及び標高

-150 m前後の 2面が存在し，埋没段丘が 2段に区分さ

れると推定した

西蒲原層の花粉分析・珪藻分析は，新渇市西区黒鳥の

黒鳥 B-24号井で実施され，淡水域の環境でやや寒冷な

気候であったことが推定され，深度 150mの腐植土層に

モミ属の花粉が卓越することから，深度 150mの層準が

最終氷期最寒冷期に相当すると推定された（新渥第四紀

研究グループ， 1972).

その後青木 ・仲川 (1980) は，新潟市から三条市に

おける多数のボーリング資料の解析から，G1層とされ

てきた砂礫層を 4層 （浅いものから Btg1, Btg 2, Btg 3, 

Btg 4)に区分し，埋没段丘裸層 （青木， 1996では埋没

段丘礫層群） と命名した． また， Iwanagaand Ishibashi 

(1977) は三条市において埋没段丘が広く伏在している

ことを明らかにした 一方，鴨井ほか (2002) は信濃川

流域において，新たに測定された 14c年代値と G1層の

関係について検討し， Minatoet al. (1967) の西蒲原層

とG1層の関係と異なる結果を示した

4. 3. 3 両津沖層群

両津沖層群は， 日本海域に分布する後期鮮新世～後期

更新世の堆積物である（岡村ほか， 1995:井上ほか，

2011a)．新潟市西区四ッ郷屋沖で掘削された GS-Ni09-

YTコアにおける深度 40.0~ 30.8 mが，両津沖層群に

対比されている （天野ほか， 2011)．細～極細粒砂から

なり，軟体動物化石 (Callista sp.：マツヤマワスレガイ属）

や生痕化石 (Bichiorditesmonasiriensis) を含み，更新世

の外浜～海浜堆積物とされる（天野ほか，2011).

4. 4 上部更新統～完新統（沖積層）

4. 4. 1 沖積層研究の問題点

越後平野地下の沖積層の研究史は，鴨井ほか (2002),

新渇県地盤図編集委員会編 (2002)及び 卜部ほか (2006a)

に詳しく述べられているここでは項目別に既往の研究

成果と現状をまとめて記述するまた，堆積相解析や微

化石分析など詳細な検討が実施されたコアを第 4.1表

に示す

地層名と沖積層の 2分問題

越後平野地下の沖積層は，研究初期には単に沖積層と

して表現されてきたが， Minatoet al. (1967) は白根累

層 という名称を初めて用いたその後，西田 (1969) は

新渇東港付近に分布する沖積層に対して，東新潟層と命

名した

青木・仲川 (1980)は白根層上部の起伏のある形状を

埋没谷と考え，白根層中に不整合の存在を推定し，更新

統の白根層と完新統の黒鳥層に区分し，関東平野の七号

地層と有楽町層にそれぞれ対比したこの沖積層を白根

層と黒鳥層に 2分する見解は， 1980~ 1990年代の沖積

層層序区分の大勢として受け入れられた（建設省北陸地

方建設局北陸技術事務所編， 1981；小林， 1996;新混県

地質図改定委員会編， 2000など） なお，青木 (1996)

は黒鳥層基底の 14c年代値が 3,160 yrs BP (3, 377 cal 

BP)であることから，不整合の年代を完新世中に変更

した

しかし，鴨井ほか (2002)は多くの 14c年代測定資料

をもとに信濃川流域の層序を再検討し，各地の層相が時

間面と斜交することを示し，青木 ・仲川 (1980) の黒鳥

層基底の不整合を否定し，沖積層を白根層として一括す

ることを提唱したまた， 卜部ほか (2006a)は西蒲原

地域で埋没したバリアーを復元し，青木・仲川 (1980)

が示した白根層上面の埋没谷は，海水準の低下による河

川の下刻ではなく，単にバリアーと潮流口• 河口という

地形を示すものと判断し，彼らの不整合を否定した．

沖積層の基底

沖積層の基底は，研究初期には G1層が沖積層の基底

礫層と考えられてきた（牧山， 1963aなど）． しかし，

g層上位の 14c年代値が最終氷期の年代を示す (Minato
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第 4.1表 白根層 ・蒲原層群の研究コアー覚表

図幅名 孔名 位匹
ポーリング調査実施機

標高(m) 深度(m) 研究対象 調査・分析内容 文献
関

GS-D, 
新潟市東区船江町（新潟空

2 60 120 地質記載・有孔虫・珪 福田ほか(1966),港敷地内） 通産省地質調査所 白根陪
藻・花粉 阿久津(1966)

GS-D2 新潟市西区関屋町 12 38 190 

帝石R-61 帝国石油株 1,000 蒲原陪群 有孔虫 西田 (1969)

山ノ下610m 新潟市浜町17-1 新潟県 610 蒲原庖群 花粉 西田 (1969)

FK 
新潟市北区前新田 （福島潟

35 白根阿
湾口橋）

TM 新潟市北区長場 28 白根庖
地質記載・珪藻 大平(1992)

TS 新潟市北区川西 4 白根層

SB 阿賀野市中央町 8 45 白根陪 地笠記載・珪藻 大平(1996)

福島潟
新潟市北区前新田（福島潟

新潟県 824 白根陪 地質記載・珪藻
Nguyen and Kobayashi 

湾口橋） (1996) 

万代島7-1 新潟市中央区万代島 新潟県 2 34 158 白根陪 地質記載・軟体動物 鴨井ほか(2002〉

祖父興野9-9 新潟市中央区祖父興野 新潟市 0 04 150 45 白根陪 地質記載・軟体動物 鴨井ほか(2002)

親松9-1
新潟市中央区太右エ門新

新潟県 0 78 138 08 白根府 堆栢相・軟体動物・珪藻 鴨井ほか(2002)，本報告
田

MS-1 新潟市東区松島 009 30 
堆積相・珪藻

ト部・高濱(2002),

YS-1 新潟市東区末広町 新潟大学 2 91 23 白根庖 安井(2005)

新潟 SY-1 新潟市東区下山 00 30 堆租相 ト部・高濱(2002)

FG-1 新潟市北区前新田 新潟大学 -0 9 71 
白根庖・

堆租相・珪藻
ト部(2005),

蒲原陪群 安井ほか(2007)

石油資源開発卸 堆積相・軟体動物・粒
ト部ほか(2006b),

TA-1 新潟市北区太夫浜
三菱瓦斯化学卸

40 97 白根陪
度・菫鉱物組成

ト部(2008),
ト部ほか(2011a)

東新潟MG-37 新潟市北区太夫浜
三菱瓦斯化学卸 1,600 白根層・

軟体動物・有孔虫・珪藻 ト部ほか(2006b)
石油資源開発閥 (1999掘削） 蒲原陪群

新潟沖SK-1 海上 石油資源開発閥
2263 8 白根層・

軟体動物・有孔虫・珪茂 ト部ほか(2006b)
(1964掘削） 蒲原層群

KD-1 新潟市東区河渡 60 30 

NT-1 新潟市東区沼垂
新潟大学

04 30 
白根層

堆租相・軟体動物・粒 ト部(2008),

SN-1 新潟市東区東中野山 1 0 30 度・重鉱物組成 ト部ほか(201la) 

KM-1 新潟市江南区丸山 30 72 

GS-NIF 
新潟市中央区入船町4丁目

産業技術総合研究所 1 42 145 
白根府・

堆積相・密度・物理検陪
宮地ほか(2011a),

（新潟港湾事務所構内） 蒲原層群 Tanabe et a/.(2013) 

GS-Ni09-AG 海上 産業技術総合研究所 -24 98 40 四ッ郷屋沖庖 堆積相 天野ほか(2011)

KN-1 新潟市江南区早苗
新潟大学

08 30 
白根陪

堆積相・粒度・重鉱物組
ト部ほか(2011a)

MZ-1 新潟市東区松崎 07 30 成

新潟第四紀研究グルー
B-24 

新潟市西区黒烏 座林水産省 210 白根層 地質記載・花粉・珪藻
プ(1972)，新潟珪藻研究

（地盤沈下井） グループ(1976),
Hasegawa (1976) 

坂井輪K-1 新潟市西区緑ヶ丘（坂井輪 168 
地質記載・露鉱物・化学

新潟県 6 96 白根庖 分析・珪藻・花粉・有孔 小林ほか(1976)
（地盤沈下井） 中学校構内） (1970掘削）

虫・軟体動物

内野
内野R-53 新潟市西区浦山 つ 蒲原陪群 有孔虫・軟体動物 小林 • 松田 (1991 )

NU-1 
新潟市西区五十嵐2の町

53 70 
（新潟大学構内） 白根層 堆栢相・軟体動物 ト部ほか(2006a)

OT-1 新潟市西区緒立 新潟大学 05 30 

Y0-1 新潟市西区四；；郷屋 60 70 
白根陪・

ト部（未公表）
蒲原陪群

GS-NIK 
新潟市西区五十嵐3の町

産業技術総合研究所 8 56 163 
白根府・ 堆租相・珪藻・密度・物

宮地ほか(2011a)
（新潟水産研究所構内） 蒲原陪群 理検陪

GS-Ni09-YT 海上 産業技術総合研究所 -25 35 40 四y郷屋沖陪 堆栢相 天野ほか(2011)

宮地ほか(2009、

弥彦 GS-KNM 新潟市西区金巻新田 産業技術総合研究所 2 74 154 白根府
堆栢相・珪藻・密度・物 2011a)，中西ほか
理検陪 (2010a, 2010b), Tanabe 

et al. (2010) 

'℃年代測定テフラ分析のみのコアは除く
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et al., 1967)ことから，その後の研究では沖積層の基底

をG1層上位の地層中に設定されている（小林ほか，

1976;青木・仲川， 1980,鴨井ほか， 2002など）．ただ，

正確な境界深度の決定には， 14c 年代値の測定とオール

コア採取による詳細な観察が必要で，コア試料の状態や

分析内容により精度に相違が生じている新潟県地盤図

編集委員会編 (2002)は，この ようなコア状況を考慮し

汎！積層の基底を安定した礫層の上面においたまた，鴨

井ほか (2002)は， 14c 年代値も考慮し礫層や腐植土層

を挟在する砂・シル ト互層の上限に沖積層の基底を置い

た 更に，宮地ほか (2011a)は，ATテフラが発見され

た GS-NIKコアと GS-NIFコアにおいて，ATテフラを

挟むシル ト層上位の租粒堆積物 （砂及び礫などの河川堆

積物）の基底を沖積層の基底とした．

沖積層の基底深度は，陸域では新潟市西部（内野地域）

において最も深 く，標高 -150m以上を示し，後述する

角田・弥彦断層をはさんで標裔 -30--40 m程度となる

（第 4.3図）．また，新渇市東部（新潟地域）では，標

高 -100m以上を示し，阿賀野川の流域付近を介して基

底深度が浅くなる．海域では，角田・弥彦断層をはさん

で東側と西側海域において基底深度が大きく変化してい

る（第 4.3図）．なお，新潟市沖は四ッ郷屋沖層中の音

波散乱域が広く分布することから（井上ほか， 2011a,b), 

沖積層の基底深度が不明である．

沖積層の細区分

福田ほか (1966) は沿岸部に分布する沖積層を A層，

B層 c層に区分し，阿久津 (1966)はB層，C層を縄

文海進に相当する地層とした． Minatoet al. (1967) は

内陸部の白根市 （現在の新潟市南区） ～沿岸部の新潟市

における沖積層を下部，中部，上部に区分し，中部層を

海成粘土層としたまた，柴崎・和田 (1968)，和田ほ

か (1969) は同地域の沖積層を I~v層に区分し， V層

は最終氷期最寒冷期の堆積物とした．ただ，和田ほか

(1969) が示した断面図 (F線地質模式断面図）では，
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各地域で層相が変化する ものの，沖積層の年代資料が乏

しく各部層境界はほぼ水平に引かれている

「新湯県平野部の地盤図集」（建設省北陸地方建設局 ・

北陸技術事務所編， 1981)は青木 ・仲川 (1980) の層

序に従い．沖積層を下部 (A4,白根層下部相当），中部

(A3, 白根層中部相当）， 上部 (A2, 白根層上部相当），

最上部 (Al, 黒鳥層相当）に4区分したまた，新湯

県地質図改定委員会編 (2000)や新焉県地盤図編集委員

会編 (2002)は，約 10,000年前，約 5,000年前を境に，

沖積層や白根層 を下部層 (A3)，中部層 (A2)及び上部

層 (Al)に区分し，それぞれの部層について，粘性土層，

泥炭層砂質土層砂質土 ・粘性土互層，砂礫層に細区

分し表現している

鴨井ほか (2002)は，層相から A~ I層の 9層に区

分し℃年代値に基づく時間面と各層が斜交することを

明らかにしたまた，船引ほか (20ll)は，沖積層を下

部河成層中部海成層，砂体構成層及び上部河成層に区

分した

一方新焉沖沿岸海域では四ッ郷屋沖層が沖積層に相

当し，下部層が最終氷期以降 l万年前までの堆積物， 上

部層が 1万年前以降の堆積物とされている（井上ほか，

20lla) 

堆積環境の復元

沖積層の堆積環境は堆積相解析，化石分析などに基づ

き，多くの地点で実施されている （第4.1表）．地域的・

局所的な知見については白根層の項目で述べ， ここでは

やや広域的に議論したものを中心に概観する

越後平野の形成史について最初に言及したのは西田 ・

茅原 (1956)で 彼らは海進による平野全域に及ぶ内湾

の形成段階，現在の砂丘の基盤をなす砂州の形成段階，

砂州 ・砂丘の発達，水域の縮小，平野の埋積段階につい

て3葉の古地理図を示した彼らの形成史の大枠はその

後の研究者にも大筋として踏襲されている （和田

1972:仲川， 1987:青木，1996など）．なお， これに関

連して海津 (1991) は越後平野中央部について大平

(1992)は北東部について完新世における古地理の変

遷をそれぞれ 4葉の古地理図で示したまた， これとは

別に，鴨井 ・安井 (2004)も新潟県地盤図（新渇県地盤

図編集委員会編， 2002)をもとに，新湯県平野部の地盤

図集 （建設省北陸地方建設局北陸技術事務所編， 1981)

に収録されているボーリング資料等を参照し，越後平野

全体の生い立ちを 6葉の古地理図で表現した．

多くの微化石試料に基づく沖積層の堆積環境の推定

は，新渇市沿岸部における福田ほか (1966)が最初で，

c層と B層は海水の影響が大きく， A層は湯成から淡

水成とした．一方新湯第四紀研究グループ (1972)は

越後平野内陸部～沿岸部の珪藻分析を実施し，珪藻殻の

含有率が低く，淡水種が卓越するものの海水種の出現頻

度が中部で高いなどの結果を示したまた，長谷川ほか

(1967)は白根層中部に海成粘土層が存在するとした

和田 (1972)はこれらの情報をもとに，縄文海進の進行

に伴い，海岸部で砂ヽ）札内陸部では古白根潟 と呼ばれる

渇湖が形成され， これらが埋没 • 干陸して越後平野が形

成されたと推定した

その後℃年代測定値の増加により ，海津 (1989)は，

海成粘土層から 6,000yrs BP（同位体分別未補正年代）

の℃年代値を得て，越後平野は約 6,000年前に形成さ

れたバリアーの前進によって埋積したと推定した鴨井

ほか (2002)は，縄文海進期～縄文海進高頂期前後の約

8, 000 -5, 000年前にバリアーラグーンシステムが完成

し，約 5,000年前以降は浜堤平野の発達とともに潟湖が

埋積したとした．？易湖の発達した白根地域では，微化石

の分析 (Yasuiet al, 2000 ;安井ほか， 2001)や堆積相解

析・ CNS分析 （吉田ほか， 2006)など詳細な検討が実

施され，越後平野において縄文海進高頂期が約 6,800年

前 （同位体分別未補正年代）に相当することや， 5,000

年前以降に複数回の海の侵入が存在したことが明らかに

なった

また，各地における堆積相の詳細な解析により，越後

平野の沖積層は 2つの異なる堆積システムの前進で形成

されたことが示された すなわち，信濃川流域の西蒲原

地域では約 8,000年前にバリアーラグーンシステムが

形成された後急激な沈降による堆積システムの後退と

前進を繰り返しながら，基本的にバリアーラグーンシス

テムが前進して平野を埋積した (Urabeet al., 2004 ;ト

部ほか， 2006a)．一方阿賀野川流域の亀田地域～新焉

市街地では，阿賀野川の影響を強く受けたデルタシステ

ムが前進して平野が形成された（ 卜部，2008).

更に，宮地ほか (2011a,b)は新潟市西区五十嵐三

の町～鎧潟地域（内野地域及び弥彦地域内）におけるボー

リングコアの検討から，バリアーラグーンシステムが形

成される以前の堆積環境について復元し， 16,000-13, 

500年前は河川成～沼沢地の環境で，そののち 15,000

-13,500年前以降約 10,000年前までは塩成と淡水成の

湿地環境を繰り返していたことを明らかにした宮地ほ

か (2011b)は， 塩水湿地と淡水湿地が繰り返した要因

を角田 ・弥彦断層の活動に求めた

4. 4. 2 白根層

命名・定義

Minato et al. (1967)の名称に基づき， 鴨井ほか (2002)

が再定義した鴨井ほか (2002)によれば白根層は沖

積層の基盤を不整合で覆う．

模式地

本稿では模式地を設けない．

層序関係

下位の蒲原層群を不整合に覆う

分布
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本地域全域の地下に広く分布する．

層厚

層厚が最も薄い地域は，伏在する角田・弥彦断層より

西側の地域（内野地域南西部）で，新潟市西区四ッ郷屋

における Y0-1コアで約 53mである角田・弥彦断層

より東側の地域では，新潟県地盤図編集委員会編 (2002)

によると層厚は 160-50 m以上で，160m以上の最深

部は狭い谷状を呈し，内野地域の田島（南隣弥彦地域）

から五十嵐ーの町に向かって北東—南西方向に延びてい

る．研究コアにおいて確認されている最大層厚は， GS-

KNMコア （南隣弥彦地域）の 154m以上（境界未確認）

である

区分

堆積相解析が実施された研究コアが限られていること

から，本報告では新汚県地質図改定委員会編 (2000) に

従い，層相と℃年代値をもとに，白根層を下部，中部

及び上部に区分した 下部は約 16,000～約 10,000年前，

中部は約 10,000～約 5,000年前，上部は約 5,000年前

以降に相当する

層相

白根層下部 淡水～汽水成砂泥互層 (Sia) 及び河

川成砂 (Sis)からなる．

河川成砂 (Sis) は，本地域南東端部の標高 -70~

-50 mにのみ分布する河川の堆積物で，礫混じり粗粒

砂～細粒砂層からなる最大層厚は約 3mである

淡水～汽水成砂泥互層 (Sia) は，白根層下部の大

半を 占め，標高 -80m以深に分布する．細粒砂とシル

トの不規則互層からなる淡水～汽水成堆積物で， 貝殻

片や腐植物を含む最大層厚は約 76mである． N値

は20~50以上とばらつきが大きい

白根層中部 海成砂質泥 (Smrn1)，湯成泥 (Smm2),

汽水～海成砂泥互層 (Sma)，海成砂 (Sms1), 砂丘・

砂洲•海成砂 (Smsり及び湖沼•河川成砂 (Smsりか

らなる．

海成砂質泥 (Smm1)は，沿岸部を中心に広く分布し，

比較的均質な海成の砂質シルト～シルト層で，細粒砂

の薄層を挟む．一般的に貝殻片や腐植物を含むほか，

細礫をまれに含む最大層厚は約 56mである．N値

は一般的に 6~20 （一部で 30程度）である

潟成泥 (Smm2)は，福島渇周辺に分布する．潟湖（汽

水～淡水）の堆積物で粘土～シルト質粘土層からなる．

最大層厚は約 23mである．N値は一般的に 0（自沈）

~2を示す．

汽水～海成砂泥互層 (Sma) は，海成砂や海成砂質

泥よりも内陸側に分布し，これらと指交関係にある汽

水～海成堆積物である．細粒砂とシルトの不規則な互

層で，腐植物を比較的多く含むほか，貝殻片をまれに

含む最大層厚は約 53mである．N値はかなりばら

つくが，一般的に泥で 6~ 20，砂で 20~ 40である
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海成砂 (Sms1) は沿岸部に分布する海成堆積物で，

細粒砂～シルト混じり細粒砂層からなり，中粒砂やシ

ルトの薄層を挟むほか，貝殻片をまれに含む最大層

厚は約 25mである． N値は 20~50以上とばらつき

が大きい．

砂丘•砂洲•海成砂 (Sms2) は新砂丘 I の砂丘列の

地下に帯状に分布するただ，亀田地域周辺ではその

分布が確認されていない．縄文海進期～縄文海進高頂

期前後に形成された砂丘，砂洲及び海成堆積物である．

細～中粒砂層を主体とし， ところにより礫混じり粗粒

砂～砂礫層となるまれに貝殻片を含む最大層厚は

約 41mである．N値は表層部を除き 30~50以上（一

般的に 50以上）と大きい．

湖沼•河川成砂 (Smsりは福島潟周辺で湖沼·湿地・

河川成泥及び砂と潟成泥に挟まれて分布し，シルト混
こ．ず

じり細粒砂からなる．五頭山麓からの扇状地の張り出

しに伴う湖沼，河川の堆積物である最大層厚は約 4

mである． N値は 2~7である

白根層上部 海成泥 (Sum])，湖沼 ・湿地・河川成

泥及び砂 (Sum2)，湿地・河川成砂泥互層 (Sua)，海

成砂 (Sus)，河川成砂及び礫 (Sug)及び砂丘成砂 (Sud)

からなる．

海成泥 (Sum1) は，海底部に分布するシルト層で

ある最大層厚は約 3mである湖沼・湿地・河川成

泥及び砂 (Sum2) は，信濃川以東の新砂丘 Iょりも
とやのがた

海側の砂丘間低地（鳥屋野潟周辺を含む），新砂丘 I

よりも内陸の福島潟～横越町周辺，阿賀野川や信濃川

の現河道及び旧河道に分布する．泥層を主体とし，腐
ぽたんやま

植土層や細粒砂層を挟む．鳥屋野渇～牡丹山周辺や新

井郷川右岸沿いの早通から豊栄（慈塚）にかけての地

域では，腐植上層が広くかつ厚く分布する（第 3章参

照）．湖沼，湿地及び河川の堆積物である最大層厚

は約 13mである． N値は一般的に 0（自沈） ～ 5を

示す

湿地・河川成砂泥互層 (Sua) は，阿賀野川と信濃

川の間で，小阿賀野川から鳥屋野潟の南に至る地域，

信濃川以西の新砂丘皿の内陸側の地域に広く分布す

る．泥がやや優勢な砂泥互層（シルトと細粒砂の互層）

で，腐植土層や砂礫層を挟む湿地及び河川の堆積物

である最大層厚は約 18mである． N値は一般的に

泥層で 0（自沈） ～ 10，砂層で 20前後である

海成砂 (Sus) は，本地域の海岸部の浅層部（標高

-30 --50 m以浅）に広く分布する浅海成層である ．

全般的に下部は細粒砂～シルト混じり細粒砂，上部は

中粒砂からなり，薄い腐植物層を挟むほか，貝殻片，

軽石及び細礫を含むところがある最大層厚は約 51

mである ．N値はばらつくものの 10~40を示すとこ

ろが多く，部分的に 50以上となる．

河川成砂及び礫 (Sug) は阿賀野川右岸の阿賀野市



（旧京ヶ瀬村，旧水原町旧笹神村）周辺で，泥及び

砂 (Sum2) の下位に広く分布する砂礫層 （礫径は 5

~ 40 cm) 及び礫混じり粗～中粒砂層 を主体とする．

砂礫層は背後の花尚岩類からなる五頭山地からの土石

流堆積物に由来する最大層厚は約 14mである． N

値は砂層で 10~ 40, 砂礫層で 50以上である

砂丘成砂 (Sud)は，新砂丘II～皿の砂丘列を構成

する砂丘成層で細粒砂 （一部中粒砂）から なる土木

地質ボーリングでは下位に分布する海成の砂との境界

ははっきりしない最大層厚は約 36mである．N値

は5~ 30で，下部に向かって増加する傾向にある

化石

軟体動物化石 研究コアの TA-1コアについては第

4. 4. 5章で述べる既存の研究では以下の種が産出

する

東新渇 MG-37号井の深度 90mの白根層下部の砂質

シルトから Potamocorbulaamurensis（ヌマコダキガイ ）

及び Fluviocingulanipponicaなどの汽水種が産出する

（ 卜音〖しま力‘, 2006b). 
おじこ•や

祖父興野 9-9孔の 白根層中部の砂質泥 (Smmり か

らReticunassafestiva（アラムシロガイ ），Moerellasp.（モ

モノハナガイ属）， Corbiculajaponica（ヤマトシジミ ），

Oliva mustelina（マクラガイ ）及びPotamocorbulasp.（ヌ

マコダキガイ属）が同孔の砂 (Sma)から Potamocorbula

sp., Crassostrea gigas（マガキ）及び Corbiculajaponica 

が産出する （鴨井ほか， 2002)

東新渇 MG-37号井や新湯沖 SK-1号井の深度 80~

20 mにみられる白根層中部～上部の砂や砂質シルト

(Smm2及び Susに相当する）から， Acteocinainsignis（コ

メッブガイ）， Acteocinakoyasens/.s（コヤスツヅラガイ ），

Callista chinensis（マツヤマワスレガイ ），Homalopoma

amussiatum（エゾザンショウ），Macomapraetexta（オ

オモモノハナガイ ） Mangilia tabatensis（夕ハ`タマン

、スンフゲガイ ）ジ ） Mitre/layabei (ス：： Oliva 

mustelina（マクラガイ ）， Olive/lajaponica（ホタルガイ ），

Turbonilla tokunagai (トクナガイトカケギリ ）

Rhizorus acutaeformis (タマゴマメ ヒガイ ）， Ringicula

dolialis（マメ ウラシマ）， Saccellacf sematensis（アラ

スジソデガイ） Umbonium costatum (キサゴ ）

Veremolpha micra (ヒメカイノコアサリ ）及び

Wallucina lamyi（チヂミウメノハナガイ ）などの浅海

性種が産出する （卜部ほか，2006b).

万代島 7-1孔の白根層上部の海成砂 （Sus)から

Macoma praetexta（オオモモノハナガイ ）が産出する （鴨
さかいわ

井ほか， 2002)． また，坂井輪 K-1号井の深度 105.6

~ 104.1 m （白根層下部の Siaに相当）， 深度 72.0~ 

60.5 m （白根層中部の S1mn1に相当）及び深度 56.0~ 

46.9 m (白根層上部の Susに相当 ） から， Ctena

delicatula（ウミアサ），Mitre/lacf. yabei（スミスシラ

ゲガイ）， Cantharussp., Latirus sp., Paludinella 

japonica（ヘソカドガイ ），Odostmiahilgendorfi（オリ

イレクチキ レモドキ） Turbonilla semicolorata (ノメ

ワケイトカケギリ ），和rbonillatokunagai (トクナガイ

トカケギリ ）， Ringiculayokoyamai（ヨコヤマウラシマ）

及びActeocinasp.の浅海性種が産出する （小林ほか，

1976) 

有孔虫化石 東新湯 MG-37号井や新渇沖 SK-1号

井の深度 80-58m (白根層下部に相当 ） から，

Ammonia japonica, Buccella frigida callida, Buccella 

aculeata, Cribrononion clavatum, Cribrononion 

subgranulosum, Nonion manpuk刃iense, Pseudorotalia 

gaimardii及び Siphogenerinaraphanusが産出する （ト

部ほか，2006b)．また，坂井輪 K-1号井の深度 104~

114 m （白根層下部に相当）から Ammoniacf. beccan, 

Elphidium subincertum及び Quinqueloculinasp.， 深度

総～ 65m（白根層中部に相当）から， Ammoniajaponica, 

Pseudorotalia gaimardii, Elphidium subincertum, 

Bucella f,-igida, Nonion manpukiりiense, Pseudoeponides 

Sp.及び Bolivinarobustaが 産 出する （小林 ほか，

1976). 

珪藻化石 詳細に珪藻化石群集が検討された，研究
おやまつ

コアの FG-1コア，親松 9-1コア， GS-NIKコア及び

GS-KNMコアについては第 4.4. 5章に述べる

分析頻度は粗いものの白根層のほぽ全深度について

検討した研究としては，黒鳥 B-24号井における新渇

第四紀研究グループ (1972)や新焉珪藻研究グループ

(1976)，坂井輪 K-1号井における小林ほか (1976)が

あるこれらによると，白根層の珪藻殻数は一般に非

常に少なく，淡水～汽水生種が優勢なものの，白根層

中部 （標高 -90- -35 m) では Coscinodiscus属，

Thalassiosira excentrica, Delphineis surirellaなどの海

水種が多く 出現するとされるまた，福島潟では白根

層中部～上部の湯湖や湖沼堆積物中に， Skeletonema

costatum, Cyclotella caspia, Aulacoseira granulataなど

の環境指標となる浮遊性珪藻種が多産し，詳しい環境

変化が復元されている （大平， 1992; Nguyen and 

Kobayshi, 1996 ;安井ほか，2007)．更に，信濃川河

口付近では白根層上部の海成砂中の珪藻分析が実施さ

れ，5,000年前以降の 2層準で， Thalassiosira邸 centrica,

Delphineis surirellaや Odontellaauritaなどの海水生種

が多産する（安井， 2005).

テフラ 白根層中には，群馬県の浅間火山，石川県の

白山，福島県の沼沢火山などを起源とするテフラが挟在

することが指摘されている （卜部ほか，2000)．一方で，

複数のテフラの薄層は認められるが，鉱物組成，重鉱物

組成，火山ガラスの形態，火山ガラスの化学組成の類似

から，再堆積したものと判断できるものも多いまた，

鉱物組成，重鉱物組成，火山ガラスの形態，火山ガラス

-23 -



の化学組成などの検討では，広域的なテフラとの対比根

拠となるような特徴を有しておらず，供給起源が不明の

テフラも多くある

このうち，本地域において，比較的広域的に認定と対

比が可能なテフラは，約 5,300年前の福島県の沼沢火山

の沼沢湖噴火（山元， 1995, 2003)による Nm-NKテフ

ラである．沼沢湖噴火では，火山近傍に火砕流が流下し

火山近傍の只見川などを広く埋積している． Nm-NKテ

フラは主に福島県に広く分布する本地域をはじめとす

る越後平野には，火砕流によって只見川を堰き止め部分

が決壊して，只見川か ら，阿賀川，阿賀野川を流下した

イベント堆積物（火砕流の 2次堆積物）として軽石を多

く含む火山灰質な砂層が認められる（ 卜部 ・高濱，

2002; 卜部ほか， 2006b, 2011a)． また，越後平野の一

都では降下テフラとしてもたらされた可能性がある （ト

部 ・高濱， 2002)．沼沢火山を起源とする Nm-NKテフ

ラは，白根層中では重要な指標テフラとなっているな

お，特に阿賀野川流域において，Nm-NKテフラ起源の

軽石や火山ガラス片は，越後平野まで決壊洪水によるイ

ベント堆積物としてもたらされて以降デルタの前進に

伴って約 2,000年間以上も再堆積を繰り返していること

が知られており，軽石の挟在と同時間面の認定に際して

大きな課題がある ことが指摘されている （卜部ほか，

2011a;片岡・ト部， 2013,Kataoka et al., 2016)．また，

GS-NIKコアの深度 149- 146 mの中粒砂層には，軽石

片や火山ガラスが多く含まれるこれらの軽石片や火山

ガラスは，浅間火山起源の As-Kテフラ（約 15ka：町田・

新井， 2003)に対比できる

4. 4. 3 四ッ郷屋沖層

命名・定義

両津沖層群（岡村ほか， 1995) の最上部を井上ほか

(2011a)によっ て分離・独立された地層に対して命名さ

れた

模式地

本報告では模式地を設けない．

層序関係

両津沖層群及びその下位の地層を切る侵食面を覆う

（井上ほか， 2011a)

分布

内野地域の沿岸部で，高分解能音波探在が実施された

範囲のみに分布する（井上ほか， 2011a).

層厚

新潟市西区四ッ郷屋沖の測線 E202で27m以上であ

る（天野ほか， 2011)

区分

下部と上部に区分される．下部は明瞭で平行な反射面，

プログラデーションパターン，不規則な起伏を伴う侵食

面など変化に富む反射パターンを示し，上部は海底に平

行で不明瞭ながら連続性が良い反射面を示す（井上ほか，

2011a)．天野ほか (2011)のボーリングコアにおける

℃年代値との関係から，下部は最終氷期以降 1万年前

までの堆積物，上部は 1万年前以降の堆積物と推定され

ている（井上ほか， 2011a)

層相

GS-Ni09-YTコア (N37° 52'09.40", El38° 52'49.02", 

水深 25.35m)では， 四ツ郷屋層上部が観察され，下位

の泥 (uYm) と上位の砂 (uYs) からなるいずれも海

成の堆積物である砂は細粒～極細粒砂，泥はシルト～

粘上からなる （天野ほか， 2011)．下部層はボーリング

で確認されていない

化石

泥 (uYm)から生痕化石 (Bichorditesmonastriensis)が，

砂 (uYs) から軟体動物化石 (Ungulinidaegen. et sp. 

indet.:フタバシラガイ科， Pilarsp.：ユウカゲハマグリ属

Umbonium sp.．キサゴ属）報告されている（天野ほか，

2011) 

堆積環境

堆積相解析や 14c年代値から， GS-Ni09-YT地点にお

ける四ッ郷屋沖層上部層の堆積環境は下位の泥 (uYm)

が 10,500 -9, 800 cal BPのエスチュアリーか ら8,200

- 5, 100 cal BPの沖浜，上位の砂 (uYs) は5,100 cal 

BP以降の外浜と推定されている （天野ほか， 2011).

4. 4. 4 14c年代値

ボー リン グコア等から得られた試料を使って測定され

た℃年代は，沖積層研究の発展に大きく寄与してきた

本地域でも ，これまでに 357点にのぼる多数の資料が得

られているそれらを整理して付図 付表として示した

ただし，考古逍跡調査関係の資料は除いた

l℃年代については，暦年較正が定着しており，最新

の較正曲線に合わせる必要がある．付表では， OxCal

online (IntCal 13 : Reimer et al., 2013) を用いて暦年較

正年代を求めた．なお， b 13cが未測定であったデータ

についても，推定値（泥炭及び腐植物 ：ー 27%。；木片及

び炭質物：ー 25%。：種子:-22%。（Stuiverand Polach, 

1977)）を用いて同位体補正を行い，暦年較正年代を求

めた

4. 4. 5 代表コアの記載

FG-1コア 掘削地点：新潟市北区前新田 (N37°54'59", 

El39°14'32”)，標商 :-0.9m,掘進長 ．71.0m,実施者 ・

新潟大学

潟湖～湖沼堆積物が厚く分布する福島潟に近接する低

地で掘削され，白根層と蒲原層群最上部がオールコアで

採取された（卜部， 2005;第 4.4図）．層相と堆積環境

は卜部 (2005)，珪藻分析は安井ほか (2007) に基づい

て述べる．本コアの層序は，深度 71.00~ 60.90 mが蒲
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第 4.4図 FG-1コアの層相と堆積環境の概要

ト部 (2005)に加箪した柱状図に示した数字は，

年代測定した層位と暦年較正年代を示す

原層群，深度 60.90~ 58.28 mが白根層下部，深度 58.28

~ 7.57 m (Nm-NKテフラ の下限）が白根層中部 深度 7.57

~ l.OOmが白根層上部に相当する．

層相・ 堆積環境 ・14c年代値

深度 71.00~ 58.27 m （河川） 細礫層 極細粒～

極粗粒砂層，砂泥互層，砂質シルト 層からなる．この

うち深度 60.90m以深はシル ト層である 上位層準と

比較して固結度が高いため，蒲原層群の最上部と考え

られる．深度 60.90m ~ 58.27 mにみられる細礫層は

洵汰が悪く，中礫を多く含む礫の形状は亜円～角で

ある ．砂層は洵汰が悪く， 細～中礫を含む級化構造

が発達し，基底に侵食面を伴う ．シルト層は主に塊状

で有機質である散在的に植物片が産出する これ

らは白根層下部の河川成砂 (Sls)に対比される．

本相は，不洵汰で炭質物を多 く含むこと，生物擾乱

がほとんど認められないことから，非海成の河川環境

で形成されたことを示唆する． したがって級化構造

を示す砂層や砂裸層は河川流路の堆積物，有機質な泥

層や砂泥互層は氾濫原の堆積物 と解釈される （卜部，

2005;吉田ほか， 2006).

深度 58.27~ 30.36 m （湾頭デルタ） 白根層中部

の汽水～海成砂泥互層 (Sma)に相当する極細粒～

粗粒砂層 砂泥互層砂質シル ト層からなる ．層厚約

2~5mごとに，シルト 層から砂泥互層，そして中粒

～粗粒砂層へと累重する上方粗粒化の繰り返しが認め

られる砂層は平行葉理， トラフ型斜交層理，フォア

セット斜交層理が発達する主に級化構造を示し， 基

底に侵食面を伴う ．洵汰はやや良い．中礫サイズのシ

ルト の偽礫を含む 最下部には不洵汰な中粒～極粗粒

砂層が認められ，内部に細～中礫や同サイズのシルト

の偽礫を含む一部のシル ト層や砂泥互層に，生物擾

乱や生痕化石が認められる生痕化石は， 一部に

Thalassinoide, Skolithos, Ophiomorpha, Teichichnus力ゞ

認められる年代は，深度 47mから約 10,560 cal BP 

の 14c年代値が得られた

本層準は，植物片を多く含むことや斜交層理が発達

する ことから， 河川の影響を強く受けていた と考えら

れる しか し，一部で生物擾乱や生痕化石を伴うこ と

から，海水の影響が示唆される．よって本堆積相は

湾頭デルタの堆積物と解釈できる （卜部，2005;吉田

ほか， 2006)．また，層厚約 2~5mごとに上方粗粒

化する堆積相の累重様式は，デルタロー ブのプログラ

デーションを特徴づけている． すなわち，砂質シル ト

層 ・砂泥互層はプロデルタ ，極細粒～粗粒砂層はデル

タフ ロントに相当すると考えられ，プロデルタからデ

ルタフロン トヘの上方浅海化を示している

深度 30.36~ 3.1 3 m （ラグーン） 白根層 中部～

上部の湯成泥 (Smmり ，湖沼 • 河川成砂 (Sms] 及び

白根層上部の湖沼 ・湿地・ 河川成泥及び砂 (Sum2)

に相当する弱く平行葉理が発達する部分と，著しい

生物擾乱や生痕化石のため塊状を呈する部分が繰り返

す，シル ト～砂質シルト 層からなるこれらの変化は

数 m オーダーで，ほぼ同じ頻度で確認できる 単層

の厚さは約 2~ 3 cmであり， 比較的厚いまれに，

砂の薄層を挟在する しばしば散在的に植物片や小型

の軟体動物化石が産出する．下位層に漸移的に重なる

生痕化石は， Ophiomorphaが全体に多く観察され，

一 部に Thalassinoides, Skolithos, Teichichnusや

Plano litesが認められる ．本層準の年代は，約 9,400

~ 3, 600 cal BPの 14c年代値が得られた．

本層準は，植物片や軟体動物化石を含有する厚い泥

層を主体し，生物擾乱や軟体動物化石の存在は海成で

あることを強く示唆するこれらの特徴は河川流入と

波浪とが干渉 しあい，厚い泥質堆積物を形成するラ

グー ン環境を示している （卜部，2005;吉田ほか，

2006)．また，本層準では数 mオーダーで平行葉理

部と生物擾乱部が繰り返している．このうち平行葉理

部は底棲生物の活動が制限され，初生的堆積構造が保

存 されるよう な貧酸素の底層環境，生物擾乱部は底層

に酸素が供給され，底棲生物が活発に活動できるよう

な溶存酸素が豊富な底層環境で形成された ことを示
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している可能性がある

深度 3.13~ 1.00 m （湖沼） 白根層上部の湖沼・

湿地 ・河川成泥及び砂 (Sum2) に相当する有機質な

砂質シルト層からなる主に塊状を呈するが，不明瞭

な平行葉理を伴うこともある一部で弱い生物擾乱が

認められる散在的に多くの炭質物片を含む．下位層

に漸移的に重なる年代は，深度 2.09mから約 2,600

cal BPの 14c年代値が得られた．

本層準は，浮遊物質から沈積した泥層からなること

や，植物根化石や腐植物層が認められないことから，

比較的水深のある停滞した水域で形成されたことを示

している．また，下位のラグーン堆積物に比べ，生物

擾乱や生痕化石がほとんど認められない ことから，淡

水成の湖沼の堆積物と推定できる

全体の年代と堆積環境の変化は，約 13,000 cal BP 

に河川環境から海進により湾頭デルタの堆積環境とな

り， 約 9,000cal BPからはラグーンの堆積環境となる

湾頭デルタの堆積環境での堆積速度は，上位層準と比

較して速い．ラグーンの環境は約 3,500cal BPまで維

持されるが，堆積速度が遅くなる

珪藻化石 深度 27~ 1 mにおける潟湖～湖沼堆積

物の，白根層中部の湯成泥 (Smm2)及び上部の湖沼・

湿地 ・河川成泥及び砂 (Sumり に相当する 179試料

で分析が実施されている（第 4.5図第4.6図）．珪

藻化石群集は異なった塩分濃度を指標する数種の浮遊

性種 （海水生種の Skeletonemacostatum, 汽水生種の

Cyclotella caspia, 淡水生種の Aulacoseiraambigua及

びAulacoseiragranulata)の消長で特徴づけられる．

安井ほか (2007)は，珪藻化石群集により下位から，

海水生群集を主とする Fll区分，海生浮遊生種が消

長する ことで特徴づけられる Fl0-F3区分，淡水種で

特徴づけられる F2-Fl区分に区分した．福島涅地域の

堆積環境は，沿岸域の淡水が流入する海水域から汽水

湖沼を経て淡水湖沼へと変化したことが示されてい

る．

GS-NIFコア 掘削地点 ：新焉市中央区入船 4丁目，

国土交通省新渇港湾・空港整備事務所敷地内 (N37° 

56'36", El39° 3'42’'），標高： 1.42m,掘進長： 145.0111, 

実施者 ：産業技術総合研究所

白根層と蒲原層群最上部がオールコアで採取されてい

る 層相堆積環境と 14c年代値について宮地ほか(2011a)

に基づいて述べる（第 4.7図）．本コアの層序は，深度

145.0 ~ 135.6 mが蒲原層群，深度 135.6~ 96.2 mが白

根層下部，深度 96.2~ 52.0 mが白根層中部，深度 52.0

~2.8mが白根層上部に相当する．

層相・堆積環境・ 14c 年代値

深度 145.0~ 135.6 m （後背湿地） 本層準は，蒲

原層群最上部層に相当する植物根のみられる灰色のシ

ルト層と泥炭層から構成される．深度 137.60~ 
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137.50 mには淡灰色の火山灰層がみられ， ATテフラ

と考えられる本層準には，軟体動物化石や生痕化石

がみられず，植物根がみられることから，海水の影響

のない，淡水の環境において堆積したと考えられる．

泥炭層の存在は本堆積相が淡水成の氾濫原における後

背湿地のような環境において形成されたことを示す．

深度 135.6~ 110.9 m （蛇行河川） 本層準は，白

根層下部の淡水～汽水成砂泥互層 (Sia)に相当し，

層厚がそれぞれ 1~3mの砂礫層と泥層の互層からな

る砂礫層は中礫～細粒砂から構成され上方細粒化を

示すことが多いまた，砂礫層はトラフ状斜交層理，

緩やかに傾斜した平板状斜交層理，クライミング リッ

プル層理へと変化することがある．シルト層中には，

極細粒砂，植物根と植物片がみられる．本層準には，

軟体動物化石や生痕化石がみられず，植物根がみられ

ることから，海水の影響のない，淡水の環境において

堆積したと考えられる本層準からは，再堆積と考え

られるものも含めて，15,200 ~ 12, 700 cal BPの 14c

年代値が得られた

深度 110.9 ~ 96.2 m （汽水） 本層準は，白根層

下部の淡水～汽水成砂泥互層 (Sia) に相当し，層厚

が 1~3mの砂層と泥層の互層から構成され，軟体動

物化石や生痕化石，植物片が全体を通じて多く産出す

る生痕化石は一部生物攪乱相を形成する．砂層は細

粒～中粒砂から構成される泥層は部分的に極細粒～

細粒砂とリズミカルな細互層を形成する．本層準から

は軟体動物化石や生痕化石が産出することから，汽水

から海水の環境において堆積したと考えられる．本層

準からは，再堆積と考えられるものも含めて， 14,700

~ 10,000 cal BPの℃年代値が得られた

深度 96.2~ 52.0 m （沖浜） 本層準は，白根層中

部の海成砂質泥 (Smm]) に相当する塊状のシルト 層

～砂質シルト層から構成され，軟体動物化石やウニ，

生痕化石が多くみられる 本層準はシルトが卓越して

分布することから，暴波時波浪水深限界よりも深い環

境においてサスペンジョンによって形成された沖浜堆

積物と解釈することができる．本層準からは 10,000

~ 2, 300 cal BPの 14c年代値が得られた

深度 52.0~ 17.0 m （下部外浜） 本層準は，白根

層上部の海成砂 (Sus)に相当する軟体動物化石を

多く産出する洵汰の良い極細粒砂から構成され，局部

的に細粒砂やシルトと互層をなす．下位の層相との連

続性から判断して，本層準は下部外浜において堆積し

たと考えられる．本層準からは 2,300 ~ 500 cal BPの

14c 年代値が得られた

深度 17.0~ 2.8 m （上部外浜） 本層準は，白根

層上部の海成砂 (Sus)に相当する． 生痕化石を含む

極粗粒砂～極細粒砂層から構成される．砂層にはトラ

フ状斜交層理やカレント・リップル層理がみられる
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第 4.5図 FG-1コアの代表的な珪藻種の産出状況 と区分（深度 16m以浅）

安井ほか (2007)に加籠した
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第 4.6図 FG-1コアの代表的な珪藻種の産出状況と区分（深度 16Ill以深）

安井ほか (2007)に加筆した

下位の層相との連続性から判断して，本層準は上部外

浜において堆積したと考えられる．本層準からは 500

と400cal BPの14c年代値が得られた．

TA-1コア 掘削地点 ：新潟市北区太夫浜 (N37°58'T,

El39°9'46”)，標高： 4.0m, 掘進長 ：97.0m,実施者 ・

新渇大学，石油資源開発（掬，三菱瓦斯化学（掬．

阿賀野川河口北東部の東新潟ガス田で掘削され，白根

層のほぼ全層準がオ ールコアで採取された（ 卜部ほか，

2006b;第 4.8図）．堆積相解析は 卜部 (2008), 1℃ 年

代値及び軟体動物化石の分析は 卜部ほか (2006b)，粒度，

鉱物組成，重鉱物組成及び火山ガラスの形態分析は卜部

ほか(2011a)にそれぞれ報告されている．こ こでは層相，

堆積環境℃年代値及び産出した軟体動物化石につい

て 卜部ほか (2006b)， 卜部 (2008) をもとに記述する．

本コアの層序は，深度 97.0-87.0 mが白根層下部，深

度 87.0~ 55.0 mが白根層中部

根層上部に相当する．

層相・堆積環境 ・14c 年代値

深度 97.0~ 87.0 m （汽水） 本層準は，白根層下

部の淡水～汽水成砂泥互層 (Sia) に相当する．全体

に砂質シルト～泥質な極細粒砂からなる．含まれる軟

体動物化石や層相から，汽水の堆積環境が推定される．

年代は，深度 91.06m から約 12,600 cal BP, 深度

88.49 mから約 11,400cal BPの14c年代値が得られた

深度 87.0~ 84.0 m （ラグ） 本層準は，白根層中

部の海成砂 (Sms1) に相当する洵汰の悪い細～極粗粒

砂からなることから，海進時の残留（ラグ）堆積物で

あると考えられ，基底の侵食面は，ベイラビンメント

面であると考えられる ．

深度 84.0~ 55.0 m （エスチュアリー）

深度 55.0- 1.0 mが白

本層準は，
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第4.7図 GS-NIFコアの層相 と堆積環境の概要

宮地ほか (2011a)に加筆した

白根層中部の海成砂質泥 (Smm1) に相当する．全体

に砂質シルト～泥質な極細粒砂からなる ．含まれる軟

体動物化石，生痕化石や層相から，エスチュアリーの

堆積環境が推定される年代は，深度 60.12mから約

5,200 cal BPの 14c年代値が得られた．

深度 55.0~ 20.0 m （砂質エスチュアリー） 本層

準は，白根層上部の海成砂 (Sus)に相当する全体

に極細粒～細粒砂からなる．含まれる軟体動物化石，

生痕化石や層相か ら，砂質なエスチュアリーの堆積環

境が推定される本層準のうち深度約 51.0~ 47.0 m 

層準や深度 33.0~ 20.0 m層準は，エスチュア リー内

部ではあるがより粗粒で河川の影響を受けたプロデル

タの要素が強い堆積物であると考えられる年代は，

深度 46.35mから約 3,400cal BPの 14c年代値が得 ら

れた

深度 20.0~ 11.0 m （デルタ） 本層準は，白根層

上部の海成砂 (Sus)に相当し，全体に中粒～極粗粒

砂からなり，シルトや有機質シルトを挟在する．砂層

にはトラフ型斜交層理がみられ，粗粒の軽石片を多く

含む砂層の洵汰と層相から，河川の影響を受けた堆

積環境が示唆され，デルタフロントからデルタプレー

ンの堆積環境であると考えられる

深度 11.0~ 1.0 m （上部外浜～後浜） 本層準は，

白根層上部の海成砂 (Sus)，砂丘成砂 (Sud)に相当

する全体に洵汰のよい中粒～粗粒砂からなり ，上方に

向かってやや洵汰が悪くなる．これらは粒度や堆積構

造から，上部外浜～後浜の堆積環境が推定される

全体の年代と堆積環境の変化は，約 12,000 cal BP 

以降に急激な海進によりエスチュアリーの堆積環境と

なり，その環境は約 3,000cal BPまで維持される． こ

れ以降は，デルタシステムの前進に伴い，埋積が進み，

現地形が形成される．

軟体動物化石 白根層下部の淡水～汽水成砂泥互層

(Sia) に相当する深度 87.0~ 91.0 mから Ringicula

dolialis（マメウラシマ） A cteocina koyasensis（コヤス

ツ ヅ ラ ガ イ ） の浅海種， Fluviocingulanipponica, 

Potamocorbula amurensis（ヌマコダキガイ ）の汽水種が，

白根層中部の海成砂質泥(Smm1)～上部の海生砂 (Sus)

に相当する深度 37.0~ 62.0 mから Mitrellayabei（ス

ミスシラゲガイ ），Callistachinensis（マツヤマワスレ

ガイ ），Macomapraetexta（オオモモノハナガイ ）の浅

海種が，それぞれ産出する．

KM-1コア 掘削地点：新渇市江南区丸山 (N37°52'

El39°7'31.6”)，標高 ：3.0m, 掘進長： 72.0m,23.3", 

-29 -



深度 (m)

゜
10 

0

0

 

2

3

 

40 

50 

70 

80 

TA-1 

て
後浜

→ 
前浜

上部外浜

デルタフロント
～デルタプレイン

エスチュアリー（砂質）

447-3,327 

エスチュアリー

～プロデルタ

ュアリー（砂質）

60二 ←5,923-5,747
チュアリー（泥質）

砂
シルト II I; I I I 礫

第 4.8図 TA-1コアの層相と堆積環境の概要

ト部ほか (2006b)に加筆した
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KM-1コアの層相と堆積環境の概要

ト音~ (2008) Iこ1Jrl虹在した

実施者：新渇大学

新渇市江南区亀田地域には，新砂丘 Iに区分される砂

丘列が分布する．亀田地域の砂丘列からは，縄文時代前

期以降の多数の遺跡が発見され，新砂丘 Iの地形区分や

年代区分の模式となっている（新潟古砂丘グループ，

1974, 1979). KM-1コアは，砂丘列の形成過程の解明

を目的 として，新砂丘 I-3とI-4の間の砂丘間低地

で深度 72.00mまで掘削された （卜部， 2008)．ここで

は層相，堆積環境， 1℃年代値について卜部 (2008) を

もとに記述する（第 4.9図）．本コアの層序は，深度

72.00 ~ 26.11 mが白根層中部深度 26.11~ 1.16 mが

白根層上部に相当する．

層相・堆積環境・ 14c年代値

深度 72.00~ 54.00 m （湾頭デルタ） 本層準は，

白根層中部の汽水～海成砂泥互層 (Sma) に相当する

粗～極粗粒砂層とシルト層～砂質泥層からなる ．シル

ト層～砂質泥層は炭質物片を多く含み， 生痕化石が認

められるまた粗～極粗粒砂層は斜交層理を伴うこと

がある上方粗粒化の傾向を示す．なお，深度 54.12

~ 54.00 mは，洵汰の悪い中～粗粒砂層で基底部には

細～中礫や貝殻片を多く含み，基底は明瞭な侵食面を

示すラグ堆積物の特徴を示す．年代は，深度 69.67m 

から約 11,800 cal BPの 14c 年代値が得られた

深度 54.00~ 47.00 m （エスチュアリー） 本層準

は，白根層中部の汽水～海成砂泥互層 (Sma) に相当

する．やや洵汰のよい細粒～極細粒砂層を主体とし，

やや泥質な極細粒砂層を挟む層相から，砂質シルト層

と泥質な細～極細粒砂層を主体とし，砂質シルト層は

極細粒砂の薄層や炭質物片を挟む層相へと上方細粒化

を示す．生物擾乱を受けており， Ophiomorphasp.な

どの生痕化石が多く見られ，貝殻片を含む特徴的な
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堆積構造や層相が認められないため，堆積環境や堆積

深度の特定は困難であるが，定常的に波浪の及ぶ深度

より やや深い浅海に堆積したエスチュア リーの堆積物

と推定できる

深度 47.00~ 26.11 m （砂質エスチュアリ ー） 本

層準は，白根層中部の汽水～海成砂泥互層 (Sma)と

中部の海成砂質泥 (SITI1n1) に相当する．砂質シルト

層と泥質な細～極細粒砂層を主体とする層相から，や

や洵汰のよい細粒～極細粒砂層を主体とする層相へと

上方粗粒化を示す深度 37.58~ 37.40 mはラグ堆積

物からなる．この上位の深度 37.40~ 26.11 mは， や

や洵汰のよい細粒～極細粒砂層から，やや泥質な細粒

～極細粒砂層，やや洵汰のよい細粒～極細粒砂層へと

上方細粒化，上方粗粒化を示す．年代は，深度 38.15

mから約 9,500 cal BP,深度 32.34mから約 7,500 cal 

BPの 14c 年代値が得られた．

深度 26.11~ 12.78 m （デルタ） 本層準は白根層

上部の海成砂 (Sus)に相当する．本層準の下部は，

主に生物擾乱や生痕化石が発達する泥質砂層からな

り，上部では極細粒砂層～泥質砂層を挟在する中粒～

極粗粒砂層へ変化する層厚 4~5m程度のユニットの

繰り返しからなる．本層準の上部の深度 15.41~ 

12.78 mは，極粗粒砂～細礫層や中粒～極粗粒砂層か

らなる．砂層には トラフ型斜交層理が発達する．基底

には細礫からなる ラグ堆積物を伴うこともある生物

擾乱や生痕化石は認められない．年代は，深度 16.42

mから約 6,400cal BPの℃年代値が得られた本層

準の下部の砂層は，洵汰が悪い こと から河川起源の堆

積物の特徴を示しているまた， これに挟在する極細

粒砂層～泥質砂層は生物擾乱や生痕化石が認められる

ことから，浅海や内湾などの環境下で堆積したものと

考えられる本層準の上部の砂層も，洵汰が悪いこと

から河川起源の堆積物の特徴を示している．これらの

特徴は，デルタシステム（プロデルタ，デルタフロン

ト，デルタプレーン）の層相と考えられ，全体として

は，デルタシステムの前進に伴う層相の変化を示して

いる．

深度 12.78~ 11.00 m （前浜） 本層準は白根層上

部の海成砂 (Sus)に相当する 非常に淘汰のよい中

～粗粒砂層からなり数度傾く平行葉理が発達する．

洵汰のよい砂層は，定常的に波浪の影響を受けて堆積

した ことを示唆し，前浜堆積物であると考えられる．

深度 11.00~ 1.16 m （後浜） 本層準は，白根層

上部の砂丘成砂 (Sud)に相当する比較的淘汰の よい

細粒～中粒砂層からなる．細～中粒砂層には数度傾く

砂鉄の平行葉理が発達することもある泥質な細粒～

極細粒砂層の薄層や，泥質なド レイ プを伴う細粒砂層

を挟在する場合もある比較的洵汰がよく砂鉄による

平行葉理がみられる砂層や泥質なドレイプを伴う細粒

砂層は，前浜側からもたらされた堆積物と考えられ，

後浜堆積物の特徴を示す．深度 7.71~ 1.16 mは主に

砂丘間低地を構成する腐植土や砂層からなるが，後浜

の堆積環境に含める．深度 26.11m以浅は， この下位

層準のエスチュアリーにデルタシステムが前進し，プ

ロデルタの環境からデルタプレーンの環境まで浅海化

して，デルタ地形の前面に波浪の影響を受けた海岸が

形成されながらデルタシステムが前進していく過程を

示す

親松 9-1コア 掘削地点：新渇市中央区灸宕土甘箭苗

(N37° 52'19", El39° l'40”)，標高： 0.78m,掘進長 ．

138.08 m,実施者 ：新湯県新渇土木事務所

鳥屋野湯西方の信濃川右岸に設置された親松排水機場

で掘削された土木調査用ボーリングコア（鴨井ほか，

2002)で，白根層 と蒲原層群最上部が採取され，標準貫

入試験深度以外はオールコアとなっている本図幅作成

に当たり，今回新たに堆積相について観察を行うととも

に珪藻分析を実施したなお，層相軟体動物化石，

14c 年代値については鴨井ほか (2002) による（第 4.10 

図）．本コアの層序は，深度 138.08~ 131.0 mが蒲原層群，

深度 131.0~ 98.0 mが白根層下部深度 98.0~ 40.0 m 

が白根層中部深度 40.0~ 1.0 mが白根層上部に相当す

る．

層相 ・堆積環境・ "c年代値

深度 138.08~ 131.0 m （河／11) 本層準は，蒲原

層群最上部に相当し，中礫～細粒砂と，砂質シルト層

から構成される．砂質シルト層中には，極細粒砂，植

物根と植物片がみられる本層準には，軟体動物化石

や生痕化石がみられず，植物根がみられることから，

海水の影響のない，淡水の環境において堆積したと考

えられる年代は深度 132.5mから約 15,400 cal BP 

の 14c年代値が得られた

深度 131.0 ~ 98.0 m （汽水～河川） 本層準は，

白根層下部の淡水～汽水成砂泥互層 (Sia)に相当す

る砂層と泥層の互層から構成され，軟体動物化石や生

痕化石，植物片が全体を通じて多く産出する生物攪

乱が認められる ことがある砂層は細粒～中粒砂から

構成される泥層は部分的に極細粒～細粒砂との細互

層を形成する．本層準からは軟体動物化石や生痕化石

が産出することから，汽水から一部淡水の環境（塩水

福地）において堆積したと考えられる本層準からは，

約 13,900 ~ 12, 100 cal BPの 14c 年代値が得られた．

深度 98.0~ 40.0 m （エスチュアリー） 本層準は，

白根層中部の海成砂質泥 (Smm1)，汽水～海成砂泥互

層 (Sma)に相当する砂質シル ト層と泥質な細～極

細粒砂層を主体とする層相から，やや洵汰のよい細粒

～極細粒砂層を主体とする層相へと上方粗粒化を示

ず生物擾乱を受けており貝殻片も含む特徴的な堆

積構造や層相が認められないため，堆積環境や堆積深
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第 4.10図 親松 9-1コアの層相と堆積環境の概要

度の特定は困難であるが，定常的に波浪の及ぶ深度よ

りやや深い浅海に堆積したエスチュア リーの堆積物と

推定できる．本層準からは約 11,900 ~ 5, 200 cal BP 

の 14c年代値が得られたまた，深度 48m層準には，

Nm-NKテフラ （約 5,300年前）を起源とする軽石の

濃集層が認められる．

深度 40.0~22.0 m （下部外浜） 本層準は，白根

層上部の海成砂 (Sus)に相当する洵汰の良い極細粒

砂から構成され，局部的に細粒砂やシルトと互層をな

す．本層準は下部外浜において堆積したと考え られる．

年代は，深度 23.85mから約 3,900cal BPの14c年代

値が得られた

深度 22.0~ 8.0 m （デルタ ） 本層準は，白根層

上部の海成砂 (Sus)に相当する全休に中粒～極粗

粒砂からなり，砂層にはトラフ型斜交層理がみられる

砂層の洵汰と層相から，河川の影響を受けた堆積環境

が示唆され，デルタフロントからデルタプレー ンの堆

積環境であると考えられる．

深度 8.0~ 1.0 m （池沼） 本層準は，白根層上部

の湖沼・湿地 ・河川成泥及び砂 (Sum2) に相当する

やや有機質なシ）レト ～砂質シル トを主体として，植物

片を多く含む腐植物の薄層を挟在する．年代は，深
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度7.26mから約 2,400cal BPの 14c年代値が得られた．

層相から，砂丘列背後の低湿地の堆積環境が推定でき

る．

軟体動物化石 親松 9-1コアの白根層中部の汽水～

海成砂泥互層 (Sma)からは，深度 45.30~ 43.70 m （鴨

井ほか (2002)のC層）から， Raetellopspulchella（チ

ヨノ ハナガイ）， Moerellasp. （モモノ ハナガイ属），深

度 66.80~ 66.70 m及び 89.45~ 89.35 m （鴨井 ほか

(2002)のD層）から， Corbiculajaponica（ヤマ トシ

ジミ）が産出する．

珪藻化石 分析は中粒砂が卓越する深度 45.5~ 8.0 

m を除く，深度 7.9~ 4.85 m及び 134.1~ 45.5 mに

おいて採取された 67試料について実施した試料の

処理方法殻片の産出方法及び種の同定は宮地ほか

(2011a)に準拠した 主要な種の出現状況，珪藻群集

及び珪藻によ る区分を第 4.11図に示す．

珪藻分析の結果親松 9-1コアは 6区分され，OY-F

区分， OY-E区分及び OY-D区分は 白根層下部に，

OY-C区分は白根層下部から中部に， OY-B区分は中

部に， OY-A区分は上部にそれぞれ相当する

OY-F区分 （深度 134.10~ 132.25 m) ほとんど

が淡水種から構成される全般的に多い種は付着生種

の Cymbellaturgidula, Encyonema minutum, Fragilaria 

vaucheriae, Gomphonema angustum, Synedra ulnaなど

である池沼や沼沢地の環境が推定される．

OY-E区分 （深度 131.25~ 116.50 m) 海 ・汽水

生種（海水生種，海～汽水生種及び汽水生種の合計）

の割合は 3.5~ 11.5 %で，汽～淡水生種の Gyrosigma

acuminatum, Gyrosigma scalproides, Rhopalodia 

gibberulaが特徴的に出現する海水と淡水がせめぎ

あうような河川下流（河口の塩水湿地など）の環境が

推定される．

OY-0区分 （深度 115.20~ 108.35 m) 海～汽水

生底生種の DiploneissmithiiやNaviculaformenteraeに

富み， Tryblionellag,・anulataを伴う． Diploneissmithii 

は海～汽水生種とされており（加藤ほか， 1977),

Tryblionella granulataは小杉 (1988)の海水泥質干湯

指標種群（塩分濃度が 12%。以上の水域の泥底に付着

生活する種群）に属する高塩分の汽水域の環境が推

定でき，上位の OY-C区分や下位の OY-E区分よりも

海水の影響が大きかったものと推定される

OY-C区分 （深度 103.15~ 96.60 m) 海・汽水

生種の割合は5.5~ 17.0％で，深度毎に卓越する種

は異なるものの， Synedraulna, Cymbella turgidula, 

Navicula cryptocephalaなどが多く含まれるまた，海

水生種では Thalassionemanitzschioidesが多い．河口な

ど海水の影響のある淡水域の環境が推定される

OY-8区分 （深度 96.60~ 45.50 m) 殻片数が非

常に少なく，珪藻殻片が全く 出現しない深度もある．



海 ・汽水生種の割合は 50~ 93 %に及ぶ．海水生浮

遊生種の Thalassionemanitzschioidesが多く，海水生浮

遊生種の Coscinodiscusma喀inatus,Neode叫 culaseminae, 

Thalassiosira excentrica,淡水生付 着生種の Synedra

ulnaなどを少量伴う ．Thalassionemanitzschioidesは小

杉 (1988)の沿岸域の外洋指標種群に属するが，鹿島

(1986)は海水域に比べてやや塩素イオン濃度が低い

環境を示すとしている． Thalassialassionema nitzschioidesか

比較的多いことから，沿岸の海水域の環境が推定され

る．

OY-A区分（深度 7.90~ 4.85 m) 旧鳥屋野潟の

堆積物で試料番号 1~ 3, 6（深度 7.50m, 深度 5.92

~ 4.85 m)は淡水生種が卓越し， 5%以下の海・汽水

生種を含む比較的多産する種は Cymbellaturgidula, 

Encyonema minutum, Fragilaria vaucheriae, 

Gomphonema angustum, Synedra ulnaなどの付着生種

で特に Synedraulnaは普遍的に出現する水域があ

まり広くない沼沢地や池沼の環境が推定される試料

番号 4,5（深度 6.95-6.50 m)は淡水生浮遊生種の

Aulacoseira granulataに富み (22.5%及び41.5%），浮

遊生種の Aulacoseiracrassipunctata, 付 着生種の

Synedra ulna, Gomphonema angustumなどを伴う

Aulacoseira granulataは代表的な湖沼浮遊種で，鹿島

(1986)の Fb種群 （湖沼のような流れのない比較的

安定した水域）に含まれるやや広がりのある淡水湖

沼の環境が推定される試料番号 7（深度 7.90m)は海・

汽水生種を 11.0%含む淡水生付着生種の

Fragilariforma virescens (10%） と汽～淡水生浮遊生

種の Thalassiosirabramaputrae (10%)が最も多く，

次いで淡水生付着生種の Achnanthespusilla (7 %), 

Synedra ulna (5.5%），淡水生浮遊生種の Aulacoseira

granulata (5%），海～汽 水生底 生種の Diploneis
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1«1~— 
• 200殻片

殻片数 o200殻片未満
Xなし

殻片数 (/mg):x (0), VR(l-9), R (10-99), C(l00-999), A(l, OOQ-9, 999), VA(lO, 000-), +200殻片未満で出現

生態 ： 200 殻片 一 海生 1111B 海～汽水 E3 汽水に3 汽～淡水［~ 淡水

第 4.11回 親松 9-1コアの代表的な珪藻種の産出状況と区分
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smithii (5%)の順となる．Thalassiosirabramaputrae 

の出現から，低塩分汽水湖沼の環境が推定されるな

お， 深度 8.40~ 7.95 mには鳥屋野渇周辺に広く 分布

する腐植土が分布するが，珪藻化石は含まれていない．

以上の結果から，旧鳥屋野渇の堆積環境は，湿原（腐

植土の存在） →汽水湖沼→池沼→淡水湖沼→池沼と変

化したものと判断されるなお，鳥屋野渇の成立時期

は新砂丘II-3の形成時期 （約 3,400~ 2, 700 cal BP) 

と推定されている （鴨井ほか， 2015).

GS-NIKコア掘削地点：新湯市西区五十嵐 3の町，新湯

県水産海洋研究所敷地内 (N37°51'35",El38°54'34"), 

標高： 8.56m,掘進長 ：163.0m,実施者 ：産業技術総

合研究所

白根層と蒲原層群最上部がオールコアで採取されてい

る．堆積相，1℃年代値及び珪藻化石について宮地ほか

(2011a)に基づいて述べる （第 4.12図）．本コアの層

序 は，深度 163.0~ 150.56 mが蒲原層群，深度 150.56

~ 87.36 mが白根層下部深度 87.36~ 50.40 mが白根

層中部，深度 50.40~ 0.90 mが白根層上邸に相当する．

層相・堆積環境・ '℃ 年代値

深度 163.00~ 150.56 m （河川） 本層準は蒲原

層群に相当する深度 163.00~ 158.38 mまでは， ト

ラフ型斜交層理が発達する中～粗粒砂層を主体として

おり河川チャネルの層相を示す．深度 158.38~ 150.56 

mは細粒砂層の藩層を挟在する砂質シルト層を主体と

し，特に深度 155.00~ 152.00 mではやや締ま った腐

植質シルト層が発達する本層準からは，約 34,600

~ 16, 600 cal BPの 14c 年代値が得られたまた，深

度 153.38~ 153.37 mに挟在する白色火山灰は， ATテ

フラに対比でき る

深度 150.56~ 142.40 m （河川） 本層準は白根

層下部の淡水～汽水成砂泥互層 (Sia)に相当する

深度 150.56~ 146.00 mは斜交層理が発達する中～粗

粒砂層を主体としており河川チャネルの層相を示す．

深度 146.00~ 142.40 mは細粒～細粒砂層の薄層を挟

在する泥層を主体とする．泥層は植物片を多く含み，

泥質な氾濫原の環境を示す．本層準からは約 16,300

cal BPの 14c 年代値が得られたまた，深度 149~ 

146 mの中粒砂層には軽石片や火山ガラスが多く含ま

れるこれらの軽石片や火山ガラスは浅間火山起源

のAs-Kテフラに対比できる

深度 142.40~ 87.36 m （淡水～塩水湿地） 本層

準は白根層下部の淡水～汽水成砂泥互層 (Sia)に相

当する．深度 142.40~ 102.88 mは主に砂質シルト 層

と極細粒～細粒砂層の互層からなり，生物擾乱痕の発

達する層準が認められる．生物擾乱痕の発達する層準

は珪藻化石群集組成に基づく塩水湿地に，生物擾乱が

発達しない層準は淡水湿地に対応し，本層準では，5

~6回程度の淡水と塩水 （汽水）の環境の繰り返しが
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第 4.12図 GS-NIKコアの靡相と堆積環境

宮地ほか (2011a)に加箪 した右の固は，年代

測定した層準と歴年較正年代の中央値を示す

認められる．深度 102.88~ 87.36 mは生物擾乱痕の発

達した砂質シルト～極細粒砂層と細～中粒砂層の互層

からなる本層準からは，約 14,000 ~ 11, 500 cal BP 

の 14c 年代値が得られた

深度 87.36~ 77.17 m （外浜） 本層準は白根層中

部の汽水～海成砂泥互層 (Sma)に相当する．比較的

淘汰のよい細～中粒砂層で斜交層理や平行層理が認め

られる．淘汰のよい砂層は，波浪の影響をうけて砂層

が堆積したことを示しており，下部外浜の環境を示し

ている本層準の堆積は，約 11000年前と推定される

深度 77.17~ 21.77 m (沖浜） 深度 77.17~ 
50.40 mは白根層中部の海成砂質泥 (Smm] 及び汽水
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～海成砂泥互層 (Sma)に，深度 50.40~ 21.77 mは

白根層上部の海成砂 (Sus)に相当する．本層準基底

の深度 77.17~ 77.00 mは， シルト礫貝殻片や細礫

を多く含む不洵汰な極粗粒砂層からなる．基底は侵食

面であり，層相の特徴から海進時の残留（ラグ）堆積

物であると考えられる．深度 77.00~ 61.00 mは，生

物扱乱痕の発達した泥質な細粒砂層や極細粒～細粒砂

層と砂質シルトの互層からなる 生物擾乱痕の発達し

た泥質な細粒砂層などは砂質シルトを挟在することか

ら，定常的に波浪の影響を受ける深度よりは深い環境

を示唆している深度 61.00~ 50.40 mは非常に生物

扱乱の発達した泥質な極細粒砂層や砂質シルト層を主

体としており，特に深度 52.00111以浅は全体に腐植質

な層相を示している．深度 50.40~ 21.77 mは，全体

に生物擾乱痕の発達した中粒砂層からなる基質はや

や泥質であり定常的に波浪の影響を受ける深度よりは

やや深い環境を示している．本層準からは，約 10,

700 ~ 2, 600 cal BPの ℃年代値が得られた．

深度 21.77~11.00m（外浜） 本層準は白根層上

部の海成砂(Sus)に相当する．深度21.77~ 21.67 mは，

軟体動物化石片や中礫を含む洵汰の悪い粗粒～極粗粒

砂層で基底は侵食面である． これらは残留堆積物の層

相を示しており，基底の侵食面はラビーンメント面，

残留堆積物はラビーンメント堆積物と考えられる深

度21.67~ 16.00 mは，淘汰のよい中～粗粒砂層で斜

交層理や平行層理が認められる洵汰のよい砂層は，

波浪の影響をうけて砂層が堆積したことを示してお

り，下部外浜の環境を示している深度 16.00~ 

11.00 mは，洵汰のよい粗粒～極粗粒砂層で トラフ型

斜交層理が発達する トラフ型斜交層理の発達する洵

汰のよい砂層は，静穏時波浪限界より浅い上部外浜の

堆積物であると考えられる本層準にあたる深度 21.7

mから，約 2,200 cal BPの℃年代値が得られた

深度 11.00~ 1 0.00 m （前浜） 本層準は白根層上

部の海成砂 (Sus)に相当する非常に洵汰のよい中～

細粒砂層からなり，数度傾いた平行葉理が発達する．

平行葉理のユニットが下位の平行葉理のユニットを低

角に切り込むように累重している場合もある．洵汰の

よい砂層は，定常的に波浪の影響を受けて堆積したこ

とを示唆する数度傾いた平行葉理は前浜堆積物の特

徴であり，前浜の堆積環境であると考えられる

深度 10.00~ 0.90 m （後浜） 本層準は白根層上

部の砂丘成砂 (Sud)に相当するやや洵汰のよい細～

中粒砂層を主体とする．砂鉄の濃集した薄層や平行葉

理がみられることがある．本層準にあたる深度 2.2m 

から，約 1,520 cal BPの℃年代値が得られた．やや

洵汰がよく砂鉄による平行葉理がみられる砂層は，前

浜側からもたらされた堆積物と考えられ，後浜堆積物

の特徴を示す．上部は弱く斜交層理のみられる細粒砂

層であり，風成の砂丘堆積物と考えられる

珪藻化石 代表的な珪藻種の出現状況と区分を第

4. 13図に示す．蒲原層群 (K) に相当する NIK-D区

分（深度 154.90~ 152.20 m)は，淡水種が多いものの，

Gyrosigma distortumや Tiyblionellalevidensisなどの海

～汽水生種をわずかに含むことから，全般に池沼の環

境を示すものの一時的には海水の影響があったことが

うかがえる．NIK-C区分と NIK-B区分は白根層下部

の淡水～汽水成砂泥互層 (Sia)に相当する ．NIK-C

区分 （深度 150.60~ 139.78 m)はほとんどが淡水生

種からなり ，池沼や沼沢地の環境を示す． NIK-B区分

（深度 138.60~ 91.18 m)は淡水生種汽～淡水生種

汽～海生種が混合して出現し，海水と淡水がせめぎあ

うような河川下流 （河口の塩水湿地など）の環境を示

す． GyrosigmaacuminatumとGyrosigmascalproidesの

2種の出現ピークが6層準で認められ，これは相対的

に海水の影響が大きかったことを示すとされる ．白根

層下部から中部に相当する NIK-A区分 （深度 90.20

~ 60.66 m)は殻片数が少なく， Thalassionema

nitzschioidesが多く出現し，淡水が流入する沿岸の海

水域の環境を示し，沖浜～下部外浜の堆積相に相当す

る．

GS-KNMコア 掘削地点：本地域と隣接する弥彦地域

内の新潟市西区金巻新田 (N37°49'58.4", El38 ° 55' 

47.1" ;第 4.14図），標高 ：2.74m,掘進長 ：154.0m, 

実施者：産業技術総合研究所

白根層のほぼ全層準がオー）レコアで採取されている

（第 4.15図）．堆積相と 1℃年代値は宮地ほか (2009),

珪藻化石は宮地ほか (2011a) に基づいて述べる ．本コ

アの層序は，深度 154.0~ 80.0 mが白根層下部，深度

80.0 ~ 39.5 mが白根層中部，深度 39.5~ 1.7 mが白根

層上部に相当する．

層相・堆積環境 ・14c 年代値

深度 154.0 ~ 11 4.4 m （河川） 本層準は白根層下

部の淡水～汽水成砂泥互層 (Sia)に相当する ．層厚 4

m以上の泥層と中粒砂層の互層からなる．泥層は植物

片や植物根を多く含む砂層は，平行～トラフ型斜交

層理がみられる．淡水生の珪藻化石が多産することか

ら， これらの層相は，河川流路から氾濫原の堆積物で

あると推定できる本層準からは約 16,800 ~ 13, 200 

cal BPの 14c 年代値が得られた

深度 114.4 ~ 68.3 m （淡水～塩水湿地） 本層準

は白根層下部の淡水～汽水成砂泥互層 (Sia)から中

部の汽水～海成砂泥互層 (Sma)に相当する．層厚数

10 cm以下の泥層と砂層の互層からなる．泥層は，や

や有機質で植物根がみられる層準と生物擾乱が発達す

る層準があり，それぞれ 4層準ずつが認められる．有

機質で植物根を含む泥層は淡水，生物擾乱がみられる

泥層は汽水の環境が推定され，氾濫原と塩水湿地の環
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第 4.13図 GS-NJKコアの代表的な珪藻種の産出状況と 区分

宮地ほか (2011a)に加箪 した

勺々ポ

第 4.14図 GS-KNMコアの位置圏

国土地理院発行の 5万分の 1地形図 「弥彦」を使用

境が繰り返してい る特徴がある．本層準からは，

12, 800 ~ 9, 300 cal BPの 14c 年代値が得られた

深度 68.3~ 63.1 m （沖浜） 本層準は白根層中部

の海成砂質泥 (Smm1)に相当する生物擾乱や植物

片がみられる泥層からなる軟体動物化石片を含むこ

とがある浮流によ って運搬される粒子からなり ，暴

浪時波浪限界以深の沖浜の環境を示す．本層準からは，

約 9,000cal BPの 14c 年代値が得られた．

深度 63.1~ 39.5 m （下部外浜） 本層準は白根層

中部の汽水～海成砂泥互層 (Sma)に相当する．貝殻

片や植物片がみられる泥質砂層からなる．軟体動物化

石片などがみられ波浪によって運搬 ・堆積したと推定

される層相は，暴浪時波浪限界以浅の下部外浜の環境

を示す．本層準からは，約 7,600 ~ 5, 900 cal BPの

14c年代値が得られた．

深度 39.5~ 20.0 m （上部外浜） 本層準は白根層

上部の海成砂 (Sus)に相当する トラフ型斜交層理

が発達する細～中粒砂層からなる． 比較的強い波浪に

よって運搬・堆積した中粒砂を多く含む層相は，平常
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第4.15図 GS-KNMコアの層相と堆積環境

宮地ほか (2009) に加箪した



時波浪限界以浅の上部外浜の環境を示す．本層準から

は，約 5,600 ~ 5, 100 cal BPの 14c 年代値が得られた．

深度 20.0~ 12.7 m （前浜） 本層準は白根層上部

の海成砂 (Sus)に相当する緩く 傾斜する平行層理

が発達する洵汰のよい中粒砂層からなる波浪によっ

て洵汰された平行層理を示す砂層は，砂浜海岸の波打

ち際などに特徴的な層相であり，前浜の環境を示す．

本層準からは約 3300cal BPの14c年代値が得られた

深度 12.7~ 1.7 m （河川） 本層準は白根層上部

の湿地 ・河川成砂泥互層 (Sua) に相当する． トラフ

型斜交層理がみられる中～細粒砂層から構成される

砂層の基底部には，泥層の偽礫や細礫を含む．侵食作

用の痕跡である基底礫や斜交層理は，河川流路での層

相を示唆する．本層準の深度 5.12mからは，約 840

cal BPの14c年代値が得られた．

珪藻化石 代表的な珪藻種の出現状況と区分を第

4. 16図に示す．白根層下部に相当する KNM-C区分（深

度 148.13-114.52m)はほとんどが淡水生種からなり ，

池沼や沼沢地の環境を示す白根層下部か ら中部に相

当する KNM-B区分（深度 113.90- 69.74 m)は淡水

生種，汽～淡水生種，汽～海生種が混合して出現し，

海水と淡水がせめぎあうような河川下流（河口の塩水

湿地など）の環境を示す． Diploneissmithii, Diploneis 

suborbicularis, Tryblionella granulataなどの海～汽水

生種の出現ピークが6層準で認められ， これは相対的

に海水の影響が大きかったことを示すとされる白根

層中部～上部に相当する KNM-A区分（深度 68.26-

26.95 m) は殻片数が少な く，Thalassionema

nitzschioidesが多く出現し，淡水が流入する沿岸の海

水域の環境を示し，沖浜～下部外浜の堆積相に相当す

る．
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第 4.16図 GS-KNMコアの代表的な珪藻種の産出状況と区分

宮地ほか (2011a) に加箪した 図中の海の影響は，

~9kaでの海進イベントを示す

海進の時期と程度を模式化したもの KNM-1 -KNM-6は，約 12
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第5章 地 質 構 造

（安井 賢・ ト部厚志）

5. 1 概 要

本地域を含む越後平野を東西に横断する地質断面図

（新潟県地質図改定委員会編，2000:B-B' 断面図）を

第5.1図に示す越後平野地下には寺泊層以上の厚い

新第三系～第四系が分布している特に西山層以上の地

層群は最深部で 5.OOOmを超え，平野部は鮮新世以降大

きく沈降したことを示している．
こ・ず

平野の東部には花尚岩類からなる五頭山地が，村杉低

地帯を境に平野側には笹神丘陵がそれぞれ位置する （新

発田地域内）．笹神丘陵には新第三系～第四系の七谷層
ひち こく

相当層～魚沼層群相当層が分布し，七石 SK-1号井の資

料などから，花商岩類や新第三系は断層を伴い急激に平

野地下に潜入する構造を呈するものと推定されている

（笹神団体研究グループ．1980;小林・渡辺，1985)．ま

た，村杉低地帯沿いには，新潟堆積盆地と越後山地の境

界をなす，北北東～南南西方向に延びる構造線 （新発田

—小出線） の存在が推定されている （山下 ， 1970) ．笹

神丘陵周辺において新発田—小出線は数本の断層が階

段状に西側に落ち （総変位量は 4,000m以上），中新世

末～鮮新世に活動が開始され，現在の山地と平野の対立

を決定づけたのは更新世中期とされている （笹神団体研
あた こ・

究グループ， 1980)．笹神丘陵やその南方の愛宕丘陵周

辺の新発田 — 小出線沿いには，多くの活断層 （逆断層 ）

が報告されている （高浜ほか，1980;渡辺 ・宇根，

1985；新潟県， 1991；渡辺・齋藤， 2006)．更に， インバー

ジョンテクトニクスの観点からは新発田 — 小出線沿い

の断層は日本海形成時の正断層が現在逆向きに活動して

いるものと解釈されている （佐藤， 1996;大竹ほか

2007). 

一方，平野の西部には角田・弥彦山地が分布し，平野

部との境界には平野側が沈下する複数の逆断層が推定さ

れている （藤間 ・安宅， 1957；池辺ほか，1968;小林・

渡辺，1985など）．仲川 (1985)は埋没段丘礫層群の変

位から，角田 ・弥彦山地と平野境界部の断層活動が更新

世後期以降にも及ぶとし，この断層を角田・弥彦断層と

命名した．小林 (1996)は平野西縁部に伏在する断層群

を越後平野西縁断層帯と呼んだ．沿岸海域では，角田・
りょうつ よっこ・うや

弥彦山地の延長部で両津沖層群や四ッ郷屋沖層が非対称

な摺曲構造を呈し， この背斜構造は四ッ郷屋沖背斜と命

名されている （井上ほか， 2011a)．また，佐藤ほか (2010)

は，反射法地震探査と屈折法トモグラフィーの組み合わ

せによる解析 （断面は弥彦地域内）から，角田 ・弥彦断

層は中新世前期のリフト期の正断層が逆断層として反転

したことを明らかにしたなお，本地域における角田・

弥彦断層の活動については第 5.2章で記述する ．
にいつ

更に，南阿賀油田では，新津丘陵の背斜の北側への延

長とみられる背斜が分布する．探鉱の進展とともにこの

構造は，南北の断層によって区切られた同方向の 2列の

背斜軸を有し，北側に沈降するとされた （帝国石油（尉

2000 m 

新潟及び内野地域 村

~ I 囀 陸域 ~ 

。角:？彦断層 9 苔閂翌 £ 9喜り 9 9 西亀田1 ，阿賀1 P9百9 ,• 新9胃杏9回，・話.p [ + + + : ＋ ： + 

+ + + + 
+ +.  

2000 、r c r ずヽ - .. - ずヽ •9 ヽ・ ・ ・・- - ~ . -・- .• '、 .- ..,響 花岡岩類

4000 

6000_J l""il;声挙ふ....・ ` •. ・ •. •ぷ・・ド•••ド•t：囚••?．：・羞 -—～こ 、七谷層

泊層

海 域
m 2000 

五頭山地

2゚000 

4000 

10km 6000 

第5.1図 越後平野地下の新第三系～第四系の地質断面図

新潟県地質図改定委員会編 (2000) に加筆．原典は天然ガス鉱業会 • 大陸棚石油開発協会編 ， （ 1982) に よる

地質断面図の位置を示した．

第1.1図に，
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1977)． また， この背斜構造は，更に北側の松崎ガス田・

東新潟ガス田のドーム状構造に連続するとされた（小松，

1990)が，天然ガス鉱業会・大陸棚石油開発協会編 (1992)

はこの構造を相対的に沈降量の少ない基盤ブロック上

位に形成されたドレープ構造としている．
かんばら

中部～上部更新統の蒲原層群には，ほぼ新第三系～第

四系と調和した構造がみられる．牧山 (1963a) は蒲原

層群中の G1層， g層 G5層及び G6層の上限等深線図（第

5. 2図）から，内野地域に一つの向斜，阿賀野川東方（東

新潟ガス田）に一つの背斜の存在を推定し．そして，阿

賀野川東方の背斜は新津油田の背斜と同一系列の構造

で，東新湯では西翼の傾斜は極めて緩くやや南北に長い

ドーム状構造を呈するとした．また，沿岸部のガス層の

断面図（第 5.3固：百武ほか， 1969) でも，阿賀野川
しろ

流域での背斜や内野周辺の向斜が読み取れる ．更に，白
ね

根層の最大層厚部が角田・弥彦断層に近接する平野西側

に偏る こと（新湯県地盤圏編集委員会編， 2002)も， こ

れら基盤構造と調和的である

Q 多

: 
O 10km 
l | | G1層

oor 

q 多

5. 2 活断層

5. 2. 1 角田・弥彦断層の概要

角田 ・弥彦断層（仲川， 1985)は，越後平野～長岡平

野西縁に沿って北北東～南南西方向に連続する長岡平野

西縁断層帯 （地震調査研究推進本部， 2004)の最北部を

構成する活断層である．また， この活断層は，越後平野

西縁断層帯（小林， 1996)，角田山東縁断層（池田ほか，

2002)，長岡平野西縁断層帯の弥彦活動セグメントと呼

ばれることがある．

この活断層帯は，大深度反射法地震探査により撓曲を

伴いながら下部更新統を大きく変位させる西上がりの逆

断層であるとされていた（新潟市， 1991;小林， 1996).

また，加野ほか (1999) は，巻町～西川町での P波反射

法地震探査 (GS_MN_P) によって沖積層の基底礫層上

面が約 50m変位している可能性を指摘していた．更に，

Urabe et al. (2004) や卜部ほか (2006a) は， 断層帯の

活動に伴う越後平野西縁部の沈降により砂丘列 I及び砂

丘列Ilが平野地下に深く埋没していることを明らかにし

た．

Q 多

こ
O 10km 
l l | G4層

Q 多

゜
口10km 

1 | | 

n 
G5層

□ 
O 10km 
1 | | G6層

第 5.2図 G1層， g層， g層及び伍層の上限等深線図

牧山 (1963a)に加箪した．
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第5.3図 越後平野地下のガス層の断面図

百武ほか (1969)に加筆した

断層の活動度について，下川ほか (1997, 2000)は，

新潟市西浦区巻町 （巻 GS)と同竹野町 （竹野町 GS)（両

地点ともに弥彦地域）でのボーリング調査から，平均上

下変位速度は約 3-4mm/yrであると推定した

5. 2. 2 断層の分布と変形構造

陸域の越後平野西縁部での断層の分布は，産業技術総

合研究所による 中深度層～浅層を対象とした反射法地震

探査 （新洞 2009測線，新焉 1測線， GS_MN_CDP)や

極浅層を対象とした反射法地震探査 (PWI GS_P_LS, 

GS_AK_SLSl, GS_AK_SLS2, GS_AK_PLS, GS_TKl_ 

SLS,GS_TK2_SLS)によって明らかにされている （第5.4 

図）．それぞれの調査結果の詳細は，宮地ほか (2011b),

山口ほか (2009)，椿原ほか (2011)，稲崎ほか (2011).

ト部ほか (2011b)にまとめられている

断層の地下構造は，東向きの撓曲変形を伴う伏在断層

であると解釈され，その撓曲変形は，背斜頂部から西翼

がほぼ平らか緩傾斜であるのに対し，東翼では急傾斜と
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なっている（山口ほか， 2009;猪原ほか， 2011)．また，

変形帯は幅 l~2kmに及び，沿岸海域では北北西～南

南東方向の走向をもつが，平野域では北東—南西走向と

なっている

また，新渇市西区四ツ郷屋及び赤塚地区では，極浅層

反射法地震探査から主断層部と撓曲変形帯内の副次断層

による変形構造が認められる（宮地ほか， 2011b;稲崎

ほか，2011)．断層帯の平均上下変位速度は，これまで

の検討から約 3-4mm/yrと推定されているが，この

変位量は，幅広い変形帯に複数の副次断層が生じ，撓曲

帯が成長しながら変位が累積した結果であると考えられ

る（第 5.5図：稲崎ほか， 2011).

断層帯の海域延長部での調査結果は，天野ほか(2011),

井上ほか (2011a) にまとめられている．これによると

海域の断層帯は，新潟市西区四ツ郷屋から約 20km沖ま

で背斜（四ツ郷屋沖背斜）として認められる 東西方向
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ì ,::'., 
・ヽ；・ツu-'’‘’ ―ULu、≪9 

＇¥ " ",・ . VV";',""'-:、 lぶ i,．やべ` ！む ｀ 
”<, ; ヽ．、・'”̀’.，.． ．．,Svヽ9 9 : 

> GS汀K2-S[Sf湊＇：ざ'̀:， ； 

． 
＆ 象＊’

・,冒9*'：． ,．，t. Cら:}＼ r,，;t s和ぶ9 ;.r ・ • , 

渾-・`‘-~^ ニ；＿ ，＇’も． A代打 ¥, ' ｛, 

: 9 9 , 9 

9: • 滲

$` ＊ 

,, 

．．＂． 
9 : ,, 

； ； 
兌今

J̀ s 

ゞ3

; 

,・̂ 

,‘,
 、

'

．

^

f

．

．
 ，
・・
ベ
｀

・
^

f

”畜ヽ．
・
9
3“ 

^

z

^

”

 

•
`
，
‘
ヽ

・

·

•
ヽ

蒔

沿

j
-
l

,̀'・

i

'↑
 

•
9
9
”

、^＾
 

i
 

急

今

9
 .. 

9
,
 

風
煉
“9

.
,
；
L

;
 

＾

ヽ

・[

c;．
，．
 

9

A

 

・、

~

．

9

．

．

 

｀

ャ

•
9
•
F
`

,

．
、

.

i

．．
 

、

．

＾

9

、

0

.

.
 

＂“
”

`
 

，．夏

・

ク．
＇

．
．
 ヽ會

ヽ

^

rv

“
 .
.
 
羹

囀
•

9

ぶ

'
,

．
．

．

 

:'
 

•• 

.
 
、
F
`
e

彎
・•

皐

.

4

 

7
9

・

真

｀

•

、

、
ぺ8
"
,
．
鼻
b‘

｀`ぶ
．．
 
，
 

ヽ
一

;

,．？'ん＇,
9
・

,
9
'
9
 

,
9
.

，

•
’
·
4

,

ム

,
9

0

.

9

,

 

．．
 `̀’ 

ヽ
'

．． 

•
. 

,

’

・

'

 

，
 

"，' 

，ヽ

`
 

．
、

9
,

＾
 

9
9
2
.

4
.
 

｀
 
ヽ
•••. 

｀
 

•, .'

,. 

．し

．

．．． 

．
 
，
 

．．
 

.

.

 ≫
 .

.

 

‘

i

1
r.

s

iをさ
、̂

'‘
 

◆ 費• ァ～

ゃ
9 〉．ヽ ｀

ー，
99̀
・・

ヽ

倉

9

．．
 邊

'

．
 

’

'̀
 

•‘ 

ぶ

J

9

,
`
9
 

.. 
3
 

'
`
`
・
 

．．
 

、

35.”
ン石

F
¥，
ヽ
‘

.• 
,̀a
・・
 

.• 

9
 

●

,

9

.
9
ヽ

●

で

.•.• 

・̀

 

,

H

≪
’
 

.9? 
9
.
 

-L“ 

＂・ベ
令・怯
益
怜

i:,
．
[

6
、
r

資
．i
立
臼
”ダ
L
各
．で’

f

、

が

3
琵

皇

、
ド

，＂．＂
心≪べ．

＇`囀
9

1

ヽ
.
.
.
 
‘
•
4

．
ミ
・
‘
*

f̂'

s
.
'
 

吝

.

.
 -

*~ 

ヽ^

．

y
 

9

．て，

A
t

、

'

、

.

..＂i々

ヽ

5

心

ヽ

、．しヤ
9
.
-

｀
 

r

.
 

ん
、

・ヽ•x 

ヽ

．
 

↑

f
、
•‘ ., 

I l l 角田・弥彦断層 •ボーリング調査地点 反射法地霞探査測線
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第 5.4図 既存研究でのボーリング地点及び反射法地震探査測線

宮地ほか (2011a)に加筆した
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宮地ほか (2011a)に加筆した
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の反射断面上では，背斜の東縁が幅 500-1,000 mの撓

曲帯をなし，四ツ郷屋沖基底面で最大で約 30mの垂直

変位量が認められる．また，海域での断層の平均変位速

度は，四ツ郷屋沖層基底層準（約 1万年前）の垂直高度

差から，約 2mm/yrと推定される（宮地ほか， 2011a,b) 

5. 2. 3 断層の活動履歴

角田・弥彦断層は，沖積層に伏在する断層帯であり地

表での断層地形は明瞭ではない． また，軟弱な沖積層で

ある ため，断層帯を挟んだボーリング調査では地層の変

形に よる活動履歴をとらえにくい．このような断層の活

動を評価するためには，基本となるボーリング調査にお

いて 下盤側の平野部が沈降した場合に生じる堆積環境

や堆積システムの変化などをとらえ，断層の活動履歴と

して検討していく必要がある．

このため，これまでのボーリング調査では，詳細な堆

積相や堆積年代の解析から，断層の活動履歴の検討が行

われて きた 卜部ほか (2006a) は，約 8,500cal BPに

形成さ れ始めた湾口部でのバリアーラグーンシステム

が，上方に累重しながら前進していく 中で， 4～5回の

一時的な後退を伴って発達してきたことを明らかにして

おり， この一時的な後退が断層活動に伴う急速な沈降に

よる 可能性が高いことを指摘した． 宮地ほか (2010,

2011a)は，平野部の複数のオールコアボーリングによる

堆梢相， 堆積年代と珪藻分析から，約 14,000 -12, 000 

cal BPの沖積層を構成する淡水～塩水湿地堆積物中に数

回の淡水 — 塩水湿地環境の繰り返しがあることを明らか

にした．これらの相対的な海進イベントは，気候変動等

に対応されない調壺地域特有の局所的な現象の痕跡であ

る可能性が高いことから，その要因を断層による沈降に

もとめた例えば， GS-NIK, GS-KNMコアでの珪藻分

析によると，この地域において湿地環境に海水が浸入し

た時期は，約 14,900, 14, 600, 13, 600, 12, 700, 11, 600, 

11,300, 10,600及び9,500cal BPの7回が認められる（宮

地ほか，2010,宮地ほか， 2011b)．このうち 14,600 cal 

BPのイベントは，融氷パルスによる海水準上昇に対応

する可能性もあるが，少なくとも 6回は，沈降による相

対的な海進イベントを示している可能性が高い．

このように，堆積相，堆積環境や堆積システムの変化

に着目したボーリングコアの解析により，角田・弥彦断

層の活動時期は，上述のように約 15,000 -9, 000 cal 

BPまでに少なくとも 5回のイベント （宮 地ほか，

2010)，金巻新田地域で約 7,500,6,800と6,000cal BP 

のイベント （宮地， 2010,宮地ほか， 2011b)，竹野町地

域で約 5,500.4,300. 3,200, 1,500 cal BPのイベント （ト

部ほか， 2011b)，西蒲原地域の堆積システムの移動様式

から約 6,200,4,700と2,200cal BPのイベント（卜部

ほか，2006a)が認定される．海進や砂丘の形成によっ

てイベントを読むことができない時期もあるが角田・弥

彦断層はおよそ 1,000年に 1度程度の間隔で活動してい

ると考えら れるまた，平野部の遺跡における液状化の

分布 と年代か ら， 角田 ・弥彦断層の最新の活動は，9世

紀である可能性が指摘されている（卜部，2013)
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第 6章 応 用 地 質

（安井 賢・鴨井幸彦・ ト部厚志）

6. 1 石 油 ・天然ガス

6. 1. 1 概要

本地域周辺の石油・ガス田の分布状況を第 6.1図に

示す．越後平野では，江戸時代か ら浅層部の地下水に天

然ガスが含まれていることが知られていたこれらの水

溶性天然ガスは深度 1,500m以浅の礫層や砂礫層 (G層）

に含まれてお り，鉱業的な水溶性天然ガスの採取は昭和

初期に本格化し，採取地域は平野のほぽ全域に拡大した

（帝国石油株式会社開発部 1949;小林， 1953;工業技

術院地質調査所， 1957など）．しかし， 1957年ごろから

新渇地域において地盤沈下が顕在化し，その主原因が天

然ガス採取による大量の揚水である可能性が高くなっ

たその結果様々な採取の規制，地下水の地下への圧

入・還元実験，地下分離実験などの試行錯誤が行われ，
かんばら

現在は限られた地域 （東新湯水溶性ガス田，西蒲原水溶

性ガス田）で生産が続けられている．
にい つ

一方深層部の探鉱は新津油田構造の北方延長の探査

として進められ， 1959年に東新渇ガス田 （石油資源開

発（樹・三菱瓦斯化学（掬） が， 1964年に南阿賀油田 （帝

国石油（樹）が，1966年に松崎ガス田 （帝国石油（樹）が

それぞれ発見された．

各油田・ガス田の産油・産ガス層準を第 6.2図に示す

産油・産ガス層準は南阿賀油田や松崎ガス田では椎谷層

が主体であるが東新渇ガス田では灰爪層から寺泊層に

及ぶまた，水溶性天然ガス田では，灰爪層や蒲原層群

が産ガス層準である．

,. · ~ 
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第6.1図 本地域の石油・ガス田の分布

新渇県 (1977)，新湯県 (2005)などに基づいて作成した．
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地質
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6. 1. 2 主要深掘井
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第 6.2図 新潟油田地域標準層序と産袖 ・産ガス層序

新渇県 (2005) を修正・加筆した
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一油

本地域の主な石油 ・ガス坑井の位置を第 6.3図に，

一覧表を第 6.1表に示す． また，層序試錐「蒲原 GS-

2」， 基礎試錐「大渕」及び基礎試錐「下五十嵐」の概要

を， 第 6.4図第 6.5図第 6.6図にそれぞれ示す．

掘りして，西山層の 1,450m層をガス井として仕上げた

（東新潟ガス田の誕生）．

その後， 1963年には SK-6D号井が 3,069.7m まで掘

削され， 2,340m層（西山層）及び2,900m層 （西山層

と椎谷層の境界）が発見さ れた． また， 1964年には海

岸から約 1.5km沖合で，第一白龍号によって新湯沖

SK-1, 2D及び 3号井が掘削され， 2,340m層 （西山層）

の発達が確認された 1965年には新潟沖 NS-lD及び

NS-2Dが掘削され， 2,900m層が発見され， 1966年に

はNS-6号井が七谷層まで掘削され， 2,900m層が仕上

げられた更に，隣の松崎ガス田で発見された 3,100m 

層（椎谷層）が，本ガス田でも開発された． 1,450m層

のガス層はドライガスであるが， 2,340m層，2,900m 

層及び 3,100m層のガス層はコンデンセートを伴う．排

油機構は水押し型である． 2009年における生産呈は，

天然ガス 169,412千 m3, 原油 56,949k Qである．

6. 1. 3 石油 ・ガス田の各論

東新潟ガス田 阿賀野川河口付近に位置するガス田の

うち，阿賀野川より東側に位置するのが東新潟ガス田（石

油資源開発卸 ・三菱瓦斯化学（掬），西側に位置するのが

松崎ガス田 （国際石油開発帝石（掬） である．

東新渇ガス田の開発経緯や地質構造については，関谷

(1960)，石油資源開発株式会社編 (1967, 1987)，新渇

県 (1977) に基づいて述べる

1956 ~ 1957年に実施された地震探鉱によって新津

油田の構造配列が阿賀野川沿いに沈降し，大夫浜付近で

再び隆起し背斜をつくるという推定がなされ， 1959年

に日本瓦斯化学工業（梯（現三菱瓦斯化学（樹） と石油資源

開発（樹間で共同鉱業権の契約が成立し， 1960年 2月に

東新涅 SK-1号井が掘削された東新潟 SK-1号井は深

度 3,036.3m まで掘削され，西山層以下椎谷層中に良好

な貯溜岩相が多数認められたそして， SK-la号井を脇
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地質構造は緩大なドーム状構造で，各層は背斜（東新

潟背斜）頂部に向かって薄化している （第 6.7図 第 6.8 

図第 6.9囮）．この背斜は成長摺曲と考えられている

トラ ップ型は背斜と層位封塞の組み合わせ型である ．

1,450 m層 2,340m層は細～中粒砂岩で，背斜の東翼

部のみに分布する．一方，2,900m層は凝灰質細～中粒
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0 3km .,．．  

基礎試錐「下五

新潟沖SK-3

新潟沖SK-1
＼ ヽ

東新

東新

角田浜SK-1． 

地域名

新潟

内野

第 6.3図 本地域の主な石袖・ガス坑井

新渇県 (1977)，新褐県 (2005)などに基づいて作成した

第6.1表 本地域の主な石油 ・ガス坑井一覧表

坑井名 油・ガス田 実施者
掘削深度

(m) 

東新潟SK-1 東新潟ガス田 石油資源開発 3,036 30 

新潟沖SK-1 東新潟ガス田 石油資源開発 2,263 80 

新潟沖SK-3 東新潟ガス田 石油資源開発 2,350 00 

層序試錐「蒲原GS-2」 通産省地質調査所 4,207 00 

東新潟NS-6
三菱瓦斯化学・石

4.757 00 
油資源開発

松崎ー3 松崎ガス圧l 帝国石油 3,700 00 

新井郷ー1 新潟県 3,251 30 

西亀田ー1 帝国石油 3,904 50 

基礎試錐「大渕」
通産省資源エネル

4,920 20 
ギー庁

鳥屋野潟N-1 新潟県 4,305 00 

北亀田一1 帝国石油 3,502 80 

大月 MT-1
帝国石油・三菱瓦

3,503 00 
斯化学

西葛塚MT-1
三菱瓦斯化学・帝

4,803.00 
国石油

石油資源開発・帝
船江STMS-10 国石油 ・三菱瓦斯 4,507 33 

化学・昭和石油

新南阿賀ー1 南阿賀油田 帝国石油 5,505 00 

太田古屋MS-1 石油資源開発 4,654 00 

東新潟MG-37 東新潟ガス田
三菱瓦斯化学 • 石

1,600 00 
油資源開発

角田沖SK-1 石油資源開発 2,014 50 

基礎試錐「下五十嵐」
通産省資源エネル

5,006 70 
ギー庁

黒崎SKT-1 石油資源開発・東 4,005 00 
邦天然ガス

注：通産省地質調査所（現 国立研究開発法人 産業技術総合研究所）

帝国石油（現 国際石油開発帝石株式会社）

東邦天然ガス（現 株式会社東邦アーステック）
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開坑 堀止
年月日 年月日

1964 811 1964 9 9 

1964 10.20 196411 3 

1965 8 5 196511.1 

1966 4 8 1966 9 21 

1966 6 19 1966 8 23 

1966 9 8 196611 14 

1967 8 30 1967 11 17 

1967 10 14 1968 513 

1968 718 19681012 

1968921 1968 11 20 

19711226 1972 2 17 

1977916 1977 213 

1984 5 19 1985 3 4 

1993 9 2 1994 4 25 

？ ？ 

1999 1999 

1967414 1967 4 29 

1968 2 7 1968 5 10 

1991 619 ？ 

層名

椎谷層

椎谷層

西山層

西山層

七谷層

上部寺泊層

椎谷層

椎谷陪

七谷層

椎谷層

椎谷層

椎谷層

七谷層

椎谷層

七谷層

七谷層

（魚沼層群）

七谷陪

西山層

西山層

到達層準

岩質

暗灰色泥岩

暗灰色泥岩

砂岩泥岩互層

暗灰色泥岩

玄武岩

砂岩，泥岩

黒色泥岩

砂岩，泥岩，凝灰岩

泥岩・凝灰岩互層，

ドレライト

凝灰質細～中粒砂

岩

砂岩，泥岩

砂岩，泥岩

安山岩，玄武岩

砂岩泥岩互層

玄武岩質凝灰岩．
褐黒色泥岩

凝灰質砂岩

泥岩砂岩

玄武岩質凝灰角礫

岩

砂岩泥岩互層

砂岩泥岩互層



SW 

層序試錐「蒲原GS-1」 基礎試錐「升潟」

NE 

層序試錐「蒲原GS-2」

沖積層および蒲原層群

（魚沼層群）
～灰爪層

Ii No. 2 Grt. inf/ata 

西山層
T.D.3, 703. 1m 

七谷層 T. D.4,207m 

T. D. 5,015m 

゜
5
 

。

枷

okm

＿

ー

1

層序試錐「蒲原GS-2」周辺の地質断面図

層序試錐「蒲原GS-2」の層序と岩相

深度 地層名 主要岩相

0~126m 沖積層 上部は細～中粒砂．中部は貝殻混じりシルト質粘土，下部は中～粗粒砂
を主体とする

126~623m 蒲原層群
シルト～砂質シルト主体 砂・砂礫を挟む
顕著な礫層は4層 深度352~361mは軽石層

623~2, 774m 
（魚沼層群） 上部は灰色シルト岩主体，下部はシルト岩・砂質凝灰岩・砂岩互層．

～灰爪層

2. 774~4. 207m 西山層 シルト岩•砂岩・砂質凝灰岩互層
(No. 2 Grt. injlata帯 ：深度2.774~3. 031m) 

蒲原層群の基底は天然ガス鉱業会・大陸棚石油開発協会(1982)による
西山層の上限はNo.2 Grt. injlata帯の上限とした

層序試錐「蒲原GS-2」の有孔虫層序

深度 底生有孔虫層序

0~36m N. F.帯．

45~716m Rotalia cf. beccarii帯．
（深度144~280m:N. F. -R. F.) 

725~1, 062m Rotalia papillosa -Siphogenerina raphanus帯

1,071~1, 725m Cassidulina kasiwazakiensis -Epistominella pulchella帯

Haploph度ra1g,m73o4id~es 3 emaciatum -Bulimina cf. pupoides帯

1, 734~4, 201 m ・深 ， ，031m. Haplophragmoides emaciatum -Valvul111eria sadoens1s亜帯．
・深度3,040~3, 658m Valvulineria sadoensis -Cyclammina pusilla亜帯
・深度3,667~4. 201m Cyclamminapusilla -Haplophragmoides cf. evoluta亜帯

第 6.4図 層序試錐「蒲原 GS-2」の地質断面図と層序

通産省地質調査所 (1966)及び石油開発公団 (1969)から作成した．
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SW 
小杉R-1

基礎試錐
「大渕」 新井郷ー1

NE 

沖積層および蒲原層群

（魚沼層群）
～灰爪層

m
 

k
 

0

1
 

I

＿
 3km 

基礎試錐「大渕」周辺の地質断面図

基礎試錐「大渕」の層序と岩相

深度 地層名 主要岩相

0~324m 沖蒲積原層層群及び カッティング課査未実施

（魚沼層層群）
深度度度324~600m カッティング調査未実岩施

324-1, 600m 深 600~1, 130m 灰色泥岩・シル ト
～灰爪 深 1, 130~ 1, 600m 泥岩優勢，泥岩 • 砂岩 ・ 礫岩互層

(No 2 Grt. i,,jl, 9a3ta4m 帯深度1,600-2, 000m) 

1, 600-2, 960m 西山層 深度度1,600~1 砂岩 ・白色ベン トナイト質凝部砂灰岩岩 ・泥岩岩互層層
深 1,934~ 2, 960m 暗灰色～暗灰黒色泥岩，ー ・泥 互

(No 3 Grt. i,iflata帯深度2,660~2, 960m) 

2, 960~3, 742. 8m 椎谷層 灰白色泥質～砂質凝灰岩 • 砂岩 ・ 暗灰黒泥岩互層

3, 742 8~4, 130m 寺泊層 深度度3.742 8~3. 886 3m 灰白色泥岩質～砂質凝褐灰岩色・ 砂岩岩 ・暗灰黒色泥岩互層
深 3, 886 3-4, 130m 暗灰黒色泥 ～黒 （ ） 泥

深度度度！4,130~4,36伽 安山岩色質凝灰岩色粗及び凝灰角礫岩
深 4,360~4, 453m 褐～暗硬泥

4, 130~4, 920111 七谷層 深 4, 453-4, 514111 黒含黒雲母石灰岩英 面岩質及岩び凝灰岩

深 4, 514~4, 651m 粗黒色硬玄武質泥
深 4,651 ~4, 879m 粒色 岩
深 4,879~4, 920m 黒硬質泥岩及び粗粒玄武岩．

陪序区分は天然ガス鉱業会 ・大陸棚石油開発協会 (1982)による．ただし，西山層の上限は

No. 2 Grt. injlata帯の上限下限はNo.3 Grt. ;,,jlata帯の下限とした

基礎試錐「大渕」の有孔虫層序

深度 底生有孔虫陪序

0~610m 未調査

Elphidium c/avatum -Buccellaf,-igida群帯
610~860m ・深度620~720m Pse11do11011ion japonica -Cribroelphidium yabei亜帯

・深度740-860m P F亜帯

880~1, 060m 
Angulogerina kokoz11rae11sis -Uvigerina akitaensis群帯

(Pullenia apertula -C珈 cidescf. pseudoungerianus亜帯 ） 

Haploph度ra1g,m08o0id~es2c, f. emaciatum -Uvigerina akitaensis群帯

1, 080~2, 600m ・深 ， OOOm Valvuli11eria sadonica -B11limi11a cf auric11lata亜帯

l 

・深度2,020~2, 600m Haplophragmoides cf. evoluta -Cyclamina pus ilia亜帯

Martinotiella communis -Miliammina echigoensis群帯

2. 620~3. 860m 
・深度2,620-2, 960m Bolivinita quadrilata -Nonion nicobarense亜帯

・深度2,980~3, 740m HP. aFp.loph帯ra．gmoides sp -Goesel/a schenc/..ii亜帯
・深度3,740~3, 860m 亜

Spir・o深sig度m3oilinella compressa -Spiroplecta111111i11a niigataensis群帯

3, 880~4, 120m 
, 880~3, 980m Spirosigmoilinella compressa -Martinottiel/a communis亜帯

・深度4,000~4, 050m Sppir．op亜le帯ctammina niigataensis -Haplophragmoides renzi亜帯

・深度4.060~4. 120m F 

4, 140~4, 350m N, F, -P, F帯

4, 370~4, 510m 
Haplophragmoides sp -Sigmoilina schlumbergeri群帯

(Uvigerina cf. proboscidea -Bulimina cf. auricu/ata亜帯 ） 

4, 520-4, 640m 
Hopkinsina shinbo/. -Gyroidina orbicularis群帯

(Pullenia bulloides -Cibicides mallo1yi亜帯 ） 

4, 660~4, 920m N F -P F帯

第6.5図 基礎試錐「大渕」の地質断面図と層序

石油開発公団 (1968a)から作成した
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NW 基礎試錐
「下五十嵐」

層序試錐
「蒲原GS-2」

SE 

沖積層および蒲原層群

（魚沼層群）
～灰爪層

月No.2 Grt. injlata 
j No. 2 Grt. i1if/ata 

西山層

T.D. 4,207m 

T.D.5,006. 7m 

]
 

m~m 
k

k

 

0

1

1

 

＿

一

゜基礎試錐「下五十嵐」周辺の地質断面図

基礎試錐「下五十嵐」の層序と岩相

深度 i 地層名 主要岩相

0~680m 沖積層及び シルト～砂質シルト主体．砂・砂礫を挟む．
蒲原層群 顕著な礫層は4層．深度330~340mは軽石層．

680~3, 170m （魚沼層群） 深度680~1,610mは灰色シルト岩主体，深度1,610~3, 170mはシル
～灰爪層 ト岩優勢， シルト岩•砂質凝灰岩•砂岩互層 ． 礫岩薄層を挟む ．

3, 170~5, 006. 7m 西山層
砂岩優勢， 砂岩・シルト岩・砂質凝灰岩互層．

i 
(No. 2 Grt. i叫lata帯：深度3,170~3, 450m) 

西山層の上限はNo.2 Grt. inflata帯の上限とした

基礎試錐「下五十嵐」の有孔虫層序

深度 底生有孔虫層序
0~800m 未調査

Cribr深oe度lphidium yabei帯
・ 800~890m : N. F.亜帯

800~1, 680m ・深度900~1, 030m : Pseudorotalia gaimardii -SiphiJgeneria raphanus亜帯．
・深度1,040~1, 300m ・ Mixed Faunule 
・深度1,310~ 1, 680m : Epistominella pulchella -Cassidulina norcrossi亜帯．

Uvigerina akitaensis帯
1, 690~3, 650m ・深度1,620~2, 060m : Uvigerina akitaensis -Epistominella pulchella亜帯．

・深度2,070~3, 650m : Discammina cf. emaciatum -Valvulineria sadonica亜帯．

3, 660~5, 006. 35m 
Miliammina echigoemsis帯

・深度3,660~4, 150m : P. F. -N. F.亜帯．
・深度4,160~5, 006. 35m: Cribrostomoides cf. evoluta -Cyclamminapusilla亜帯．

第 6.6図 基礎試錐「下五十嵐」の地質断面図と層序

石油開発公団 (1968b)から作成した
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砂岩， 3,100m層は凝灰岩か らなり，背斜軸部から西翼

部に発達する

松崎ガス田 松崎ガス田の開発経緯や地質構造につい

ては，帝国石油社史編さん委員会 (1992)，新渇県 (1977)

に基づいて述べる

東新涅ガス田発見以前の 1957年から，阿賀野 R-1号

井 (2,373m)，阿賀野 R-2号井 (1,550m)阿賀野 R-3

号井 (2,600m)，及び 1965年に西阿賀 -1号井 (3,106m) 

などの掘削が行われていたが見るべき成果は得られな

かった． 1965年 12月，新泡飛行場の南東 1.5kmの地点

で松崎 -1号井が掘削され (3,506m)，椎谷層上部に極

めて良好な遊離型天然ガス鉱床が発見され，Id層とし

て仕上げられた （松崎ガス田の誕生）．これは東新渇

ガス田の 2,900m層に相当する．

その後 1967年には大形 -1号井が掘削され(3,201m), 

より深部の IIa層及びIIb層が発見された本層は東新

渇ガス田の 3,100m層 （椎谷層）に相当し，多量のコン

デンセートを伴うほか，一部で原油を産出する排油機

構は水押し型，一部枯渇型である． 2009年における生

産量は天然ガス 1,474千 m3, 原湘 306k Qである

東新潟ドーム状構造の南西側斜面に位置し，地層は西

傾斜の緩い同斜構造を呈する （第6.7図，第 6.8図）

トラップ型は断層と層位封塞が組み合わされた特異な型

である． Id層は凝灰質細粒砂岩， IIa層及びIIb層は凝

灰質細粒～粗粒砂岩からなる．

南阿賀油田 南阿賀油田の開発経緯や地質構造につい

ては，帝国石油社史編さん委員会 (1992)，新潟県 (1977)

に基づいて述べる．

新津油田の背斜構造の北方延長部に位置し，大正時代

末期以降試掘や物理探査が行われてきたが， 1964年に

南阿賀 -1号井 (2,128.5 m)で西山層中に小規模なガス

o~o\ ~,ro 

｀ 
------1450m Zone'Top Contour 
- 29COm B, lb Zone Top Contour 

第 6.7固 東新渇ガス田，松崎ガス田地下構造図

新潟県 (1977)による
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第6.8図 東新湿ガス田，松崎ガス田縦断面図

新潟県 (1977)による
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第 6.9図 東新湯ガス田横断面図

新湯県 (1977)による

層が発見されたこれに続き同年南阿賀 -2号井 (2,586

m)で椎谷層中に有望な油層 (2,230 -2, 277 m : 2, 230 

m層）が発見され，これが南阿賀油田開発の端緒となっ

たその後 2,230m層を中心に開発が進み，1977年ま

でに掘削井数は 43坑井に及んでいる 2009年における

生産量は原油 15,301kf2.天然ガス 6,898千面である．

地質構造は当初新津油田から連続する一つの背斜構造

と考えられていたが，探鉱の進展とともに中央部に南北

に走る断層が存在し，その両側に分布する 2つの背斜軸

を持ち，北方に沈降するノ ーズ構造であることが明らか

になった（第 6.10図）． 2,230m層は椎谷層上部の凝灰

質砂岩で， 東翼部の北方沈降部に三日月形に発達する （第

6. 11図）．ま た，西山層中には砂礫相が分布し，本相中

の一部にはガス鉱床が分布する トラップの形態は背斜

型及び層位封塞型の組み合わせで，排油機構はガス

キャップを伴う水押型である

新潟水溶性天然ガス田 開発の経緯や地質は，新渥県

(1977)や島津 (2000)に詳しい．本ガス 田の天然ガス

埋蔵量は約 970億面とされ，南関東ガス田に次ぐ日本

第 2位の大ガス田である主として新渇県 (1977)をも

とに述べる．

越後平野内の天然ガスの産出は古くから知られ，約

300年前から利用されていた家庭用として広く利用さ

れたのは明治中期以降である ．深層ガスの開発は 1926

年に 旧日本石油闊が 324mの工業用水井を掘削した際

に，水とともにガスを産出したのが最初 とされる．本格

的な開発は 1943年以降で，特に戦後はガソ リンの代用

として急速に開発が進められ，1959年のピーク時には

日産 75万m3を記録した自家用も含め開発の範囲は，

村上市から新渇市に至る沿岸地域，新潟市～長岡市の信

浪川沿いの地域で，面積は約 755km2に及ぶ しかし，

1956年ころか ら新湯市周辺の地盤沈下が顕在化したた

め （第 6.3章参照），採取が規制され生産は減退するこ

ととなった 1959年～ 1975年間に 6次にわたって規制

が実施され， 1961年には新湯市周辺の採取が全面的に

禁止となり，その他の地区では新坑井の掘削が禁止され，

その後くみ上げ水の地下への還元方式を経て，地下水分

離方式が採用され，限られた地域で生産が続けられてい

る 2009年における生産量は東新潟及び中条水溶性ガ

ス田で 10,957千 m円西蒲原水溶性ガス 田で35,373千

面である （新潟県資料）．また，かん水（天然ガスを含

む地下水）からはヨード（ヨウ素）が取り出され，製品

化されている

産出層は更新世中期～後期の蒲原層群及び灰爪層の砂

礫層や砂層で，牧山 (1963a)によれば，上位から G1,

G2, G3, G4, G4', Gs, G5, G5', G1及び G8の 10のガ

ス層が認められる（第 4.1図第4.2図）．G1~ Gs, 
は蒲原層群， G6及びG6'は灰爪層， G1及びG8は西山層

に属する．ガス層の地質構造は当地域の新第三系～第四

系の構造に支配され，内野地区に一つの緩い向斜構造，

阿賀野川の東方に一つのドーム状の背斜構造が分布する

（第 5.2図）．なお，本ガス田の主力となっているガス

層は G4,G5及びG6の3層である
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第6.10図 南阿賀油田地下構造図

新潟県 (1977)による
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第 6.11図 南阿賀油田横断面図

新渇県 (1977)による
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6. 2 温泉

本地域内に位置する温泉は，平成 11年度温泉実態調

査（新潟県未公表資料）によると，以下の温泉が登録さ

れている（第 6.2表）．なお，平成 25年度温泉利用状

況調査（新渇県， 2014) に掲載されている温泉は，緒立

温泉と坂井東の 2件である．

6. 3 地盤 沈 下

沈下の経緯

自然沈下属（地殻変動）を大きく超える地盤の沈下現

象は， 明治時代に東京や大阪で発生し始め，最初に気付

いたのは寺田寅彦であったとされる（藤井， 1969)．昭

和の初め頃に顕在化し，問題視され始めたが，第 2次世

界大戦中 に地下水のくみ上げ量が急滅したことにともな

い沈静化した一方地盤沈下の原因に関して，初めて

科学的に解明したのは気象庁長官をつとめた地球物理学

者の和達清夫で，大阪の地盤沈下の原因について，地下

水のくみ上げにともなう水位低下による粘土層の収縮に

あると した（広野・和達，1939)．このように地盤沈下

現象の原因は明らかにされたものの， 1950年代以降の

高度成長期に再び顕在化し，日本各地に拡大していった．

新潟市とその周辺では， 1898年以降の水準点測量に

よって，最大で年間 3.9mmの沈下が記録されていた．

この自然沈下量を上回る年間 5mm程度の沈下が，西区

の内野から阿賀野川にかけての海岸部において認められ

ることが， 1952年 12月に，地理調査所により公表され

たこの沈下傾向は 1955年ころから加速し，1958年に

はかなりの範囲で年間 20cmを超えるようになった（建

設省北陸地方建設局編，1979)．そして， 1960年には西

区の坂井輪地区で最大で 53.7cmという世界でも類を見

ない数字を記録するにいたった（金子ほか， 2007)．新

渇地域において累積沈下量 (1957年 9月 1日～ 2013年

9月 1日）のもっとも大きな地区は坂井輪地区（寺尾上）

で，約 285cmに達している（新潟県， 2015)

新湯市周辺の地盤沈下現象には，海岸部の沈下と内陸
しろね

部（白根地区）の沈下の 2種類あることが指摘されてい

る（西田， 1973)．このうち海岸部の沈下が量的に多く，

より大きな影響をもたらしたちなみに，前者は深層部

（地下数百 m)の地層の収縮，後者は浅層部（地下数十 m)

の収縮によるものと考えられている （西田， 1973).

1975年以降に実施された各種対策（後述）が功を奏し，

現在は両地区ともに沈静化しているが，新たに阿賀野川

河口近くの北区松浜地域を中心に年間 1~2cmの沈下

が継続して観測されるようになった（新潟県， 2015).

沈下の被害

臨海部に位置する新潟市では，具体的に， ①港湾施設

（防波堤や離岸堤など）や河川堤防の沈下， ②ゼロメー

トル地帯の拡大（高潮や洪水による浸水危険性の増大），

③農業用揚排水施設（用排水路，ポンプ場など）の機能

低下，④海岸侵食の促進，⑤地下水の塩水化の被害となっ

て現れた．

特に， 自然排水が困難なゼロメートル地帯を抱える新

沼市は， その影聾が大 きく ，かつて柳都と呼ばれた新潟

市を象徴する柳並木の美しい西堀・東堀が埋められた理

由の一つが，地盤沈下にともなう排水不良による堀水の

汚水化 （悪臭 ・不衛生） であったとされるまた，1964

年の新潟地震の際には，津波で遡上した海水や河川水が

壊れた堤防から堤内地へ流入して湛水し， ‘‘地震水害”

と呼ばれる災害に見舞われた

第 6.2表 本地域に位置する温泉の概要

湿泉名 源泉名 源泉位置 採取 標高 深度 泉温 湧出量 泉 質 利用

(m) (m) （℃） (L/分）

緒立温泉 緒立 西区黒烏 動力 1 20 13. 5 59 ナトリウムー塩化物・炭酸 老人福祉セン

水素塩温泉 ター黒埼荘

阿賀浜温 松の湯 北区三軒屋 動力 5 46 13 8 14. 5 含硫黄ーCa,Na―塩化物・炭 阿賀浜荘

泉 酸水素塩泉

新潟温泉 2-16号 中央区窪田 自噴 10 1510 49 3 1699. 5 13-. 5強塩泉 老人憩いの家

ビーチセ 町浜浦 （なぎさ荘）

ンター

坂井東 坂井輪 西区寺尾上 自噴 1 32 含鉄ーNa,Mg,Ca—塩化物 ・ 炭 ガス採取

鉱泉 酸水素塩冷鉱泉
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ゼロメートル地帯の拡大は，地盤沈下が沈静化した後

も災害に対する脆弱性という面で影響を残した 1998 

年の 8.4豪雨災害で市内の広範囲で湛水したほか， 2005

年12月22日に発生した新渇大停電（最大65万戸が停電）

では常時排水している排水ポンプが停止したため，小

新地区を中心に床下浸水被害が発生した．

沈下の原因

新渇市では，古くから地下水に天然ガスが含まれるこ

とが知られており，明治時代初めから 100m前後よりも

浅い井戸を掘削し， 自家用燃料として利用されていた

水溶性天然ガスの燃料用使用は，戦後の 1950年ころか

ら本格化し， 1956年ころか ら加速したそれと 同時に

地盤沈下現象も現れ始め，既に 1950年の段階で，運輸

技術研究所の技官によって，天然ガス採取が地盤沈下に

関係する可能性が指摘されていた（百武 1996).

しかし，戦前から戦中の大阪で，地盤沈下の原因が地

下水の過剰なくみ上げにあると指摘されていたにもかか

わらず，新渇では，地盤沈下の原因をめぐって 8大原因

説と呼ばれるさまざまな見解が提出され，激しい議論が

交わされていた（井島， 1961)．各説は，①地球全体の

温暖化による極氷融解がもたらす海面の上昇， ②日本海

沿岸の全般的沈下，③新湯地方に特有な地殻変動，④海

岸侵食の影響，⑤新渇沖積低地の 自然圧密， ⑥港湾浚渫

が軟弱地盤を動かす，⑦農地の乾田化による地層の収縮，

⑧地下水の急激な大量揚水である．

1958年から水準測量や観測井による観測が強化され，

それらの結果を踏まえて， 1959年に科学技術庁資源調

査会新渇地盤沈下特別委員会は，「新渇の地盤沈下の主

原因は，鉱業用水溶性ガス採取にともなう地下水の急激

な大量揚水であるとする説を重視せざるを得ない」と結

論づけた内陸部の沈下の原因に関しても同特別委員

会は，「自家用天然ガスの採取にともなう地下水のくみ

上げ」であるとした一方福島湯周辺でもわずかな沈

下が観測されているがこれは表層部に分布する軟弱粘

土層の自然圧密とされているまた，最近現れている阿

賀野川河口周辺に見られる沈下現象の理由は不明とされ

ているなお，地盤沈下がピークにあった 1960年6月に，

農地の地盤沈下の原因を究明するために農林省新渇地盤

沈下調査事務所が設置され，多数の調査 ・観測井が掘削

されたこれらの調査結果は，のちに越後平野における

沖積層研究を大きく推し進めるきっかけとなった（第

4. 1章参照）．

沈下対策

新潟市及びその周辺における水溶性天然ガスの揚水対

象層は，主に G4, Gか gと呼ばれる 3層のガス層（第

6. 1. 3章参照）であるが，資源調査会の報告を受けて，

1959年から鉱業権者（天然ガス会社）の自主規制（第 1

回規制）が始ま り， 同年 8月には通産大臣の勧告規制 （第

2回規制）が出さ れ揚水量が削減された更に， 1960年

には通産省承認による伍層より浅い層の自主的な採

取規制（第 3回規制）が出され，つづいて同年 11月に

は新湯市周辺地区での採取を全面的に規制するという通

産大臣による勧告規制（第 4回規制）が出された．こう

した規制により，ガス坑井は約 480から 168に減少した

（百武 1996)．しかし，沈下速度は鈍化したものの沈下

は依然継続した．

その後 1964年の新湯地震でゼロメ ー トル地帯が浸

水被害を受けたことが契機となり， 1968年には一部地

域で G3層より浅い層の揚水が自主規制され（第 5回規

制）， 1972年には天然ガス分離後の地下水を地下に圧入

する第 6回規制が導入された．この間地方自治体でも

1969年 10月に新潟市自家用天然ガス採取規制条例（条

例第 39条）， 1971年 12月に新混県生活環境の保全等に

関する条例（条例第 51条）がそれぞれ制定され，更に

新湯県では 1972年3月に地下水総合規制対策が策定さ

れ，総合的な規制が実施されるようになったこうして，

地盤沈下現象は 1970年代以降になってようやく沈静化

するにいたったなお，新渇市内における自家用水溶性

天然ガス井戸について現在は新規の掘削はできないが，

条例の制定以前から存在する井戸の使用は規制の対象外

となっている．

6. 4 海岸侵食

侵食（欠潰）の経緯
ひよりやま

新潟港西海岸（日和山浜，寄居浜）におけるかつての

海岸線は，現在よりもはるか沖合にあった 1890年に

測図された 2万分の 1地形図では海岸線は日和山の西

方約 900mに描かれている．1903年に新潟港の突堤が

完成してから海岸線の後退（海岸侵食，決壊，欠潰など

とも呼ばれている ）がはじまり， 1909年に開始された

信濃川河口改修工事にともなう浚渫工事が始まったこと

で加速された 1911年測図の 2万5千分の 1地形図では，

日和山から海岸線までの距離は約 100mとなっている．
おおこうづ

更に， 1922年に大河津分水路が通水してから侵食は一

層進み，ついに日和山の一部が削られるまでになった

こうした海岸線の後退傾向は，戦後になって対策工事が

本格的に実施されるまでつづいた

侵食量は信濃川河口の突堤に近いほど大きく， 1903
みとき ょう

年～ 1950年頃までに水戸教浜で 360mあまり， 日和山

浜で約 260mに達し，住宅地に迫る勢いをみせた． 1955

年ころから地盤沈下が目立つようになり，新潟海岸の決

壊現象は，新潟市民にとって大きな脅威となった．侵食

防止工事の継続実施により決壊の進行は静まったが，エ
こ ばり

事の遅れた寄居浜関屋浜，小針浜では 1960年代まで

つづいた

侵食（欠潰）の原因

決壊が始まった時期とそれをもたらしたであろう事象
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の発現時期はほぽ一致しており，両者の因果関係は明瞭

で，原因はほぽ特定されている（建設省北陸地方建設局

編 1979)．いくつかの直接的な原因と決壊をうながし

た間接的な要因を以下に整理する．

新潟港における東西の防波堤・突堤の建設

新潟港は幕末に開港 5港の一つに指定されたものの，

水深が浅いため，十分に機能することなく明治期を迎え

た明治政府はイギリスやオランダの外国人技師の提案
ふるいちこうい

や内務省技師の古市公威 （のち帝国大学工科大学初代学

長，土木学会初代会長）の報告を受け，河口の東西に突

堤を建設することとした工事は国の直轄工事として，

1896年に浩手，1903年に竣工した．

この工事により，土砂が沖合に放出されるようになり，

浜に打ち寄せられる砂の量が減少すると ともに，沿岸流

による底質の東西移動が妨げられることとなったまた，

この際西突堤の延長が約 1,000mであったのに対し，

東突堤のそれは約 500mと短かったため，土砂は東側に

それやすく，供給量不足から西側の侵食がより早く進む

結果となった

なお，西突堤についてはその後， 1907年に嵩上げ（商

さ3.6m.幅7.6m)と延伸工事 (1,517 m)が着手され，

1924年に完成した一方東突堤についても ，旧堤の

補強（天端商低水面上 1.2m,幅 1.8m)及び延伸工事 (1,

290m)が 1917年に着手され 1925年に完成した．

新潟港の浚渫

1909年に河口改修工事の一環として港内の浚渫が開

始され，河口にポケットが形成されることで放出される

土砂量が減少し，侵食が助長された

大河津分水路の通水

1922年に大河津分水路が通水し，土砂の多くが寺泊

海岸に放出されるようになったこれにより信濃川本流

の流速が減少し，下流域での土砂堆積が進んだその結

果信濃川河口から放出される土砂は細粒化し，砂の供

給量が大幅に減少して海岸侵食は一層進んだ一方寺

泊海岸では海岸線が沖合に向かって前進を始め，そのス

ピードは最大で年間20m，累計で最大約600mに達し（磯

部 1979)，砂浜は約 40haの水田が圃場整備されるま

でに拡大した

信濃川流域で進められている河身改修工事や砂防工事

による土砂量の減少

明治時代の初期に西洋の技術を入れて砂防事業が開始

されて以来現在に至るまで，信濃川や阿賀野川流域では

多数の砂防工事が実施されてきたそのため，上流から

流下する土砂の絶対量が減少し，河口から流出する砂の

量が減っ てしまった信濃川河口近くの底質は，以前の

砂主体から，現在は黒色のシルト ・粘土などの「泥土質」

が88％を占めるように変わってきている（国土交通省

北陸地方整備局新湯港湾 ・空港整備事務所， 2015)．こ

のように，海浜砂の供給源の減少も海岸侵食の有力な原

因の一つと考えられている

地盤沈下

地盤の沈降現象は海進の直接的な原因となる． 1950

年代に急速に進んだ臨海部の地盤沈下現象は，新渇海岸

の侵食を加速した

以上に述べた新渇海岸欠潰にかかわると見られる 5つ

の主要な原因のうち，地盤沈下以外は解消されていない

ため，侵食防止対策工事の継続的な実施が不可欠な状況

にある．

侵食 （欠潰）の対策

対策工事として 1933年ころから部分的に護岸工事が

始められたが，十分な効果を得るまでにはいたらなかっ

た 1946年に運輸省，建設省，気象台，経済企画庁経

済安定本部，海上保安庁，新渇県，新潟市など広範な委

員から構成される新渇港技術調査委員会が設置され，こ

の委員会が 1951年 11月に策定した「新潟海岸決壊対策

工事基本計画」に基づき，本格的な対策工事が開始され

た（新潟県土木部， 1960;国土交通省北陸地方整備局，

2006). 

その基本は，波浪による侵食力を弱めるための潜堤と，

沿岸方向における海底の砂の移動を防ぐための突堤（コ

ンクリートパイル製）の組み合わせであった（新渇市，

1991)．潜堤は海岸から沖合 100-150 m,水深 3m付

近に延長 1,500 mで設置された しかし，潜堤前面の侵

食が進行し，沈下が止まないため，消波ブロックによる

嵩上げ工事の継続的な実施を必要とした． 1983年には，

前面の基礎部分を大きく広げた改良型離岸堤を採用する

ことで沈下量は小さくな ったが抜本的な対策とはな ら

なかった

そこで， レクリエーションの場として海浜を利用した

いという市民ニーズも考慮し， 1986年に国の直轄事業

として従来の「線的防護方式」に変えて，潜堤（離岸

堤），突堤，養浜（護岸）を組み合わせた「面的防護方式」

を採用した対策事業が開始された（国土交通省北陸地方

整備局 2006;国土交通省北陸地方整備局新潟港湾 ・空

港整備事務所， 2009)．この事業は，従来の潜堤の沖に

更に大型の突堤を建設し，沖合 500mの位置に新たに広

い天端幅を持つ潜堤を設置することで波のエネルギーを

弱め，汀線後退を阻止するとともに，養浜により親水空

間（広く穏やかな水域と砂浜）を創出することを意図し

たものである．

現在は，新潟港西海岸に加えて関屋分水路以西の有

明浜海岸や五十嵐浜海岸でも離岸堤や人エリーフ，一文

字型ヘッ ドランドを中心とした対策が実施され，一定の

成果を得ている ． しかし，沖合での侵食が顕在化してき

たという新たな課題も浮かんできている

6. 5 地震災害
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近世以降の本地域での地震災害としては， 1828年三

条地震， 1833年天保庄内沖地震， 1964年新湯地震があ

げられる（新湯市， 1997)

1828年三条地震

三条地震は，新渇県中越地域の三条市周辺地域を震源

とした地震であり地震被害の資料が多く被害分布が詳

細に調べられている（武者， 1943；東京大学地震研究所，

1984, 1994 ;宇佐美 1999, 2002など）．本地域での被

害としては現在の新渇市中央区付近の信濃川沿いで液

状化が発生したことが記録されている．

1833年天保庄内沖地震

天保庄内沖地震は，山形県の庄内地方の沖合を震源と

する地震で，特に， 山形県や新湯県をはじめとして，石

川県輪島市など日本海側の広い範囲で津波被害が発生し

た．

本地域では，阿賀野川，信濃川，新川の河口部からの

遡上した津波による被害記録が残されている．このうち，

阿賀野川河口部から遡上 した津波の記録は，新発田藩月

番家老の記録である「天保四年巳年御留守御在城行事」
かたたか

や会津藩主である「松平容敬日記」に残されている ．矢

田 (2012a)の校訂と解説によると，地震から約 1時間

経過した後阿賀野川河口部から高さ 6m程度の津波が

4~5回にわたって遡上し，松ヶ崎浜（現在の阿賀野川

河口部の右岸）では漁船が流出 ・破船し，水死者が出る

被害となったまた，家屋被害（潰家，半潰家）や液状

化が発生したことも示されている （第 6.12囮）．

信濃川河口部からも津波が遡上し，「松平容敬日記」

によると地震で傷んだ家や土蔵はそれほど多くはないも

のの，津波が町内に入り込み，床上りしたところもあっ

た，と記されているまた，後述する伊藤家の史料では，

寄居村（現在の新湯市中央区寄居 ：新瀦島の中央部）ま

で八戸藩の船が津波によって流されたことが記されてい

る（矢田， 2012a).

新川河口部から遡上した津波の被害は，長岡藩領五十

嵐浜村（現在の新湯市西区五十嵐 2の町）の庄屋である

伊藤家の史料に記録されている ．これによると ，新川を

遡上した第 3波目の津波によって，河口に近い橋（浜往

来橋）と河口から約 2kmに位置する橋（内野往来橋：

現三日月橋）は落橋し，西川の底樋が破損したため海水

が，砂丘列背後の横尾村（河口から，約 2.5km:現在の

新湯市西区横尾）まで流入している（第 6.13圏）． また，

漁船は 10隻，田船は 70隻あまりが破損したことが記録

されている（矢田，2012a,b)． このように，本地域では，

天保庄内沖地震の地震動による建物被害は軽微であった

が，液状化が発生するとともに，津波の河川遡上による

被害が大きかったことが推定できる

1964年新潟地震

新滉地震は，1964年 6月 16日午後 1時2分に，新渇

県の粟島付近を震源 (M7.5) として発生し，新潟市で

は震度 5（当時の震度階級）を記録した地震であるこ

の地震による被害の記録は，新潟地震誌（新潟市，

1966)，新潟地震の記録 （新湯県，1965)，新渇地震調査

研究報告（地質調査所， 1966a)，新湧地震予察報告 （地

質調査所， 1966b)，新渇地震災害調査報告（日本建築学

会， 1964)，昭和 39年新渇地震震害調査報告（土木学会

新湯震災調壺委員会， 1966)など，行政機関， 研究機関

や学会による多くの調査が行われている

本地域では，特に液状化による宅地地盤，道路，建物，

橋梁等の構造物，堤防，鉄道などの被害が顕著であり，

被害調査記録が残されているこのうち新潟市街部を 中

心とした地域の液状化 建物被害浸水被害の状況は，

新潟地震地盤災害図（西田ほか， 1964：第 6.14,第 6.15 

第 6.12図 1833年庄内沖地震新発田藩被害地点と被害数（新渇市中心部）

矢田 (2012b)による基図は国土地理院発行の 5万分の 1地形図 「新渇」 (1911年測図）を使用した
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第 6.13図 五十嵐浜村と新川の橋

矢田 (2012b)による基図は国土地理院発行の 2万5千分の 1地形図「内野」 (2009年測図）を使用した．

9,  1lkm 

／ 

兌

ダ‘て

新潟地震地盤災害図

第 6.14囮新潟地裳地盤災害図 （全体）

西田ほか (1964)による
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第 6.15図 新潟地震地盤災害図 （新湯駅付近の拡大）

西田ほか (1964)による．

図）として取りまとめられたこの災害図は，都市域の

被災状況を詳細に記録した初めての都市災害記録図であ

るとともに，今後の地震時の液状化 （再液状化）しやす

い地盤を示した災害予測図となっている

新焉地震地盤災害図によると， 1964年の新渇地震の
みなと いしずえ

際には，入船町，羅葛町， 湊町， 礎町などで激しい液
ふるまち

状化現象が発生したことがわかる．その一方で，古町地

区の被害は比較的軽微なものにとどまり ，液状化現象も

ほとんど確認されなかった．この理由として，一般に，

古町地区の地盤の形成が地震発生の 300年以上前にさか

のぽり，年代を経ることによ って締固め効果が現れたた

めとされてきた （横尾， 1976)．この説明の場合は，信
しも まち

濃川最下流左岸の古町～下町地区を構成する表層地質

が，砂層を主体しているということを前提としていた

しかし，ボー リン グデータは，古町地区の地盤が一様な

砂地盤から構成されているわけではないことを示してい

る． したがって地震による被害の程度と構成地盤の性

状の関係について論じる際には地盤形成年代とともに

地盤の構成内容も合わせて考察する必要がある

他方古町地区の上流側に位置する関屋～白山浦地区

は，江戸時代半ばに描かれた古絵図「延享4(1747)年
ぬったり

沼垂新潟増減立合絵図」 （新混市歴史博物館蔵）では，

左岸側の大きな湾入部に形成された中州として描かれて

いるまた，その南側で現在の信濃川に面した新潟県立

がんセンターのある川岸町や県民会館のある一番堀通町

は， 1911年測図の 2万 5千分の 1地形図では信濃川の

河道の一部に含まれているこれら白山浦地区や川岸町

地区の表層部は，いずれも大半が固結度の低いゆるい砂

から形成されており近世以降に形成された信濃川の中

州の堆積物 (cd)あるいは旧水域 （河J||）の埋士 (ri)

である．1964年の新渇地震では，このような形成年代

の新しいゆるい砂層で液状化現象が最も顕著な形で現れ

た．

また，旧阿賀野川は，信濃川との合流部に形成された

砂州のために分流し，一方は信濃川に合流し，他方は北

側へ直角に向きを変え日本海に注いでいた時期があった

（寛文 12(1672)年， 4度目沼垂町割王瀬山崩西川合河

新湯川端堀口両湊絵図新褐市歴史博物館蔵）（新混市

歴史博物館， 2008)．北流した分流は，後に河口が閉塞
ふるみなと

され，古湊としてしばらく残っていた現在の古湊町

や古川町はその名残と推定される 1964年の新潟地震

の際に，両町で液状化現象が起こ ったことは，古絵図と

符合する．

更に現在の新渇市西区の砂丘の末端部では，液状化

に伴う地すべりが発生し，家屋の倒壊や道路の変状被害

が発生した．主な発生地点を第 6.16図第6.17図に

示す液状化に伴う地すべりは，砂丘斜面の末端部が液

状化をして支持力を失うことにより，背後の砂丘斜面が

地すべりを起こしたものである． これまで被害状況の写

真は報告されていたが発生位置が不明であった地す

べりの面積は， 6,000 ~ 8, 000而程度と推定できる．

液状化以外の顕著な被害としては，スロッシングによ
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第 6.16図 砂丘末端部での液状化による地すべり発生地点

A-Dの地点は，聞き取り 調査により地すべりの発生を確認した地点（風間，未公表資料）．このうち， 現地の写真が確認

できたものを第 6.17固に示す

第6.17図 各地点での地すべり被害

A:新渇市， 1966:C:通産省地質調査所， 1966b:D:渡辺一男氏撮影（提供），地点の位置は第 6.16図に示す．なお，

B地点の写真は現存していない
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第 6.3表 新渇市周辺における主な水害

災害発生年月 被害の概要

1896（明治29)年7月 燕市横田の信濃川左岸で破堤．死傷者78人，浸水家屋25,000戸．新潟市西区横尾での浸水深

横田切れ は約2.4m.大河津分水路建設の大きなきっかけとなった．

1913（大正2)年 新潟市江南区横越地区一帯で阿賀野川の洪水とそれに伴う小阿賀野川の氾濫や堤防の決壊

木津切れ で亀田郷内（現在の新潟市江南区）の低地はほぼ水没．

1917（大正6)年10月 新潟市江南区天野新田の曽川水門で破堤．破堤箇所は長さ約100m.亀田郷内は広範囲で水没

薗川切れ した

1958（昭和33)年7月 台風11号により新潟市北区の福島潟が氾濫．床上浸水， 95戸．

1961（昭和36)年8月 集中豪雨により，白根市（新混市南区）で死者 1名，重軽傷者40名．宅地53ha,耕地2,622ha, 

2,250戸が被害

1966（昭和41)年7月 県北一帯に集中豪雨が発生．旧新洞市内では，床上浸水335世帯，床下浸水1,452世帯．旧

下越水害 豊栄市（新涅市北区）の 8割が浸水，住宅全半壊503棟，床上浸水1,810棟．水稲の収穫皆無

地2000ha.

1967（昭和42)年8月 前線の活発化による新涅県から山形県南部の地域で集中的な降雨．福島潟の増水による浸水

羽越水害 被害．旧新潟市では，床上浸水328世帯，床下浸水2,526世帯，旧豊栄市では，住宅全半壊30

棟，床上浸水727棟．

1978（昭和53)年）月 梅雨前線の活発化による佐渡と下越地方で集中的な降雨．信濃川の増水，西川，中ノロ川の

氾濫などで新潟市西区や南区の広範囲で住宅や田畑が浸水．旧新潟市域で床上浸水142世帯，

床下浸水1,113世帯．

1984（昭和59)年7月 新潟市で 1時間雨量52mm,総雨量107.5mmを記録．新潟市中央区の新褐島地区，西区の坂井

輪地区，中央区を中心に床上浸水807棟，床下浸水5824棟の被害．

1998（平成10)年8月 新潟市で観測史上最大となる 1時間97mm,日降雨量265mmを記録．新褐市内では通船川や鳥屋

野潟流域などで，床上浸水1,381棟，床下浸水7,959棟．旧亀田町内（新潟市江南区）では，

住宅床上浸水85棟，住宅床下浸水556棟，非住宅浸水3棟．

1998（平成10)年10月 旧亀田町内で住宅床上浸水98棟，住宅床下浸水6棟，非住宅浸水3棟．

2004（平成16)年7月 梅雨前線の活発化による長岡 ・三条地域での集中的な降雨．信濃川下流域で既往最大流量を

新潟 • 福島豪雨 記録

2011（平成23)年7月 梅雨前線の活発化による中越地域での集中的な降雨．信濃川下流域で高水敷の冠水．新潟市

新潟 • 福島豪雨 南区の一部で避難指示発表．

新潟市 (2015)及び国土交通省北陸地方整備局信濃川下流河川事務所 (2015)より作成．

る石油タンクの火災，信濃川や阿賀野）1［から遡上した津

波による浸水被害が発生した信濃川河口部での津波高

は約 1.8mであった

6. 6 水害

新湯市は，越後平野の中央部に位置し標高 5m以下の

低平地が広がっている ．信濃川や阿賀野川の二大河川及

びその他の河川が複雑に入り組んでいるため， これまで

も大規模な洪水が繰り返されてきた．

1600年から 1949年までの 350年間で記録に残る大洪

水は 94回とされており，高い頻度で洪水となっていた

また，越後平野は，河口部に砂丘列が発達し，河川勾配

が非常に緩い ことから洪水による長期湛水が発生した

新渇市周辺における主な水害の歴史を第 6.3表に示す．

1896年の「横田切れ」と 呼ばれる破堤があり，越後

平野一帯の約 18,000haが浸水した これを契機に，信

濃川の洪水を日本海へ直接放流する大河津分水路が建設

され， 1922年に通水開始されたまた，西川，新川，

能代川，中ノロ川の改修工事が進められ，信濃川下流部

でも低水路工事等が実施されたこのような河川整備に

より，大容量のポンプ排水を主体とする土地改良事業が

行われ，越後平野での褐の干拓や湛水田の湿田 ・乾田化

が進展した最近では，信濃川最下流部の洪水対策とし

て，新渇地震以後の 1972年に関屋分水路が整備された．
と や の がた つうせんがわ

また，鳥屋野潟通船川及び栗ノ木川は，ポンプ排水が

行われ周辺農地は湿田から乾田へと移行した．更に，

1970年代以降の急激な市街地の拡大により，現在では

洪水氾濫域における人口の集中及び資産の蓄積が進行し

ている

広大な“ゼロメートル地帯＂に発達した市街地では，

自然排水ができず，排水機による排水区域が市街地の大

部分を 占めるため，近年の 1978年 6月や 1998年 8月な

どの水害により，広域的な内水氾濫による市街地の浸水

被害が発生している．
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6. 7 地 形 改 変

土地開発の歴史

和銅 5年 (712年）に出羽郡が越後国から分離され，

越後の国域が確定した後，越後国府は頸城郡（現在の上

越市）におかれたそれ以降戦国時代まで，越後の政治
ほ

の中心は上越地方にあった有力な荘園や保は，上越地

方（頸城）や中越地方（魚沼，古志），阿賀野川以北に

集中していた現在の新混市を含む越後平野中央部は，

湿原環境が支配していたため開発が遅れた（鴨井 • 安井，

2004;鴨井， 2004,2011)．戦国時代になって治水工事

が盛んに行われるようになり，江戸時代以降多数の放水

路が開削されるとともに戦後になって動力による排水

が行われるようになって状況は一変した「地図にな
かめだ：：：ぅ

い湖」あるいは「芦沼」にたとえられた亀田郷は，乾田

化されている

本地域における土地開発で大きな転機となったのは，

1730年の松ヶ崎放水路の開削と翌年の阿賀野川本流化

及び 1922年の大河津分水路の通水である．これらより ，

阿賀野川及び信濃川の河口に位置する新渇市の地理的環

境は大き く変化した松ヶ崎から山の下にかけて流れて

いた幅広い阿賀野川旧河道や，大河津分水路の通水によ

り）1|幅が大きく減少した信濃）1|河口付近は埋め立て ら

れ，住宅地や商 ・工業地に変わった

一方，戦後，人口が大きく増加するにつれて信濃川河

口左右岸の砂丘地や市街地周辺の水田が住宅地としてつ

ぎつぎと開発されてい った．更に， 1972年に関屋分水

路が完成し，これにより信濃川下流左岸は水域により分

断されて新焉島と称される地区となった

松ヶ崎放水路

松ヶ崎放水路は，享保年間の紫雲寺潟干拓にともなう

新発田藩に対する補償工事として，加治川の増水に対応

する放水路として計画された しかし，放水による水量

不足から信濃川河口の土砂堆積が進み，湊の水深が浅く

なることや放水路の河口に新たな湊が作られることを恐

れた新潟湊（長岡藩領）が反対したため，幕府は，平常

水位を超えた分（洪水時に定杭を越流した分）だけ放水

することや放水路には舟を出入りさせない ことを条件に

工事を許可した放水路の幅は 30間（約 54m)，延長

は385間（約 690m)であった放水路は，完成翌年 (1731

年）の融雪期の洪水で仕切りの定杭が破壊されて河川水

が流れ込み，水路は 150間 （約 270m)に拡大し，阿賀

野川の本流と化してしま った （大熊 1988,1996)． こ

の影響は，新潟湊の堆砂や阿賀野川旧河道の干上がり，
しまみまえがた

上流の福島潟周辺や島見前渇の水位低下をもたらした．

また， これにより福島渇周辺の千拓が進むとともに，新

川放水路や大河津分水路の建設機運が盛り 上がった

新川放水路

西川と 中之口川にはさまれた西蒲原郷は，排水条件が

悪く水田開発が遅れた 1731年の松ヶ崎放水路の阿賀

野川本流化によって福島潟周辺の干拓が大いに進んだこ

とに触発され，西川を横断し，砂丘を掘り割って日本海

へ放流する新川放水路が計画された しかし，松ヶ崎放

水路で大きな打撃を受けた新湯湊の反対を押し切るため

には西川と新）IIの立体交差と，飛砂による水路の埋没

防止という技術的課題を克服しなければならなかった

こうした難題に対して，木製の底樋の埋設，マツ林（飛

砂林）の造成により解決をはかり，最初の誓願から 80

年あまり経過した 1818年に着手し 1820年に完成した（大

熊 1996;新潟市郷土資料館編，1979).

しかし，干拓地の標高が低いため十分な排水効果が現

れなく，乾田化するには機械排水による排水改良を待た

なければならなかった大潟，田潟，鎧潟の三渇のうち，

最初に干拓されたのは大渇で 1932年，田湯が 1947年，

鎧渇は 1966年に干拓排水が開始され，圃場整備事業が

完了したのは 1971年であった（新潟市， 2009)．現在，

新川放水路の河口には，排水能力毎秒 240トンの新川河

口排水機場が設置されている．

信濃川下流沿岸

国の重要文化財に指定されている鉄筋コンクリート製
ばんだい

の現在の萬代橋は 3代目であり，初代と 2代目は木造で

あった初代の萬代橋は， 3代目の 306.9mに比べはる

かに長い 430間（約 782m)であった 2代目か ら3代

目への架け替え理由は，1922年の大河津分水路通水後

に信濃川河口付近の川幅が約 770mから約 270mに著

しく減少してしまったこと，及び当時普及し始めた乗り

合いパスや自動車の通行に対応するためとされる（国土

交通省北陸地方整備局新潟国道工事事務所， 2005)．信

濃川の川幅が減少した部分は，浚渫土などで順次埋め立

てられ，造成地の売却代金は橋の建設費の一部にあてら

れた信濃川河口部の埋め立て作業は，大正末期から焼

島混などで始められ， 1929年から信濃川両岸で本格的

に開始され，四半世紀をかけ，戦後になってようやく終

了した

関屋分水路

関屋での分水計画は江戸時代からあり， 1911年には

坂井輪郷水利組合が920間 (1,673m)の細い水路を開

削し通水させていた（この水路は， 1911年測図の 2万5

千分の 1地形図で確認される）． しかし，この堀割は数

年で埋まってしま ったその後も何度か分水路の建設計

画が浮上 したものの実現にはいたらなかった

高度成長期をむかえ，新潟県は，分水路の下流側から

萬代橋まで信濃川の川幅を 40m程度埋め立てて売却し

建設資金に充てる計画を立て， 1961年に地質調査等を

開始し 1964年 3月に建設に着手した しかし，その直

後の 1964年 6月に新混地震が発生し，信濃川河岸の激

しい液状化現象を目の当たりにした新潟県は計画を断念
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した ところが， 1965年に河川法が改正されて信濃川

が一級河川になると，一転して国の直轄事業として分水

路の計画が実施されることになった．

分水路は幅 240-290 m, 延長 1.8kmの規模で，そ

のうち沖積地にあたる上流 0.5kmは築堤方式，砂丘地

にあたる下流 1.3kmは開削方式として計画された．エ

事は 1967年 12月に出水口となる新渇大堰から始まり，

1972年 1月に通水， 1975年に信濃川水門が完成し工事

は終了したなお，掘削土は新潟バイパスなどの盛土に

使用され，開削部に当たる住宅 (693戸，870世幣）は，

近接する関屋の新湯競馬場跡地に移転した （現在の信濃

町，文京町）（建設省北陸地方建設局編， 1979;北陸建

設弘済会，1997;新渇市，2011a).

福島潟放水路

福島潟は排水条件が悪く，湛水しやすい地形条件下に

位置している．福島潟放水路は，福島渥から新渇東港に

いたる幅 100m,延長 6,300m,毎秒 300トンの排水能

力をもった放水路で，1966,1967年と連続して発生し

た下越羽越水害で大きな被害を受けたことをきっかけ

に計画された （新渇県土木部河川課， 2009) 福島渥周

辺の水位は，ふだんは下流の新井郷川排水機場によって

調節されているがその排水能力を超えた排水を日本海

へ直接放流するための放水路を必要としていだ

1969年に着手されたものの，途中に何列もの砂丘列

があることから工事は難航していたそのような折，

1998年の 8.4水害により福島渇周辺が広い範囲で湛水被

害を受けたことから，河川激甚災害対策特別緊急事業と

河川災害復旧等関連緊急事業が同時採択され，計画を一

挙に前倒しする形で 2003年度に完成した完成後，

2004 年 7 月新湯 •福島豪雨や 2011 年 7 月新湯•福島豪

雨に見舞われたが，福島渇周辺に目立った被害はなかっ

た．

砂丘地

本地域内には，ゼロメートル地帯の広がる低平な亀田

郷を中心に，州［竹闘棄行閻，中山，中野山，粟山，石

山，山ニッ，姥ヶ山，下山，寺山，丸山，岡山，城山，

舟戸山西山，北山，砂山，藤山，茅野山，直り山，尾

山，黒山，居山，笹山，物見山，米山，平山，細山など

山のつく地名が多数存在する．この事実は，低平地にあっ

ては，わずかな高まりが生活上非常に重要な存在であっ

たことを示しているこうした高まりの多くは砂丘の一

部であり，砂丘の高まりを拠点に平野が開発されていっ

た 1911年測図の地形図では，砂丘列と集落の分布が

ほぽ一致している状況が見て取れる．

内陸に分布する形成年代のやや古い砂丘列 （新砂丘 I

-2～新砂丘 I-4,新砂丘 II-1～新砂丘II-4)は，

江戸時代以前から既に集落地を形成していたと考えられ

る． しかし，海岸に面し，かつ最も規模の大きい新砂丘

皿 — 1 及び新砂丘皿— 2 は，飛砂により表層部が安定し

ないため，土地利用ができなかった江戸時代の中頃に

管建工法が考案されると砂防林の造成は進み，幕末に初

代新焉奉行に就任した川村修就は，在任中の 6年間に約

3万本のクロマツを植栽し，飛砂防止に大きく貢献した

（新潟市， 2011b)．現在，新渇海岸沿いの砂防林は，飛

砂防備保安林に指定され，新渇県と新渇市によって管理

されて安定した状態を維持している

海岸砂丘 （新砂丘ill-1及び新砂丘ill-2)のうち，

阿賀野川以東と新川以西は，主に畑地として利用され，

ダイコンや葉タバコ，チューリップ，スイカ，ネギなど

を栽培する砂丘地農業が盛んである （鴨井， 2010)．阿

賀野川～信濃川間では，阿賀野川左岸の海岸寄 りが空港

として，信濃川右岸は臨海工業地帯としてそれぞれ開発

され，新湯空港と工業地の間は，住宅地や畑地として利

用されている． 一方，阿賀野川～信濃川間の内陸寄 りは，

住宅地が大半を占める．更に，信濃川より西側，関屋分

水を越えて新川にいたる間は，住宅で埋め尽くされてい

るこのように，砂丘地上では，小規模の切り盛り造成

により，広範囲にわたって宅地が開発されている．

なお，こうした砂丘地の内陸側縁辺部 （例えば新焉市

西区青山 1~2丁目 ）では地下水位が豊富であること

に加え，切り盛り土工により平坦地化されていることが

多いことから，地震時に液状化しやすい傾向を持つと考

えられる （国土交通省北陸地方整備局企画部・ （公社）

地盤工学会北陸支部編， 2012)

新潟東港

1960年に策定された国民所得倍増計画の重点施策の

一つとして， 1962年に新産業都市建設促進法が公布さ

れたこれを受け，新潟県は新渇地区の新産業都市への

指定を目指し，堀り込み式の港湾を中心とした臨海工業

地帯を聖籠地区に建設することとした．建設に先立ち，

1961, 1962年に計 19本のボーリング調査が実施された

（調査深度は 40~50mで，うち 1本は 100m)．更に，

1965 -1969年度までの 5カ年にわたって計 52箇所の

ボーリング調査が追加実施され，東港建設予定地の表層

には， 厚さ40-50 mの砂層が広範囲に分布することが

明らかにされた （新渇県商工労働部企業振興課， 1970).

工事は 1963年着手， 1969年までに東西の防波堤建設や

中央水路の開削などの主要部分の工事が終了し，同年開

港した （新渇市，2011a).

計画は砂丘地を南北に大きく掘り込み，中央水路 （幅

240 m, 延長 2,400m, 水深 -13.0--10.0 m)と南部で

掌状に分かれた泊地 （水路）の周辺に工業用地を配置し，

更に東西の海岸部に埋め立て地を造るという広大なもの

であったまた，港内に新発田川放水路と福島湯放水路
はせんかじかわ

を引き込み，派川加治川はこの掘り込みによって分断さ

れることとなった

なお，工事の過程で，中央水路開削部の標高 -6.5~

-10.0 mの範囲に，直径約 1m, 長さ 10m以上の古木が
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10本近く散在していることが発見され，そのうちの 1

本（カツラ）から 2,340士 125yrs BP (2, 745 ~ 2, 107 

cal BP) という 14c年代値が得られた （茂木， 1980;鴨

井ほか，2015)．この年代値は，新砂丘 Il-4を構成す

る砂丘砂層の下位に位置する細粒砂層～細礫層の堆積年

代を示すと 判断される （鴨井ほか， 2006)．これらの事

実から， 新渇東港は，主に新砂丘皿ー 1, 2及び新砂丘

II -4を削って建設されたものであることがわかる．

6. 8 土 質特性

越後平野は，基本的にバリアーラグーンシステム（阿

賀野川流域ではデルタシステム）が前進して埋積された

平野である（ 卜部ほか，2006a; 卜部， 2008)．平野全体

では，砂質土と粘性土の互層が最も卓越して分布する と

ともに，内陸側では礫質土，沿岸部では砂質土が広く出

現する ．また，太平洋側に特徴的な内湾性の“海成粘土

層＂の発達は 乏しく，海進に伴って砂洲が形成されたこ

とによる潟成の堆積物が分布しているただ，渇成の堆

積物は信濃川や阿賀野川から供給された膨大な堆積物に

よって遮られ，その分布は断片的なもの となっている（北

から岩船潟塩津潟，福島湯，古白根渇）．

本地域は越後平野の沿岸部に位置するため， 表層部の

河川性堆積物（白根層上部の Sum2や Suaなど）を除き，

河川の下流部や砂丘地から海域（前浜～沖浜）で堆積し

た砂質土（白根層中部の Sms1及び Sms2, 白根層上部の

Sud, Sus)，粘性土（白根層 中部の Smm1) 及びそれら

の細かい互層（白根層下部の Sla, 白根層中部の Sma)

が主として分布している．完新世の海進に伴って形成さ

れた潟湖の堆積物は， 本地域よ りも内陸側に広く分布し，

本地域では福島潟地域に限られる（白根層中部の

smm2)． 

新潟県平野部の土質特性は，建設省計画局 ・新渇県

(1967)，新潟県地質固改定委員会編 (2000)や新潟県地

盤図編集委員会綱 (2002) によって総括的にまとめられ

ている． また，越後平野の本地域に関するもの としては，

仲川 (1984)，安藤 (1987)，柴田・安井 (2005)などの

報告がある． ここでは，新洞県地盤図編集委員会 (2002)

に基づいて本地域に該当する代表的な土質について述べ

る．

鳥屋野潟周辺の粘性土及び有機質土

白根層上部の Sum2は表層部に広く分布し，全般に N

値が 0~5と小さい粘性土や有機質土（有機質粘土，腐

植土）が主体となる烏屋野潟周辺には Sum2が広く分

布し，その土質特性がまとめられている．鳥屋野潟周辺

における Sum2の層序を第 6.18図，層毎の土質特性を

第 6.4表に示すなお，第 6.18図中の Aslは白根層

上部の Susに相当する

福島潟地域の粘性士

福島渇地域は福島潟を中心とする半径 5km程度の範

囲を指し，本地域で最も厚 く軟弱な粘性土が分布する （最

大で 35mのN値が 2以下の軟弱な粘土～シルト）地域

である．第 6.5表に各層の土質特性一覧表を示す．第

6. 19図の Aclは白根層上部の Sum2に， Ac2(me) は

白根層中部の Smm2,Ac2は白根層中部の Sma中の粘性

土にそれぞれ相当する．

物理特性では Sum2が淡水域の堆積環境を反映して，

湿澗密度，粘土分含有率，コンシステンシー特性，間隙

比ともにばらつきが大きい．Smm2は汽水域の堆積物で

まとまりの良い分布を示し， 自然含水比や間隙比は深度

15m付近をピークとする弓型の形状を呈す．

第 6.19図はFG-1コアの粘性土（粘土及びシル ト）

について実施した自然含水比と，珪藻の殻含有数及び海・

汽水種の割合（安井ほか， 2007による）を比較したも

のである自然含水比の深度分布固は 3深度でピークを

示す特徴的な形状をなす．福島潟の粘性土には多くの珪

藻殻片が含まれてお り，自然含水比の変化は珪藻の殻含

有数のそれと良く対応しており ，自然含水比の大小に珪

本
地
域

Sum2 

Sus 

層名

Acl-1 

Apl-1 

Ac1-2 

Apl-2 

Acl-3 

特徴 I 備考

極＜軟弱な粘性上で広範囲に連続するが，一部見られない
箇所もある．有機質粘土～腐植土に近い土質も含む
極＜軟弱な腐植土で鳥屋野潟付近から北部へ向かって薄く
なり，南部～南東に広範囲に連続する．信濃川付近など一
部見られない箇所もある
かなりの層相の変化があり，粘土，シルト，砂，有機質粘
土からなり，層厚分布も一様でない 一部見られない箇

三言三三1二：：
第 6.18図 鳥屋野湯周辺における Sum2の層序

新潟県地盤図編集委員会 (2002)に加箪した
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第 6.4表 鳥屋野湯周辺の Sum2の粘性土及び腐植土の土質特性

層 Acl-1 Ap1-1 Acl-2 Apl-2 Acl-3 

最,j,j直～最大11 変動係数 は料数 最IIヽ 憧ー最大憧 変動係数 試料数 最小直～最大慎 変動係数 試料数 最ヽ J,(Iー最大伍 変動係数 試料数 最小直～最大僅 変動係数 試料数

平均値 平均値 平均1il! 平均値 平均値

自然含水比 43~272 0 55 38 128~931 0.36 84 43~117 024 27 92~681 059 15 51 ~294 6 

Wn ％ 105 443 74 281 157 

湿潤密度 113~171 0 11 36 090~135 0.07 76 1.06~1 85 0 11 25 1.01~148 0 13 12 113~166 6 

，，t g/cm ， 1 44 1 06 I 53 116 1 32 

般 間隙比 1.24~614 050 34 329~1692 0.31 72 0 89~8 07 061 25 225~1275 055 12 141~472 5 

e 2 72 911 2 20 5.67 315 

土粒子の密度 219~2 68 004 38 1.45~2.51 0 12 84 2 52~2 67 0.01 27 162~248 0.17 15 1.97~2.66 6 

9S g/cm' 2 54 193 262 2.00 2 36 

礫分 ％ 0~1 

゜ ゜ ゜砂分 ％ 0~31 0~8 0~20 

7 1 8 

粒 シルト分 ％ 28~74 31-70 30~69 

度 46 
33 

56 
27 

53 
4 

粘土分 ％ 15~71 28~69 18~70 

47 43 39 

最大粒径 mm 01~9.5 004~2 0 25~0 425 

0 98 029 0.34 

コ 液性限界 42~242 042 67~922 0.36 45~208 041 80~755 0 60 52~ 158 

ン WL ％ 120 420 86 327 1 1 5 
シ
ス 塑性限界 28~102 036 42~352 0.39 28-68 024 41~320 054 30~73 

テ Wp ％ 51 
33 

177 
70 

40 
28 

155 
14 

56 
4 

ン 塑性指数 14~166 051 25-674 0.43 12 2~140 058 32~435 073 22~85 

了 Ip 69 242 46 171 59 

分類 分類（最多の分類） (OH) I - (Pt〉 (MH) I - (Pt) (OH) 

一軸圧縮強さ 14~78 054 18 7~60 0 58 42 9~102 066 I 10 17~138 070 I a 32~79 4 

軸 qu KN/m2 34 24 41 58 54 

せ 非捨水せん断強度 11~38 0.38 I 1, 5~53 049 20 10~29 I 4 I 0 
1 

; Cu kN/m2 21 23 23 44 

圧密降伏応力 25~158 0.56 33 7~145 064 66 40~170 0.44 23 28~119 051 11 57~116 6 

圧 Pc kN/m2 59 30 88 60 84 

密 圧縮指数 027~586 0.98 33 1 01~1163 042 66 0 25~ 1 44 0.48 23 1.89~7 49 048 11 043~3 54 1 

Cc 118 513 0 71 416 1 89 

土のpH 53~60 I I 3 
4 3 ~ 6.4 | I 16 

| 
I I 

| 

1 

I 
| 1 

5 7 58 53 55 56 

強熱減量 98~258 I I 8 
1 63 ~ 89.4 | I 46 4.9~6 9 I I 2 I 

| 1 I 
| 1 

Li ％ 156 53 6 59 20.0 152 

新渇県地盤図編集委員会編 (2002)による

第 6.5表福島褐地域の土質特性一覧表

分類

Ac1 Ac2(mc) Ac2 

粘土分含有率 7~52 17~64 16~38 

（％） (34, 0 4) (45, 0.3) (23, 0.4) 

土粒子の密度 1.93~2 68 249~271 2 50~2 63 

fJ s(g/cmり (2.57, 0 04) (2.62, 0 02) (2 57, 0.01) 

液性限界 49 4~335 9 471~1284 43 7~90 5 

WL (%) (105.8, 0 5) (76 9, 0 2) (55.5, 0.2) 

塑性限界 18 9~64.5 199~476 20 6~41 5 

Wp(%) (35 2, 0.2) (309, 02) (28 8, 0.2) 

自然含水比 241 ~144.0 25.9~98.7 29.7~71.7 

Wn(%) (79 1, 0 3) (62 5, 0 2) (43 6, 0 2) 

湿潤密度 1 05~1 83 1.43~ 1.88 1.56~1.80 

f)t(g/cmり (1 50, 0 10) (1 60, 0 05) (1 70, 0 04) 

間隙比 1.0~3.8 11~2.8 1.0~1.8 

e (2 2, 0 3) (18,02) (1 2, 0.2) 

一軸圧縮強さ 11 8~118.7 500~145.1 68.6~262 8 

qu (KN/mり (37 1, 0.6) (87 0, 0 3) (1501, 0 4) 

圧密降伏応力 230~213.9 47.1~569.0 312.8 ~ 540.0 

Pc(KN/mり (63 8, 0 8) (1637, 06) (480 4, 0 1) 

圧縮指数 03~51 04~1 7 05~1 0 

Cc (1.1, 0.8) (0 8, 0.4) (0.6, 0.3) 

数値は最小値，最大値（平均値，変動係数）を示す

新潟県地盤固編集委員会編 (2002) による

藻の殻含有数が深く関与している ことが考えられるな

お，珪藻の殻含有数は海・汽水種の割合ともおおむね対

応しており，海・汽水域のプランクトン （浮遊性種）が

殻含有数に関与しているものと考えられる

沿岸部の深部粘性士

沿岸部の深部粘性土は，深度 30m以深に分布し，白

根層中部の Slllin1に相当する． N値は一般的に 6~ 20 

である深部粘性土の上位には N値が40前後を示す比

較的締りの良い砂質土 （白根層上部の Sus)が分布する

ため，深部粘性土に関する調査は限られている （新潟市

街地の大規模ビルの調査が主体）．第 6.20図に上質特

性の深度分布図を示す．一般的な沖積粘性土に比較して，

シルト分が多く，湿潤密度は 1.75~ 1.85 g / cm3とやや

高い値を示す安藤 (1987) ば深部粘性土の圧密特性に

ついて検討し，本地域南方の白根地域に分布する粘性土

（本地域の Slllin2に相当：正規圧密粘土） と異なり，過

圧密粘土との結論を示している

砂質士

本地域の地下に最も厚く分布し，新渇県地盤図編集委

員会編 (2002)では，成因に よって砂丘砂 (Asd)，河

川成砂 (Asl)及び海成砂 (Asl(m)）に区分されている

砂丘砂は白根層上部の Sudに，河川成砂は 白根層上部

の Sua,海成砂は白根層中部の Sms1及び白根層上部の
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第 6.20図 深部粘性土の土質特性の深度分布図

新湯県地盤図編集委員会編 (2002)による．
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Susに相当する信濃川下流地域 （第 3.2医の古町～関

屋地区万代～沼垂地区及び鳥屋野混～牡丹山地区）の

資料で作成された各層の粒径加積曲線を第 6.21図に示

すまた，自然含水比は砂丘砂で 5~30%，河川成砂

と海成砂で 20~30％で，細粒分含有率はいずれの砂

もほぼ 20％以下でその中でも砂丘砂が最も少ない．

なお，新潟地震において最も液状化が顕著であったのは

河川成砂とされる
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第6.21図 砂丘砂．河川成砂及び海成砂の粒径加積曲線

新潟県地盤図編集委員会編 (2002)による
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付図 1 14C年代測定試料採取位置屈

3, 25及び38については試料の採取位置が不明．



付表 1 l4C 年代値一斃表

地点 試料
試料名

標高
試料採取地点

緯度 経度 採取深 採取標
試料の種類 測定値(yrsBP) 

8'’C 同位体分別補正済
暦年較正年代 (calBP) コード番号 文献•その他番号 番号 (m) 度分秒 度分秒 度(m) 高(m) （％） 年代値(yesBP) 

1 1 新潟東港埋木 新潟市北区太郎代 37 58 34 139 13 41 -8 00 木片 2,340 士 125 -25 0 2,340 土 129
2,744 (94 5%) 2,106 

TH-119 
茂木(1980)，臆井ほか

2,084 (0 9%) 2,064 (2015)，標高は推定

2,310 (944%) 1,863 
新潟県商工労働部企業振

2 2 新潟東港B-17-1 5 12 新潟市北区太郎代 37 58 28 139 12 38 19 28 -1416 腐植物 2,100 士 80 -27 0 2,067 土 93 不明 興課(1970),騰井ほか
1,845 (1 0%) 1,830 

(2015) 

736 (95 1 %) 460 
新潟古砂丘グループ

3 3 太郎代砂丘間凹地 2 40 新潟市北区太郎代 03 2 10 腐植土 630 士 90 -270 597 土 102 Gak-3631 (1974)，鴨井ほか(2015)，試
348 (0 3%) 340 

料採取地点は不明

4 TA（太夫浜）ー1-1 46 35 -42 35 木片 3,130 士 30 -24 4 3,140 士 30
3,446 (80 2%) 3,326 

IAAA-41011 
3,294 (15 2%) 3,254 

5 TA（太夫浜）ー1-2 4 00 新潟市北区太夫浜 37 58 7 139 9 46 60 12 -56 12 貝殻片 4,100 士 40 -0 5 4,490 土 40
5,300 (90 5%) 5,035 

IAAA-41009 ト部ほか(2006b)4 
5,010 (4 9%) 4,978 

6 TA（太夫浜）ー1-3 88 49 -84 49 貝殻片 9,610 士 50 -4 2 9,950 土 50 11,613(954%) 11,241 IAAA-41014 

7 TA（太夫浜）ー1-4 91 06 -87 06 貝殻片 10,360 土 50 -42 10,700 土 50 12,721 (954%) 12,572 IAAA~41013 

2,306 (1 4%) 2,232 
8 羽田1-1-2 6 63 -3 63 炭化物片 1,530 土 340 -25 0 1,530 土 342 2,205 (0 2%) 2,195 N-5785 

2,185 (93 8%) 790 

3,137(01%) 3,132 

9 羽田 1-1-4 8 74 -5 74 木片 2,580 士 160 -25 0 2,580 土 163
3,105 (0 2%) 3,096 

N-5786 
3,077 (94 8%) 2,308 
2,224 (0 3%) 2,209 

75 

5 10 羽田1-1-7 3 00 新潟市北区新崎 37 55 16 139 9 14 18 75 -15 75 木片 4,200 土 100 -25 0 4,200 土 105
5,032 (0 7%) 5,016 

N-5787 本報告4,976 (94 7%) 4,436 

5,595 (95 1 %) 2,701 
11 羽田1-1-8 25 90 -22 90 炭化物片 3,590 土 580 -25 0 3,590 土 581 2,632 (0 I%) 2,618 N-5788 

2,563 (0 2%) 2,541 

4,295 (95 0%) 2,306 
12 羽田1-1-9 30 85 -27 85 木片 3,010 士 395 -25 0 3,010 土 396 2,232 (0 3%) 2,205 N-5789 

2,195(01%) 2,185 

13 羽田1-1-11 57 50 -54 50 木片 9,100 + 360 -25 0 9,100 + 361 11,274 (95 4%) 9,419 N-5790 

1,892 (921%) 1,517 
14 潮止堰11-1-1 1 81 0 92 繊維質腐植土 1,790 土 80 -27 0 1,757 土 93 1,493 (0 5%) 1,482 KEEA-542 

1,462 (2 7%) 1,417 

6 15 潮止堰ー1 2 73 新潟市北区よ横こ土どい居 37 57 51 139 12 59 6 95 -4 22 埋木 3,010 土 70 -23 5 3,030 土 70
3,382 (94 6%) 3、020

Beta-184288 
3,015 (0 8%) 3,005 

16 潮止堰ー2 19 65 -16 92 木片 3,360 土 40 -24 1 3,370 土 40
3,701 (86 8%) 3,548 

Beta-184289 
3,536 (8 6%) 3,482 

17 潮止堰11-1-3 44 63 -41 90 腐植土臼シルト 5,390 + 90 -27 0 5,357 + 102 6,30 I (95 4%) 5,933 KEEA-543 

4,810 (3 0%) 4,757 

7 18 笹山11-1 2 13 新潟市北区笹山 37 57 26 139 13 4 15 90 -13 77 炭質物 3,960 土 110 -261 3,930 士 110
4,705 (I 5%) 4,668 

Beta-184290 鴨井ほか(2006,2015) 
4,654 (90 0%) 4,081 
4,033 (I 0%) 4,006 

3,443 (I I%) 3,427 
8 19 新井郷川4-11-1 2 68 新潟市北区笹山 37 57 4 139 12 22 4 55 -1 87 木片 3,050 士 70 -25 0 3,050 土 77 3,406 (93 8%) 3,023 KEEA-414 

3,014 (0 5%) 3,006 

4,960 (1 6%) 4,926 ， 20 切尾（中条送ガス）5-3-1 2 40 新潟市北区切尾 37 57 7 139 13 3 14 88 -12 48 木片 4,170 土 100 -25 0 4,170 土 105 4,918 (0 8%) 4,899 KEEA-204 
4,893 (93 0%)4,422 

10 21 浦ノ入11-1 1 63 新潟市北区浦ノ入 37 56 59 139 13 10 1 77 -0 14 腐植土 2,020 士 70 -28 3 1,970 土 70
2,114 (934%) 1,773 

Beta-149212 
1 761 (2 0%) I 738 



付表 1 14C年代値一覧表

地点 試料
試料名

標高
試料採取地点

緯度 経度 採取深 採取標
試料の種類 測定値(yrsBP) o"c 同位体分別補正済

暦年較正年代 (calBP) コード番号 文献•その他
番号 番号 (m) 度分秒 度分秒 度(m) 高(m) (%,) 年代値(yesBP) 

22 暦女川11-2-1 3 83 -3 20 繊維質腐植土 1,900 士 50 -27 0 1,867 士 69
1,968 (0 4%) 1,962 

KEEA-531 
1,950 (950%) 1,618 

4,803 (3 1 %) 4,761 
11 23 庵女川11-2-2 0 63 新潟市北区内島見 37 56 45 139 13 14 5 72 -5 09 繊維質腐植土 4,000 土 70 -27 0 3,967 士 85 4,694 (1 0%) 4,675 KEEA-532 鴨井ほか(2006,2015) 

4,646 (91 3%) 4,155 

24 庵女川11-2-3 1089 -10 26 炭質物 4,520 士 50 -24 9 4,520 土 50
5,315 (92 9%) 5,037 

Beta-184291 
5,005 (2 5%) 4,980 

12 25 太田B1-20 1 61 新潟市北区太田 37 56 21 139 14 16 5 25 -3 64 腐植土 2,670 士 40 -25 7 2,660 土 40 2,850 (95 4%) 2.741 Beta-160425 本報告

26 笠柳11-2-1 1775 -1617 砂門腐植土 5,650 士 90 -27 0 5,617 土 102
6,656 (93 7%) 6,270 

KEEA-534 
6,240 (1 7%) 6,215 

13 1 58 新潟市北区笠柳 37 56 13 139 13 33 

27 笠柳11-2-2 6 52 -4 94 木片 4,380 土 50 -271 4,350 土 50
5,211 (0 6%) 5,203 

Beta-184292 
5,048 (94 8%) 4,835 

4,804 (3 9%) 4,761 
鴨井ほか(2006,2015) 

28 太田北部2号11-1 3 83 -3 03 腐植土 3,990 土 70 -25 2 3,990 土 70 4,695 (1 1 %) 4,674 Beta-149213 
14 0 80 新潟市北区太田 37 55 60 139 13 39 4,646 (90 4%) 4,240 

29 太田北部2号11-2 12 95 -1215 粘土質腐植土 5,500 土 100 -277 5,460 士 100 6,441 (95 4%) 5,995 Beta-184293 

15 30 潟口堰11-2-1 0 98 新潟市北区太田 37 55 30 139 13 57 46 91 -45 93 腐植土阿シルト 8,440 土 100 -270 8,407 士 l11
9,555 (95 3%) 9,089 

KEEA-544 
9,043 (0 1 %) 9,040 

31 小潟橋1-1-1 39 50 -39 74 木片 7,760 土 510 -25 0 7,760 士 511
10,113 (0 2%) 10,095 

N-5768 
9,918 (95 2%) 7,622 

32 小潟橋1-1-2 46 80 -47 04 木片 8,590 土 510 -25 0 8,590 士 511
11,089 (21%) 10,918 

N-5769 
10,900 (93 3%) 8,429 

76 

33 小潟橋1-1-3 53 55 -53 79 葉 9,740 土 740 -25 0 9,740 士 741 13,174 (95 4%) 9,461 N-5770 
鶉井ほか(1995,2015) 

16 34 小潟橋1-1-4 -024 新潟市北区前新田沖 37 55 2 139 14 11 64 60 -64 84 木片 10,200 士 290 -25 0 10,200 土 292 12,706 (954%) 11,143 N-5771 

35 小潟橋1-1-5 65 55 -65 79 腐植土 10,800 士 125 -250 10,767 土 134 12,991 (95 4%) 12.416 N-5772 

36 小潟橋1-1-8 65 93 66 17 腐植土質粘土 19,600 士 365 -27 0 19,567 土 368 24,443 (95 4%) 22,676 N-6651 

37 小潟橋1-1-7 66 65 -66 89 腐植土 )37,800 >37,800 N-5773 

38 小潟橋1-1-9 66 85 -67 09 腐植土質砂質粘土 >37,800 >37,800 N-6652 鴨井ほか(1995)

39 FG1-1 2 09 -2 99 木片 2,550 士 30 -28 5 2,490 土 30 2,731 (95 4沿） 2,460 IAAA-50463 

40 FG1-2 59 -6 80 木片 3,490 土 40 -27 1 3,460 士 40
3,840 (94 9%) 3,632 

IAAA-31291 
3,622 (0 5%) 3,618 

41 FG1-3 10 63 -11 53 貝殻 4,740 土 40 -7 3 5,030 土 30
5,888 (17 1%) 5,821 

IAAA-50010 
5,762 (78 3%) 5,611 

17 
42 FGl-4 

-0 90 新潟市北区前新田沖 37 54 59 139 14 32 
1 5 1 -16 00 貝殻 6,110 土 40 -3 3 6,470 士 40 7,426 (95 4%) 7,273 IAAA-50011 

ト部(2005)

43 FGl-5 23 8 -24 70 木片 8,300 土 60 -27 6 8,260 土 60
9,430 (93 0%) 9,080 

IAAA-31408 
9,055 (2 4%) 9,034 

44 FG1-6 47 00 -47 90 木片 9,378 土 120-26 7 9,350 士 130
11,079 (8 1 %) 10,943 

IAA-412 
10,878 (87 3%) 10,242 

45 FG1-7 66 50 -67 40 木片 )53,920 -27 0 )53,920 IAAA-50012 

46 福島潟61-1-1 8 55 -7 63 腐植質粘土 5,350 土 155 -27 0 5,317 士 162
6,435 (0 3%) 6,425 

N-5390 
6,415 (951 %) 5,725 

47 福島潟61-1-2 10 85 -9 93 木片 5,420 土 200 -25 0 5,420 土 203
6,656 (92 0%) 5,840 

N-5391 
5,834 (3 4%) 5,747 鴨井ほか(1990,2015) 

18 48 福島潟61-1_3 0 92 新潟市北区前新田 37 54 46 139 14 24 60 63 -59 71 腐植土 34,300土 1,300-27 0 34,267 土 1,301 41,745 (95 4%) 36,047 N-5392 

49 福島潟61-1-4 60 88 -59 96 腐植土 30,600土 860 -27 0 30,567 士 861 36,664 (95 4%) 32,966 N-5393 

50 福島潟61-1-5 75 60 -74 68 腐植土 )37,800 )37,800 N-5394 

51 福島潟61-1-6 79 88 -78 96 炭化木片 )37,800 )37,800 N-5395 鴨井ほか(1990)



付表 l 14C 年代値一院表

地点 試料
試料名

標高
試料採取地点

緯度 経度 採取深 採取標
試料の種類 測定値(yrsBP) 8”C 同位体分別補正済

暦年較正年代 (calBP) コード番号 文献 • その他番号 番号 (m) 度分秒 度分秒 度(m) 高(m) （％） 年代値(yrsBP) 

19 52 前新田沖4-3-1 -1 08 新潟市北区前新田沖 37 54 46 139 14 24 3 80 -4 88 腐植物片 5,210 土 100 -25 0 5,210 士 105
6,271 (2 1 %) 6,240 

N-6642 
6,215 (93 3%) 5,739 

20 53 前新田沖4-2-2 -1 29 新潟市北区前新田沖 37 54 46 139 14 22 5 80 -7 09 腐植物片 5,510 土 185 -25 0 5,510 士 188 6,732 (95 4%) 5,911 N-6643 

21 54 前新田沖4-1-3 -1 48 新潟市北区前新田沖 37 54 45 139 14 21 24 73 -26 21 炭化物片 9,070 土 155 -25 0 9,070 士 158
10,651 (0 8%) 10,624 

N-6644 鶉井ほか(1995,2015) 
10,597 (94 6%) 9,702 

20 55 前新田沖4-2-4 -1 29 新潟市北区前新田沖 37 54 46 139 14 22 34 60 -35 89 木片 9,050 土 130 -25 0 9,050 士 134
10,560 (951%) 9,762 

N-6645 
9,753 (0 3%) 9,745 

21 56 前新田沖4-1-5 -148 新潟市北区前新田沖 37 54 45 139 14 21 50 83 -52 31 木片 11.300 土 150 -25 0 11,300 士 153 13.445 (95 4%) 12,825 N-6646 

57 潟口橋ー1 9 15 -9 45 木片 4,810 士 110 -25 0 4,810 土 115
5,886 (2 9%) 5,821 

NUTA-1336 
22 0 30 新潟市北区前新田沖 37 54 41 139 14 11 

5,760 (92 5%) 5,302 大平(1992),輯井ほか

潟口橋ー2 木片 -25 0 9,600 土 282
11,946 (1 0%) 11,876 (2015) 

58 25 15 -25 15 9,600 土280
11,834 (94 4%) 10,228 

NUTA-1211 

2,919 (0 2%) 2,910 
59 型栄川西ー1 1 7 -1 75 腐植土 2,480 土 160 -270 2,447 土 167 2,884 (94 9%) 2,110 NUTA-1271 

23 0 50 新潟市北区川西 37 54 20 139 12 59 
2,080 (0 3%) 2,068 

大平(1992)
3,971 (1 0%) 3,940 

60 豊栄川西ー2 29 -2 95 腐植土 3,380 士 130 -27 0 3,347 土 139 3,933 (92 6%) 3,324 NUTA-1338 
3,922 (1 8%) 3,252 

61 おかがた
2773 -24 73 木片 7,100 土 160 -25 0 7,100 土 163

8,300 (1 6%) 8,258 
KEEA-207 岡方6-1-2 8,213 (93 8%) 7,615 

24 
62 岡方6-2-3

3 00 新潟市北区太子堂 37 53 15 139 10 5 
8 95 -5 95 腐植土 4,460 士 90 -27 0 4,427 土 102 5,318 (95 4%) 4,835 KEEA-211 

鴨井ほか(2006,2015) 
6,274 (3 1 %) 6,235 

77 

63 岡方6-2-4 10 95 -7 95 腐植土 5,270 土 80 -27 0 5,237 土 93 6,219 (86 5%) 5,875 KEEA-212 
5,826 (5 9%) 5,754 

64 水原町中央ー1 13 31 -5 31 木片 5,660 土 140 -25 0 5,660 士 144
6,831 (0 3%) 6,819 

NUTA-2630 大平(1996)，試料採取地点25 8 00 阿賀野市中央町 6,798 (95 1 %) 6,182 
は不明

65 水原町中央ー2 25 30 -17 30 木片 7,090 土 220 -25 0 7,090 土 222 8,365 (95 4%) 7,570 NUTA-2631 

26 66 駒林川14-2-1 5 75 阿賀野市山口 37 50 26 139 12 10 59 55 -53 80 木片 10,200 + 40 -26 5 10,175 + 35 12,037 (95 4%) 11,715 IAAA-102952 

27 67 古阿賀10-2-1 7 46 阿賀野市下黒瀬 37 50 11 139 9 47 27 81 -20 35 炭質物の集合 7,880 士 150 -27 0 7,847 士 158
9,115 (03%) 9,105 

KEEA-486 
9,092 (95 1 %) 8,373 本報告

28 68 古阿買10-3-2 11 44 阿賀野市下黒瀬 37 50 10 139 9 46 40 62 -29 18 木片 8,500 土 100 -25 0 8,500 土 105
9,740 (94 9%) 9,249 

KEEA-487 
9,168 (05%) 9,148 

283 (43 0%) 168 
69 Ni09-AG（阿賀野川沖）ー465 4 65 -29 63 木片 130 土 40 -24 2 140 士 40 154 (36 3%) 56 Beta-272532 

45 (16 1%) I 

70 N,09-AG（阿買野｝l|沖）ー1260 12 60 -37 58 木片 320 土 40 -26 9 290 土 40
468 (93 5閑） 285

Beta-272533 
166 (1 9%) 155 

302 (20 1%) 244 

71 N,09-AG（阿賀野川沖）ー1265 12 65 -37 63 植物片 200 土 40 -261 180 士 40
231 (47 1%) 131 

Beta-272534 
118 (9 4%) 68 
36 (18 7%）… 

29 
N,09-AG（阿買野川沖）一1610 

-24 98 阿賀野川沖 37 59 20 139 6 28 
-41 08 木片 720 土 40 -26 1 700 土 40

701 (69 7%) 630 
Beta-272535 

天野ほか(2010,2011)
72 1610 

601 (25 7%) 558 

73 N,O炉AG（阿買野川沖）ー2162 21 62 -46 6 木片 480 土 40 -26 6 450 土 40
545 (91 7%) 436 

Beta-273237 
350 (3 7%) 333 

74 N,09-AG（阿賀野川沖）ー2165 21 65 -46 63 木片 1,020 土 40 -23 7 1,040 土 40
1,058 (93 5%) 907 

Beta-272536 
848 (1 9%) 832 

75 N,09-AG（阿賀野川沖）ー2286 22 86 -47 84 木片 900 土 40 -24 2 910 士 40 920 (95 4%) 741 Beta-272537 

76 N,09-AG（阿賀野川沖）ー2510 25 10 -50 08 ウニ 830 土 40 -1 6 1,210 土 40
1,263 (93 7%) 1,055 

Beta-272538 
1.022 (1 7%) 1,010 



付表 l 14C年代値一院表

地点 試料
試料名

標高
試料採取地点

緯度 経度 採取深 採取標
試料の種類 測定値(yrsBP) o"C 同位体分別補正済

暦年較正年代 (calBP) コード番号 文献•その他
番号 番号 (m) 度分秒 度分秒 度(m) 高(m) (％） 年代値(y"BP) 

77 N,09-AG（阿賀野川沖）ー2658 26 58 -51 56 木片 990 士 40 -26 6 960 土 40 954 (95 4%) 786 Beta-272539 

78 Ni09-AG（阿賀野川沖）ー2840 28 40 -53 38 貝殻片 830 土40 1 2 1,260 士 40
1,284 (741%) 1,171 

Beta-272540 
1,163 (21 3%) 1,076 

79 Ni09-AG（阿賀野川沖）ー2870 28 70 -53 68 木片 1,040 土40 -291 970 士 40 955 (95 4%) 791 Beta-272541 

80 Ni09-AG（阿賀野川沖）ー3044 30 44 -55 42 木片 1,160 土40 -26 6 1,130 士 40 1,174 (95 4%) 960 Beta-272542 

1,294 (87 4%) 1,172 

29 81 Ni09-AG（阿賀野川沖）ー3375 -24 98 阿賀野川沖 37 59 20 139 6 28 33 75 -58 73 木片 1,310 土40 -26 9 1,280 士 40 1,160 (4 7%) 1,122 Beta-272543 
天野ほか(2010,2011)

1,112 (3 3%) 1,086 

82 Ni09-AG（阿賀野川沖）ー3478 34 78 -59 76 ウニ 1,390 土 40 -1 3 1,780 士 40
1,820 (94 6%) 1,602 

Beta-272544 
1,580 (0 8%) 1,573 

83 Ni09-AG（阿賀野Jil沖）ー3515 3515 -6013 貝殻片 1,470 土 40 -0 6 1,870 士 40 1,892 (95 4%) 1,712 Beta-272545 

84 Ni09-AG（阿賀野川沖）ー3743 37 43 -62 41 貝殻片 1,650 土 40 -0 9 2,050 土 40
2,123 (94 0%) 1,922 

Beta-273238 
1,911 (1 4%) 1,902 

85 Ni09-AG（阿賀野川沖）ー3943 39 43 -6441 木片 1,920 土40 -26 3 1,900 土 40 1,927 (95 4%) 1,728 Beta-27254 7 

30 86 JRl-6 64 4 00 新潟市東区王瀬新町 37 56 1 139 4 58 6 64 -2 64 木片 910 土 30 -33 2 770 土 30 734 (95 4%) 668 IAAA-10334 

31 87 JR2-5 27 400 新潟市東区王瀬新町 37 56 3 139 4 56 5 27 -1 27 堆積物 480 士 30 -241 490 土 30 54 7 (95 4%) 500 IAAA-10335 

280 (16 7%) 244 

32 88 JR3-4 70 0 50 新潟市東区王瀬新町 37 56 5 139 4 54 4 70 -4 2 木片 160 士 30 -25 0 160 土 30
231 (474%) 125 

IAAA-10336 高浜ほか(2002)
119 (12 6%) 67 
37 (18 6%) 

33 89 松島34m 0 70 新潟市東区山の下町 37 55 55 139 4 16 3 40 -2 7 木片 420 士 30 -25 a 350 士 30
492 (41 3%) 420 

IAAA-10337 
412 (541%) 315 

78 

90 松島1175m 11 75 -111 炭化物 1,460 士 40 -30 0 1,380 士 40
1,369 (93 0%) 1,256 

IAAA-50461 
34 0 70 新潟市東区松島町 37 56 1 139 4 57 1,204 (2 4%) 1,187 安井(2005)

91 松島1230m 12 30 -11 6 炭化物 1,610 土 30 -28 7 1,550 士 40 1,532 (95 4%) 1,357 IAAA-50462 

92 SN-1（南中野山）＿4 4 40 -3 40 木片 -277 2,030 士 110
2,309 (8 2%) 2,221 

IAA-959 
2,211 (87 2%) 1,737 

4,825 (92 0%) 4,567 

35 
93 SN-1（南中野山）ー21

1 00 新潟市東区南中野山 37 53 44 139 6 27 
21 20 -20 20 植物片 3,920 士 40 -11 6 4,140 士 40 4,557 (1 3%) 4,548 IAAA-60087 

ト部(2008)
4,543 (2 1 %) 4,535 

5,288 (92 0%) 5,155 

94 SN-1（南中野山）ー28 28 74 -27 74 植物片 4,460 土 40 -25 5 4,450 土 40 5,145 (1 3%) 4,956 IAAA-60088 
4,935 (2 1 %) 4,882 

95 若荷谷10-1-1 1 71 -1 02 繊維質腐植土 1,100 土60 -27 0 1,067 土 77
1,179 (85 2%) 892 

KEEA-415 
884 (10 2%) 796 

1,985 (0 3%) 1,980 
36 96 若荷谷10-1-2 0 69 新潟市江南区若荷谷 37 53 3 139 7 29 2 77 -208 粘土質腐植土 1,890 士 60 -27 0 1,857 土 77 1,970 (0 7%) 1,960 KEEA-416 本報告

1,951 (94 4%) 1,606 

97 若荷谷10-1-3 21 75 -21 06 木片 5,540 士 80 -25 0 5,540 士 86
6,534 (94 8%) 6,180 

KEEA-417 
6,142 (0 6%) 6,127 

1,232 (1 6%) 1,208 

98 亀田U-1 亀田郷（新潟市江南 6 00 -6 3 腐植土 1,090 土 90 -27 0 1,057 士 102 1,184 (934%) 759 Gak-465 
37 -0 30 

区）
37 53 26 139 7 6 753 (0 4%) 745 海津(1991)．位岡・標高は推

99 亀田U-2 6 00 -6 3 腐植土 1,920 土 90 -27 0 1,887 士 102 2,060 (95 4%) 1,566 Gak-467 
定

38 100 亀田U-3 新潟市江南区丸山 3 50 腐植土 3,110 土 120 -27 0 3,077 士 129 3,574 (95 4%) 2,928 NUTA-895 

101 KM（亀田）ー1-16 16 42 -13 42 木片 5,650 士 50 -27 8 5,600 士 50 6,478 (95 4%) 6,297 IAAA-60075 

39 
102 KM（亀田）ー1-32

3 00 新潟市江南区亀田 37 52 22 139 7 31 32 34 -29 34 植物片 6,700 士 40 -28 5 6,640 士 50 7,586 (95 4%) 7,436 IAAA-60076 ト部(2008)

103 KM（集田）ー1-38 38 15 -3515 植物片 8,270 士 50 -14 7 8,440 士 50
9,535 (90 0%) 9,399 

IAAA-60077 
9 356 (5 4%) 9,317 



付表 1 l4C年代値一蔑表

地点 試料
試料名

標高
試料採取地点

緯度 経度 採取深 採取標
試料の種類 測定値(yrsBP) 岱

同位体分別捕正済
暦年較正年代 (calBP) コード番号 文献•その他

番号 番号 (m) 度分秒 度分秒 度(m) 高(m) 年代値(yrsBP) 

39 104 KM（亀田）ー1-69 3 00 新潟市江南区亀田 37 52 22 139 7 31 69 67 -66 67 木片 10,150土 60 -26 7 10,120 土 60
12,007 (79 5%) 11,589 

IAAA-60078 ト部(2008)
11,579 (15 9%) 11,404 

105 亀田早通13-1-1 5 58 -5 46 木片 2,240士 20 -27 9 2,188 土 24
2,309 (57 9%) 2,221 

IAAA-102951 
40 012 37 51 59 139 4 43 2,212 (37 5%) 2,130 

106 允田早通13-1-2
新潟市江南区亀田早

7 80 -7 68 腐植土 3,060 + 20 -26 5 3,058 + 20 3,350 (95 4%) 3,210 PLD-29865 
通

41 107 亀田早通13-2-1 -0 33 37 51 54 139 4 31 1 50 -1 83 繊維閃腐植土 710士 20 -26 9 682 士 23
678 (67 1 %) 642 

IAAA-150375 
589 (28 3%) 564 本報告

108 荻川11-3-2 9 73 -3 04 粘土質腐植土 3,030土 60 -27 0 2,997 土 77 3,367 (95 4%) 2,963 KEEA-537 

42 109 荻川11-3-3 6 69 新津市秋葉区荻川 37 50 21 139 6 44 15 30 -8 61 粘土質腐植土 5,200 士 70 -27 0 5,167 士 85 6,182 (954%) 5,726 KEEA-538 

110 荻川11-3-5 25 72 -19 03 木片 7,270土 70 -25 0 7,270 士 77
8,301 (3 1 %) 8,258 

KEEA-539 
8,214 (92 3%) 7,946 

111 亀鶴橋7-4-1 11 30 -7 49 腐植土 3,090土 80 -27 0 3,057 士 93 3,455 (95 4%) 2,980 KEEA-205 

43 112 亀鶴橋7-4-2 3 81 新津市覚路津 37 49 49 139 3 52 木片
6,666 (95 0%) 6,180 鴨井ほか(2002,2006, 2015) 

18 50 -14 69 5,590土 110 -25 0 5,590 土 115
6,141 (0 4%) 6,128 

KEEA-206 

113 亀鶴橋7-4-3 24 80 -20 99 ヤマトシジミ 6,340士 50 -5 1 6,670 + 50 7,617 (954%) 7,441 Beta-185833 戟井ほか(2006,2015) 

114 祖父興野9-9_1 3 84 -414 腐植土 1,620 土 70 -27 0 1,587 土 85
1,693 (3 6%) 1,654 

KEEA-348 
1,630 (91 8%) 1,311 

3,328 (1 0%) 3,294 

115 祖父興野9-9-2 9 70 -10 00 炭門物 2,770 士 130 -25 0 2,770 土 134
3,254 (90 9%) 2,694 

KEEA-349 
2,635 (0 7%) 2,614 
2,593 (2 8%) 2,501 

79 

116 祖父興野9-9-3 45 93 -46 23 木片 4,890 土 70 -25 0 4,890 士 77
5,887 (61%) 5,810 

KEEA-350 

新潟市江南区祖父興
5,762 (89 3%) 5,467 

安井ほか(1998)，戟井ほか
44 -0 30 37 51 58 139 1 51 

117 祖父興野9-9-4 野 75 83 -76 13 カキ殻 9,050 士 90 1 0 9,473 士 91
11,121 (02%) 11,118 

KEEA-351 (2002) 
11,108 (95 2%) 10,510 

118 祖父興野9-9-5 9770 -9800 木片 10,000 土 200 -25 0 10,000 土 203
12,390 (94 1 %) 11,075 

KEEA-352 
10,945 (1 3%) 10,874 

119 祖父興野9-9-6 117 30 -117 60 木片 11,900 土 200 -25 0 11,900 土 203 14,348 (95 4%) 13,282 KEEA-353 

120 祖父興野9-9-7 129 45 -12975 炭化木片 13,100 土 200 -25 0 13,100 土 203 16,275 (954%) 15,131 KEEA-354 

121 祖父興野9-9-8 146 77 -147 07 腐植土 21,700 土 300 -27 0 21,667 土 304 26,633 (95 4%) 25,331 KEEA-355 

122 祖父興野9-9-9 148 58 -14888 腐植土 25,600 + 600 -27 0 25,567 + 602 30,948 (95 4%) 28,599 KEEA-364 

123 天野26-1-1 5 71 -5 99 腐植土 880 士 20 -28 6 824 士 22 781 (95 4%) 690 IAAA-150178 

-0 28 37 50 51 139 1 56 3,344 (36 6%) 3,282 

45 
124 天野26-1-2 新潟市江南区天野

8 51 -8 79 腐植土 3,070 士 20 -26 8 3,044 土 25
3,276 (58 8%) 3,171 

IAAA-150179 
本報告

125 天野26-4-3 4 25 37 50 43 139 1 52 15 80 -16 08 ヤマトシジミ 3,340 士 20 -118 3,552 土 26
3,920 (74 3%) 3,817 

IAAA-150374 
3,797 (211%) 3,724 

126 GS-NIF（入船町）ー645 6 45 -5 03 植物片 -28 6 420 土 50
535 (70 5%) 424 KGM-
395 (24 9%) 317 0Tg090209 

468 (64 5%) 260 
KGM-

127 GS-NIF（入船町）ー917 917 -7 75 葉 -30 1 250 土 50 221 (23 5%) 140 
25 (7 4%)... 

0Tg090216 

128 GS-NIF（入船町）ー1774 1774 -16 32 植物片 -26 3 510 士 50
645 (23 7%) 586 KGM-

46 1 42 新潟市中央区入船町 37 56 34 139 3 40 
566 (71 7%) 487 0Tg090210 

Tanabe et a/.(2013) 
1,336 (93 4%) 1,173 

KGM-
129 GS-NIF（入船町）ー2624 26 24 -24 82 植物片 -27 8 1,320 士 50 1,159 (0 9%) 1,147 

1,108 (11%) 1,091 
0Tg090211 

130 GS-NIF（入船町）ー3537 35 37 -33 95 植物片 -24 5 1,570 土 50 1,556 (95 4%) 1,355 
KGM-

0Tg090212 

131 GS-NIF（入船町）ー4616 46 16 -44 74 植物片 -27 4 2,010 土 60
2,124 (92 9%) 1,860 KGM-
1,851 (2 5%) 1,827 0Tg()90213 



付表 1 "c年代値一魏表

地点 試料
試料名

標高
試料採取地点

緯度 経度 採取深 採取標
試料の種類 測定値(yrsBP) 8'’C 同位体分別情正済

暦年較正年代 (calBP) コード番号 文献•その他番号 番号 (m) 度分秒 度分秒 度(m) 高(m) (%,) 年代値(yrsBP) 

132 GS-NIF（入船町）ー5222 52 22 -50 8 植物片 -27 6 2,240 土 50 2,348 (95 4%) 2,146 
KGM-

0Tg090214 
Tanabe et al (2013) 

133 GS-NIF（入船町）ー6735 67 35 -65 93 木片 -28 5 3,460 土 60 3,872 (95 4%) 3,579 
KGM-

0Tg090215 

134 GS-NIF（入船町）ー8970 89 70 -88 28 木片 -277 8,830 土 90 10,185 (95 4%) 9,606 
KGM-

0Tg090217 

135 GS-NIF（入船町)-9572 95 72 -94 3 植物片 -23 9 8,900 土 100 10,236 (95 4%) 9,681 
KGM-

0Tg090278 

136 GS-N!F（入船町）ー9610 96 10 -94 68 木片 -22 8 8,540 土 80
9,702 (94 7%) 9,402 KGM-
9,344 (0 7%) 9,327 0Tg090279 

137 GS-NIF（入船町）ー9844 98 44 -97 02 植物片 -271 9,530 士 90
11,160(912%) 10,641 KGM-
10,635 (4 2%) 10,588 0Tg090280 

138 GS-NIF（入船町）ー9950 99 50 -98 08 木片 ／ 8,880 土 90 10,222 (95 4%) 9,686 
KGM-

0Tg090281 

139 GS-NIF（入船町）ー10055 100 55 -99 13 植物片 -21 7 11,170 土 110 13,256 (95 4%) 12,782 
KGM-

0Tg090282 

140 GS-NIF（入船町）ー10105 101 05 -99 63 植物片 -181 10,940 士 120 13,065 (95 4%) 12,687 
KGM-

0Tg090283 

141 GS-NIF（入船町）ー10163 101 63 -100 2 木片 -27 3 12,560 士 110 15,212 (95 4%) 14,265 
KGM-

0Tg090284 

142 GS-NIF（入船町）ー10350 103 50 -1021 木片 ／ 10,230 土 90
12,392 (94 8%) 11,607 KGM-
11,523 (0 6%) 11,504 0Tg090285 

80 

143 GS-NIF（入船町）ー10430 104 30 -102 9 植物片 -27 3 11,070 土 100 13,095 (95 4%) 12,733 
KGM-

0Tg090286 

144 GS-NIF（入船町）ー10473 104 73 -103 3 植物片 -26 9 11,530 土 100 13,559 (95 4%) 13,161 
KGM-

46 新潟市中央区入船町 37 56 34 139 3 40 
0Tg090287 

145 GS-NIF（入船町）ー10590 105 90 -104 5 植物片 -184 11,150 士 140 13,264 (95 4%) 12,736 
KGM-

0Tg100038 宮地ほか(2011a),Tanabe 

146 GS-NIF（入船町）ー10790 107 90 植物片 13,274 (95 4%) 12,852 
KGM- et al (2013) 

-106 5 -301 11,220 土 90
0Tg090290 

147 GS-NIF（入船町）一11079 110 79 -109 4 植物片 -28 9 11,940 土 130 14,091 (95 4%) 13,484 
KGM-

0Tg090292 

148 GS-NIF（入船町）ー11180 111 80 -1104 植物片 ／ 12,110 土 100 14,258 (95 4%) 13,736 
KGM-

0Tg090293 

149 GS-NIF（入船町）ー11222 112 22 -110 80 木片 -29 3 11,000 土 80 13,040 (95 4%) 12,725 
KGM-

0Tg090294 

150 GS-NIF（入船町）ー11304 113 04 -111 6 植物片 -29 9 10,760 士 90 12,821(954%) 12,541 
KGM-

0Tg090295 

151 GS-NIF（入船町）ー11430 114 30 -112 9 木片 ／ 10,720 士 80 12.754 (95 4%) 12,533 
KGM-

0Tg090296 

152 GS-NIF（入船町）ー11520 115 20 -113 8 木片 ／ 10,870 士 100 13,009 (95 4%) 12,640 
KGM-

0Tg090297 

153 GS-NIF（入船町）ー11662 116 62 -115 20 植物片 -26 4 12,770 士 90 15,585 (95 4%) 14,894 
KGM-

0Tg090298 

154 GS-NIF（入船町）ー11750 117 50 -1161 植物片 ／ 15,549 (954%) 14,475 
KGM-

0Tg090299 

155 GS-NIF（入船町）ー11811 11811 -116 7 木片 -29 7 12,070 土 90 14.156 (95 4%) 13,736 
KGM-

0Tg090300 

156 GS-NIF（入船町）ー11975 119 75 -118 3 植物片 -28 8 11,490 土 100
13,538 (0 9%) 13,521 KGM-
13,493 (94 5%) 13,119 0Tg090301 

157 GS-NIF（入船町}-12030 12030 -118 9 植物片 ／ 10,920 土 110 13,047 (95 4%) 12,683 
KGM-

0Tg100039 



付表 1 l<C年代値一既表

地点 試料
試料名

標高
試料採取地点

緯度 経度 採取深 採取標
試料の種類 測定値(yrsBP) o"C 同位体分別捕正済

暦年較正年代 (calBP) コード番号 文献 • その他
番号 番号 (m) 度分秒 度分秒 度(m) 高(m) （知） 年代値(yrsBP) 

158 GS-NIF（入船町）ー12280 122 80 -121 4 植物片 -23 4 12,850 土 100 15,715 (95 4%) 15,065 
KGM-

0Tg090302 

159 GS-NIF（入船町）ー12357 123 57 -122 2 植物片 -25 2 11.440 土 90 13.450 (95 4%) 13,109 
KGM-

0Tg090303 

160 GS-NIF（入船町）ー12480 124 80 -123 4 植物片 ／ 13,680 士 130 16,960 (95 4%) 16,150 
KGM-

0Tg090304 

161 GS-NIF（入船町）ー12563 125 63 -124 2 植物片 -27 9 12,390 土 100 14,986 (95 4%) 14,098 
KGM-

0Tg090201 

162 GS-NIF（入船町）ー12661 126 61 -125 2 植物片 -28 9 12,590 士 90 15,236 (95 4%) 14,381 
KGM-

0Tg090202 

163 GS-NIF（入船町）ー12871 128 71 -127 3 木片 -241 12,750 士 110 15,605 (95 4%) 14,742 
KGM-

46 1 42 新潟市中央区入船町 37 56 34 139 3 40 
0Tg090203 宮地ほか(201la), Tanabe 

GS-NIF（入船町）ー12985 植物片 12,600 士 80 15,238 (95 4%) 14.462 
KGM- et al.(2013) 

164 129 85 -128 4 -25 2 
0Tg090204 

165 GS-NIF（入船町）ー13590 135 90 -134 5 木片 -26 5 14,000 土 100 17,359 (95 4%) 16,625 
KGM-

0Tg090205 

166 GS-NIF（入船町）ー13739 137 39 -136 木片 -28 7 25,120 土220 29,693 (95 4%) 28,678 
KGM-

0Tg090206 

167 GS-NIF（入船町）ー14191 141 91 -140 5 木片 -28 0 30,040 土350 34,741 (95 4%) 33,593 
KGM-

0Tg090207 

168 GS-NIF（入船町）ー14255 142 55 -1411 植物片 -28 0 25,480 土 300 30,475 (95 4%) 28,898 
KGM-

0Tg100040 

81 

169 GS-NIF（入船町）ー14326 143 26 -141 8 木片 -26 2 33,160 士 410 38,455 (95 4%) 36,338 
KGM-

0Tg090208 

47 170 東堀8-1-1 0 25 
新潟市中央区東堀前

37 55 33 139 2 50 13 30 -13 05 腐植土 1,480 士 70 -27 0 1,447 土85
1,535 (93 6%) 1,238 

KEEA-202 鴨井ほか(2002,2015) 
通 1,206 (1 8%) 1,186 

48 171 NEXT21 1-1 077 新潟市中央区西堀通 37 55 21 139 2 37 122 00 -121 2 炭化物 12,570 士 200 -25 0 12,570 土203 15,516 (954%) 14,085 不明 安藤(1994)

172 西堀4095 40 95 -4045 植物片 2,560 土40 -26 6 2,530 士 40 2,749 (95 4%) 2.489 Beta-275807 

173 西堀5365 53 65 -53 15 貝殻 2,980 土40 -10 3,370 土40
3,701 (86 8%) 3548 

Beta-275808 
3,536 (8 6%) 3,482 

174 西堀6435 64 35 -63 85 木片 3,780 土40 -26 7 3,750 土40 4,235 (95 4%) 3,984 Beta-275809 

5,277 (19 6%) 5,168 

175 西堀7545 75 45 -74 95 木片 4,440 士 40 -26 3 4,420 士 40 5,125 (21%) 5,108 Beta-275810 

5,070 (73 7%) 4,867 

176 西堀8685 86 85 -86 35 貝殻 5,310 士 40 -1 3 5,700 土40
6,628 (7 0%) 6,585 

Beta-275811 
6,569 (88 4%) 6,405 

177 西堀9475 94 75 -94 25 貝殻 8,810 土50 -1 6 9,190 土50
10,496 (10 6%) 10,450 

Beta-275812 
10,445 (84 8%) 10,242 

49 0 50 新潟市中央区西堀通 37 55 21 139 2 32 本報告
12,024 (88 8%) 11,598 

178 西堀10485 104 85 -1044 木片 10,180 土50 -27 8 10,130 土 50 11,554 (5 0%) 11,475 Beta-275813 

11,436 (1 5%) 11,409 

179 西堀10873 108 73 -108 2 貝殻 10,360 土50 01 10,770 士 50 12,751 (954%) 12,631 Beta-275814 

180 西堀11880 118 80 -118 30 木片 11,390 士 50 -27 2 11,350 土 50 13,292 (954%) 13,091 Beta-275815 

181 西堀12320 123 20 -122 70 炭阿物 11、660 土50 -25 9 11,650 士 50 13,580 (95 4%) 13,380 Beta-275816 

182 西堀12880 128 80 -128 30 植物片 12,360 土50 -28 2 12,310 士 50 14,627 (95 4%) 14,068 Beta-275817 

183 西堀13195 131 95 -131 5 木片 12,510 士 50 -27 6 12,470 士 50 15,005 (95 4%) 14,266 Beta-275818 

184 西堀13680 136 80 -136 30 木片 12,880 士 50 -27 0 12,850 士 50 15,568 (95 4%) 15,150 Beta-275819 

185 西堀15315 15315 -152 7 腐植土 23,300 + 140 -29 0 23,230 + 140 27,729 (95 4%) 27,254 Beta-275820 



付表 1 14C年代値一莞表

地点 試料
試料名

標高
試料採取地点

緯度 経度 採取深 採取標
試料の種類 測定値(yrsBP) 

893c 同位体分別補正済
暦年較正年代 (calBP) コード番号 文献・その他番号 番号 (m) 度分秒 度分秒 度(m) 高(m) (96,) 年代値(yesBP) 

3,367 (94 8%) 2,306 
186 万代品7-1-1 35 75 -33 41 炭質物 2,670 士 220 -25 0 2,670 士 222 2,230 (0 5%) 2,206 KEEA-365 

2,192(01%) 2,186 鴨井ほか(2002)

187 万代島7-1-2 46 73 -44 39 木片 3,440 士 280 -25 0 3,440 土 282
4,516 (0 8%) 4,471 

KEEA-366 
4,447 (94 6%) 3,005 

188 万代島7-1-8 52 90 -50 56 炭質物 3,130 土 50 -27 6 3,090 土 50
3.438 (0 4%) 3,434 

Beta-162181 本報告3,401 (95 0%) 3,169 
50 2 34 新潟市中央区万代島 37 55 34 139 3 35 12,762 (93 5%) 11,599 

189 万代島7-1-3 99 80 -97 46 腐植土 10,500 士 220 -27 0 10,467 土 225 11,554 (14%) 11,475 KEEA-367 
11,437 (05%) 11,409 

190 万代島7-1-4 108 80 -106 5 炭化木片 11,700 士 300 -25 0 11,700 土 302 14,495 (95 4%) 12,897 KEEA-368 

191 万代島7-1-5 119 80 -117 5 炭化木片 12,900 土300 -250 12,900 士 302 16,255 (95 4%) 14,236 KEEA-369 輯井ほか(2002)
192 万代島7-1-6 127 20 -124 9 木片 12,500 土 200 -25 0 12,500 土 203 15,375 (95 4%) 13,994 KEEA-370 
193 万代島7-1-7 149 38 -147 腐植土 33,000 + 1,000 -270 32,967 + 1,001 39,755 (95 4%) 35,064 KEEA-371 
194 県庁55-3-1

新潟市中央区新光町
150 25 -146 60 炭質物 18,500 士 70 -27 5 18.460 土 70 22,520 (95 4%) 22,116 Beta-155053 51 3 65 37 54 9 139 1 24 

195 県庁55-3-2 160 25 -156 60 腐植土 28,190 土 280 -277 28,140 + 280 32,843 (95 4%) 31,351 Beta-156132 
196 女池上山19-5-1 1 53 -2 88 腐植土 910土 30 -25 2 903 土 25 911 (95 4%) 744 IAAA-102955 本報告

新潟市中央区女池上 2,302 (21 9%) 2,245 
52 -1 35 

山
37 53 32 139 1 43 2,178 (1 5%) 2,169 197 女池上山19-5-2 2 88 -4 23 腐植土 2,190士 30 -28 0 2,143 士 28

2,162 (70 7%) 2,040 
IAAA-102956 鴨井ほか(2015)

2,020 (1 3%) 2,010 

82 

53 198 女池上山19-6-2 -1 21 
新潟市中央区女池上

37 53 40 139 1 40 16 79 -18 00 腐植土 3,160土 30 -27 7 3,111 士 29 3,386 (95 4%) 3,240 IAAA-102957 本報告山

199 上沼橋9-1-1 新潟市江南区太右エ 1 95 -3 41 繊維質腐植土 1,710 士 70 -27 0 1,677 士 85 1,812 (95 4%) 1,398 KEEA-333 
鴨井ほか(2002,2015) 54 -1 46 

門新田
37 52 48 139 2 18 

200 上沼橋9-1-2 4 83 -6 29 粘土質腐植土 2,900 土 70 -270 2,867 士 85 3,218 (95 4%) 2,784 KEEA-334 

2,700 (15 8%) 2,632 

201 親松726 7 26 -6 48 腐植土 2,490 土 40 -29 6 2,410 土 40
2,617 (5 5%) 2,587 

Beta-275821 本報告2,571 (0 3%) 2,567 
2,540 (73 8%) 2,347 

202 親松9-1-2 19 90 -1912 炭質物 4,430 土 100 -25 0 4,430 土 105
5,435 (0 5%) 5,423 

KEEA-418 鴨井ほか(2002)
5,321 (94 9%) 4,833 

4,066 (1 7%) 4,047 

203 親松2385 23 85 -23 07 木片 3,610 土 40 -26 5 3,590 士 40
3,988 (88 9%) 3,823 

Beta-275822 
3,793 (2 9%) 2,765 
3,748 (1 9%) 2,728 本報告

新潟市江南区太右エ
5,280 (26 1 %) 5,163 

55 204 親松4375 0 78 37 52 29 139 1 30 43 75 -42 97 植物片 4,440 士 40 -25 5 4,430 士 40 5,135 (44%) 5,105 Beta-275823 門新田
5,077 (64 9%) 4,871 

5,986 (0 4%) 5,969 

205 親松9-1-3 47 99 -47 21 木片 4,850 士 160 -25 0 4,850 士 163
5,945 (92 6%) 5,274 

KEEA-436 鴨井ほか(2002)
5,181 (14%) 5,122 
5,110 (11%) 5,067 

206 親松4800 48 00 -47 22 木片 4,660 士 40 -27 0 4,630 土 40
5,569 (0 7%) 5,560 

Beta-275824 
5,471 (94 7%) 5,291 

11,238(801%) 11,070 
本報告207 親松7118 71 18 -70 40 腐植土 9,750 士 50 -27 4 9,710 士 50 10,952 (13 7%) 10,867 Beta-275825 

10,841 (1 6%) 10,811 

208 親松7304 73 04 -72 26 木片 8,640 土 50 -25 7 8,630 土 50 9,703 (95 4%) 9,523 Beta-275826 



付表 1 Iヽ'C年代値一塊表

地点 試料
試料名

標高
試料採取地点

緯度 経度 採取深 採取標
試料の種類 測定値(yrsBP) 6’’C 同位体分別補正済

暦年較正年代 (calBP) コード番号 文献•その他番号 番号 (m) 度分秒 度分秒 度(m) 高(m) ('16,) 年代値(y,sBP) 

209 親松7600 76 00 -75 22 炭質物 9,210 土 50 -27 3 9,170 士 50
10.490 (6 3%) 10.456 

Beta-275827 
10,439 (89 1 %) 10,233 

210 親松7735 77 35 -76 57 腐植土 9,170 土 50 -28 9 9,110 士 50 10,408 (95 4%) 10,195 Beta-275828 

211 親松7865 78 65 -77 87 腐植土 8,970 土 50 -28 0 8,920 士 50 10,218 (95 4%) 9,890 Beta-275829 

212 親松8070 80 70 -79 92 腐植土 8,860 土 50 -25 5 8,850 士 50
10,168 (95 0%) 9,736 

Beta-275830 
9,715 (0 4%) 9,710 

55 213 親松8220 0 78 
新潟市江南区太右エ

37 52 29 139 1 30 82 20 -81 42 木片 10,230 士 50 -28 2 10,180 土 50
12,075 (92 4%) 11,697 

Beta-275831 本報告門新田 11,673 (3 0%) 11,628 

214 親松10055 100 55 -99 77 植物片 10,380 土60 -29 1 10,310 士 60
12,399 (91 5%) 11,936 

Beta-275832 
11,886 (3 9%) 11,833 

215 親松10578 105 78 -10500 炭閃物 11,100 士 60 -27 2 11,060 士 60 13,070 (95 4%) 12,775 Beta-275833 

216 親松11983 119 83 -119 1 木片 12,260 土60 -25 7 12,250 士 60 14,495 (95 4%) 13,967 Beta-275834 

217 親松12300 123 00 -122 2 植物片 12,060 土60 -27 5 12,020 士 60 14,050 (95 4%) 13,741 Beta-275835 

218 親松13250 132 50 -131 7 植物片 13,070 土50 -33 9 12,920 士 50 15,667 (95 4%) 15,231 Beta-275836 

219 新潟中央IC-1 8 41 -8 59 腐植物片 3,160 士 90 -25 0 3,160 士 96
3,611 (94 9%) 3,142 

Gak-15056 
3,092 (0 5%) 3,081 

5,890 (1 7%) 5,806 
安藤(1994),鴨井ほか

(2015) 
56 220 新潟中央IC-2 -0 18 新潟市中央区鐘しゅ木もく 37 52 18 139 2 30 13 30 -13 48 腐植土 4,650 士 210 -27 0 4,617 士 215 5,767 (93 3%) 4,820 Gak-14993 

4,750 (0 4%) 4,729 

221 新潟中央IC-3 52 39 -52 57 腐植土 9,000 士 230 -27 0 8,967 士 235 I 0,686 (95 4%) 9,527 Gak-14994 
安藤(1994)

222 新潟中央IC-4 127 9 -128 08 腐植土 13,090 士 200 -25 0 13,090 士 203 16,267 (95 4%) 15,122 Gak-14995 

83 

1,594 (0 4%) 1,585 
223 坂井綸井K-118m 18 25 -11 29 腐植土 1,470 士 105 -25 0 1,437 土 116 1,570 (91 2%) 1.171 

1,162 (3 8%) 1,078 

57 224 坂井輪井K-1109m 6 96 新潟市西区緑ヶ丘 37 52 31 138 58 18 116 25 -109 29 腐植土 8,020 土 115 -25 0 7,987 士 125
9,251(32%) 9,167 不明 小林ほか(1976)
9,147 (92 2%) 8,543 

225 坂井輪井K-1119m 126 25 -119 29 腐植土 10,200 土 160 -25 0 10,167 土 167 12,404 (95 4%) 11,263 

226 坂井綸井K-1139m 146 25 -139 29 腐植土 11,000 士 180 -25 0 10,967 土 186 13,213 (95 4%) 12,566 

58 227 坂井輪12-4-1 -1 44 新潟市西区寺尾東 37 52 36 138 58 35 8 30 -9 74 腐植土 1,980 土50 -28 9 1,920 土 50
1,987 (4 1 %) 1,958 

Beta-154180 騰井ほか(2006,2015) 
1,953 (91 3%) 1,732 

3,065 (90 2%) 2,694 
59 228 寺地10-2-1 -045 新潟市西区寺地 37 52 12 139 0 19 6 93 -7 38 砂質腐植土 2,730 土80 -27 0 2,697 土 93 2,635 (11%) 2,614 KEEA-398 鴨井ほか(2002,2015) 

2,593 (4 1 %) 2,501 

229 北場8-3-1
新潟市西区北場

3 90 -4 53 繊維質腐植土 1,980 土70 -27 0 1,947 土 85 2,122 (95 4%) 1,703 KEEA-335 
鴨井ほか(2002)60 -0 63 37 51 21 138 59 56 

230 北場8-3-2 8 65 -9 28 粘土質腐植土 3,090 土70 -27 0 3、057 土 85 3.448 (95 4%) 3,005 KEEA-336 

3,156 (04%) 3,151 
231 西川下水7-2-2 770 -8 37 粘土門腐植土 2,820 士 80 -27 0 2,787 土 93 3,145 (5 0%) 3,089 KEEA-419 

3,084 (90 0%) 2,749 

61 
232 西川下水7-2-3

-0 67 新潟市西区笠木 37 50 33 138 57 9 
13 93 -14 60 木片，葉 3,090 土 150 -25 0 3,090 士 153 3,637 (95 4%) 2,880 KEEA-420 

本報告
5,710 (1 4%) 5,690 

233 西川下水7-2_4 25 75 -26 42 木片 4,810 土 70 -25 0 4,810 土 77
5,680 (0 3%) 5,675 

KEEA-421 
5,664 (78 4%) 5.441 
5.418 (15 2%) 5,323 

2,700 (18 2%) 2,631 

62 234 NU（新潟大学）ー1 5 30 
新潟市西区五十嵐2

37 52 15 138 56 25 2416 -18 86 木片 2,500 土40 -20 2 2,420 土 40
2,618 (6 8%) 2,585 

IAAA-40308 ト部ほか(2006b)の町 2,575 (1 2%) 2,563 
2,541 (69 2%) 2,350 



付表 1 14C年代値ー鹿表

地点 試料
試料名

標高
試料採取地点

緯度 経度 採取深 採取標
試料の種類 測定値(yrsBP) o"C 同位体分別襦正済

暦年較正年代 (calBP) コード番号 文献 • その他
番号 番号 (m) 度分秒 度分秒 度(m) 高(m) (%,) 年代値(y,sBP) 

4,570 (92 0%) 4,399 

235 NU（新潟大学）ー2 新潟市西区五十 嵐2 43 18 -37 88 腐植土質シルト 4,050 士 40 -28 5 3,990 士 40 4,369 (1 3%) 4,354 IAAA-40310 
ト部ほか(2006b)62 5 30 

の町
37 52 15 138 56 25 4,327 (2 1 %) 4,299 

236 NU（新潟大学）ー3 62 60 -57 30 植物片 5,160 + 40 -28 6 5,100 + 40 5,922 (95 4%) 5,746 IAAA-40311 

237 新 川14-1-1 新潟市西区五十嵐2 13 83 -15 97 炭化物 2.720 + 30 -26 5 2,700 土 27 2,851 (95 4%) 2,757 IAAA-102953 
本報告63 -214 

の町
37 51 32 138 56 1 

238 新 川14-1-2 19 90 -22 04 貝殻 2,890 + 30 20 3,327 + 28 3,634 (95 4%) 3.478 IAAA-102954 

1,693 (4 2%) 1,666 
KGM-

239 GS-NIK（水産海洋研究所）ー22 22 6 36 木片 -26 0 1,640 土 50 1,660 (0 4%) 1,655 
0Tg100001 

1,629 (90 8%) 1,407 

240 GS-NIK（水産海洋研究所）ー217 21 7 -1314 貝殻片 -2 4 2,170 士 40 2,313 (95 4%) 2,055 Beta-270511 

GS-NIK（水産海洋研究所）ー3418 3418 -25 62 木片 -21 6 2,550 士 60
2,770 (951%) 2,431 KGM-

241 
2,389 (0 3%) 2,384 0Tg100002 

242 GS-NIK（水産海洋研究所）ー3983 39 83 -31 27 木片 -27 4 2,820 士 40
3,060 (94 2%) 2,843 

Beta-270510 
2,816 (1 2%),2804 

243 GS-NIK（水産海洋研究所）ー4173 41 73 -33 17 貝殻片 07 3,370 土 40
3,701 (86 8%) 3,548 

Beta-270517 
3,536 (8 6%) 3,482 

244 GS-NIK（水産海洋研究所）ー4999 49 99 -41 43 木片 -24 3 4,060 士 70 4,821 (95 4%) 4.416 
KGM-

0Tg100003 

245 GS-NIK（水産海洋研究所）ー504 504 -41 84 木片 -24 8 3,370 土 90
3,841 (93 3%) 3,441 KGM-

3,432 (2 1 %) 3,402 0Tg100004 

246 GS-NIK（水産海洋研究所）ー5126 51 26 -42 70 木片 -28 8 3,920 士 40
4,510 (3 2恰） 4.485

Beta-270512 
4,441 (92 2%) 4,239 

84 

4,820 (21 8%) 4,750 

247 GS-NIK（水産海洋研究所）ー5279 52 79 -44 23 木片 -25 7 4,100 土 40 4,729 (70 2%) 4,516 Beta-270513 

4,471 (3 4%) 4,446 

248 GS-NIK（水産海洋研究所）ー5469 54 69 -4613 木片 -28 6 4,760 士 40
5,590 (81 8%) 5,450 

Beta-270518 
5,378 (13 6%) 5,329 

GS-NIK（水産海洋研究所）ー5832 新潟市西区五十嵐3 58 32 -49 76 木片 -25 6 5,370 土 70
6,295 (95 1%) 5,990 KGM-

64 
249 

8 56 37 51 35 138 54 36 5,958 (0 3%) 5,955 0Tg100005 宮地ほか(2010)
の町

250 GS-NIK（水産海洋研究所）-6558 65 58 -57 02 植物片 -26 5 5,540 土 80 6,496 (95 4%) 6,186 
KGM-

0Tg100007 

251 GS-NIK（水産海洋研究所）ー6927 69 27 -60 71 木片 -28 2 6,470 土 50 7,463 (95 4%) 7,276 Beta-270514 

10,266 (92 3%) 9,884 
KGM-

252 GS-NIK（水産海洋研究所）ー7629 76 29 -67 73 木片 -26 2 8,980 士 80 9,878 (0 6%) 9,863 
0Tg100008 

9,849 (2 5%) 9,786 

253 GS-NIK（水産海洋研究所）ー7713 7713 -68 57 貝殻片 -5 5 9,490 土 60
11,083 (29 0%) 10,926 

Beta-270516 
10,883 (66 4%) 10,580 

GS-NIK（水産海洋研究所）ー88.44 8844 -79 88 植物片 -26 6 10,010 土 90
11,940 (2 5%) 11,883 KGM-

254 
11,830 (92 9%) 11,240 0Tg100010 

GS-NIK（水産海洋研究所）ー93.44 93 44 -84 88 木片 -26 6 10,380 土 100
12,565 (93 3%) 11,936 KGM-

255 
11,885 (21%) 11,832 0Tg100012 

GS-NIK（水産海洋研究所）-9918 99 18 -90 62 植物片 -27 1 10,740 土 120 12,908 (95 4%) 12,405 
KGM-

256 
0Tg100014 

GS-NIK（水産海洋研究所）ー1035 103 5 -94 94 木片 -26 7 11,050 士 120 13,108 (95 4%) 12.715 
KGM-

257 
0Tg100016 

GS-NIK（水産海洋研究所）ー10449 10449 -95 93 木片 -28 3 10,740 士 100
12,818 (92 5%) 12,520 KGM-

258 12,480 (2 9%) 12,428 0Tg100018 

GS-NIK（水産海洋研究所）ー10982 -101 3 木片 -24 8 11,060 士 100 13,088 (95 4%) 12,731 
KGM-

259 109 82 
0Tg100021 

GS-NIK（水産海洋研究所）ー11262 112 62 -104 6 木片 -29 5 11,300 土 100 13,385 (95 4%) 12,983 
KGM-

260 
OT.100023 



付表 1 "c年代値一麗表

地点 試料
試料名

標高
試料採取地点

緯度 経度 採取深 採取標
試料の種類 測定値(yrsBP) 岱

同位体分別補正済
暦年較正年代 (calBP) コード番号 文献 • その他

番号 番号 (m) 度分秒 度 分秒 度(m) 高(m) 年代値(yrsBP) 

261 GS-NIK（水産海洋研究所）ー11851 118 51 -110 植物片 -24 3 11,800 士 100 13,837 (95 4%) 13,422 
KGM-

0Tg100025 

262 GS-NIK（水産海洋研究所）ー124.49 124 49 -115 9 木片 -28 5 12,390 土 90 14,955 (95 4%) 14,108 
KGM-

0Tg100027 

263 GS-NIK（水産海洋研究所）ー13138 131 38 -122 8 植物片 -270 12,640 土 100 15,327 (95 4%) 14,438 
KGM-

0Tg100029 

264 GS-NIK（水産海洋研究所）ー13917 139 17 -130 6 木片 -28 4 11,980 士 130
14,153 (951恰） 13,545 KGM-

13,505 (0 3%) 13,495 0Tg100031 

64 8 56 
新潟市西区五十嵐3

37 51 35 138 54 36 KGM- 宮地ほか(2010)
265 GS-NIK（水産海洋研究所）ー14145 の町 141 45 -132 9 木片 -25 a 12,050 士 140 14,362 (95 4%) 13,551 

0Tg100032 

266 GS-NIK（水産海洋研究所）ー14208 14208 -133 5 木片 -25 9 13,490 土 150 16,736 (95 4%) 15,810 
KGM-

0Tg100033 

267 GS-NIK（水産海洋研究所）ー15136 151 36 -142 8 木片 -26 1 13,730 土 60 16,860 (95 4%) 16,325 Beta-2705 I 5 

268 GS-NIK（水産海洋研究所）ー15362 153 62 -1451 木片 -25 8 24,940 士 320 29,789 (95 4%) 28,307 
KGM-

0Tgl00035 

269 GS-NIK（水産海洋研究所）ー15482 154 82 -146 3 木片 -27 6 30,510 土 510 35,547 (95 4%) 33,714 
KGM-

0Tg100036 

270 Ni09-YT（四ツ郷屋沖）ー410 410 -29 45 木片 400 土 40 -26 5 380 土 40
510 (55 2%) 420 

Beta-271150 
411 (402%)315 

271 Ni09-YT（四ツ郷屋沖）一435 4 35 -29 70 貝殻片 310 土 40 06 730 土 40
733 (89 2%) 646 

Bata-272581 
586 (6 2%) 566 

272 Ni09-YT（四ツ郷屋沖）-629 6 29 -31 64 貝殻片 1,460 士 40 1 7 1,900 土 40 1,927 (95 4%) 1,728 Bata-272582 

85 

273 Ni09-YT（四ツ郷屋 沖）ー666 6 66 -32 01 貝殻片 950 土 40 00 1,360 土 40
1,344 (87 3%) 1,234 

Bata-272583 
1,208 (81%) 1,184 

274 Ni09-YT（四ツ郷屋沖）ー932 9 32 -34 67 植物片 1,610 士 40 -26 5 1,590 士 40 1,560 (95 4%) 1,390 Beta-271151 

275 Ni09-YT（四ツ郷屋沖）ー961 9 61 -34 96 ウニ 1,620 士 40 00 2,030 士 40
2,113 (7 5%) 2,077 

Beta-271152 
2,070 (87 9%) 1,894 

276 Ni09-YT（四ツ郷屋沖）ー1064 10 64 -35 99 木片 2,000 土 40 -25 0 2,000 土 40 2,060 (95 4%) 1,867 Beta-271153 

277 Ni09-YT（四ツ郷歴沖）ー1111 1111 -36 46 貝殻片 2,070 土 40 1 0 2,500 士 40 2742 (95 4%) 2,435 Bata-272584 

5,288 (39 0%) 5, 155 

278 N,09-YT（四ツ郷屋沖）ー1274 12 74 -38 09 木片 4,480 土 40 -26 6 4,450 士 40 5,145 (50 7%) 4,956 Beta-271154 

4,935 (5 7%) 4,882 

279 Ni09-YT（四ツ郷屋沖）ー1314 13 14 -38 49 貝殻片 2,400 土 40 -0 1 2,810 土 40
3,022 (0 7%) 3,015 

Bata-272585 
65 -25 35 四ツ郷屋沖 37 52 9 138 52 49 3,006 (94 7%) 2,792 天野ほか(2010,2011) 

280 Ni09-YT（四ツ郷屋沖）ー1435 14 35 -39 70 貝殻片 3,960 土 40 -1 2 4,350 土 40
5,039 (8 6%) 5,001 

Bata-280610 
4,982 (86 8%) 4,843 

5,440 (4 1%） 5,41 9 

281 Ni09-YT（四ツ郷屋沖）ー1485 14 85 -40 20 木片 4,580 士 40 -26 a 4,560 土 40 5,323 (39 0%) 5,213 Beta-271155 

5, 192 (52 2%) 5,051 

282 Ni09-YT（四ツ郷屋沖）ー1551 15 51 -40 86 貝殻片 4,960 士 40 -19 5,340 土 40
6,271 (6 4%) 6,241 

Bata-280611 
6,215 (89 0%) 5,997 

283 Ni09-YT（四ツ郷屋沖）ー1627 16 27 -41 62 貝殻片 5,930 土 40 -5 0 6,260 士 40
7,268 (81 9%) 7,154 

Bata-280612 
7,116 (135%) 7,025 

284 Ni09-YT（四ツ郷屋沖）ー1838 18 38 -43 73 ウニ 5,580 土 40 -1 5 5,580 土 40 6,437 (95 4%) 6,296 Beta-271156 

285 N,09-YT（四ツ郷屋沖）ー1876 18 76 -4411 木片 5,680 土 50 -28 1 5,630 土 40 6、487(95 4%) 6,314 Beta-271157 

286 Ni09-YT（四ツ郷屋沖）ー2031 20 31 -45 66 植物片 5,920 士 50 -27 4 5,880 土 50
6,845 (2 4%) 6,816 

Beta-271158 
6,800 (93 0%) 6,559 

287 Ni09-YT（四ツ郷屋沖）ー2058 20 58 -45 93 木片 6,550 土 50 -27 5 6,510 土 50
7,556 (1 5%) 7,544 

Beta-271159 
7,510 (93 9%) 7,316 

288 Ni09-YT（四ツ郷屋沖）ー2081 20 81 -46 16 貝殻片 6,250 士 40 -2 5 6,620 土 40 7,570 (95 4%) 7,440 Bata-280613 



付表 1 14C年代値一院表

地点 試料
試料名

標高
試料採取地点

緯度 経度 採取深 採取標
試料の種類 測定値(yrsBP) 

513c 同位体分別福正済
暦年較正年代 (calBP) コード番号 文献•その他番号 番号 (m) 度(m) 高(m) （％） 年代値(yesBP) 

289 N,09-YT（四ツ郷屋沖）ー231 231 -48 45 貝殻片 6,670 土 40 -0 7 7,070 士 40
7,972 (94 9%) 7,826 

Bata-280614 
7,805 (0 5%) 7,800 

290 Ni09-YT（四ツ郷屋沖）ー2416 2416 -49 51 植物片 7,400 土 50 -24 0 7,420 土 50 8,371 (95 4%) 8,163 Beta-271160 

291 Ni09-YT（四ツ郷屋沖）ー2421 24 21 -49 56 貝殻片 7,300 土 40 02 7,710 士 40 8,580 (95 4%) 8,416 Bata-280615 

292 Ni09-YT（四ツ郷屋沖）ー2485 24 85 -5020 木片 9,380 土 50 -27 2 9,340 士 50 10,699 (95 4%) 10,408 Beta-271161 

293 N,09-YT（四ツ郷屋沖）ー2503 25 03 -50 38 貝殻片 8,690 土 40 07 9,110 土 40
10,390 (15 7%) 10,313 

Bata-280616 
10,303 (79 7%) 10,200 

294 N,09-YT（四ツ郷屋沖）ー2668 26 68 -52 03 植物片 9,360 土 50 -28 5 9,300 士 50
10,653 (3 8%) 10,620 

Beta-271164 
10,603 (91 6%) 10,296 

65 
N,09-YT（四ツ郷屋沖）ー2850 

-25 35 四ツ郷屋沖 37 52 9 138 52 49 
木片

10,726 (93 1%) 10,488 天野ほか(2010,2011) 
295 28 50 -53 85 9,420 土 50 -28 3 9,370 土 50

10,459 (2 3%) 10,435 
Beta-271162 

296 N,09-YT（四ツ郷屋沖）ー2910 2910 -54 45 貝殻片 9,590 土 40 -17 8 9,710 土 40
11,228 (88 5%) 11,081 

Bata-280617 
10,930 (6 9%) 10,880 

11,186 (42 5%) 11,062 
297 Ni09-YT（四ツ郷屋沖）ー3051 30 51 -55 86 炭酸塩堆租物 9,270 土 40 -2 2 9,640 土 40 11,031 (4 8%) 10,990 Bata-280618 

10,974 (48 1 %) 10,787 

298 Ni09-YT（四ツ郷屋沖）ー3405 3405 -59 40 木片 >43,500 )43,500 Beta-27239 

299 Ni09-YT（四ツ郷屋沖）ー3535 35 35 -60 70 木片 >43,500 )43,500 Bata-272586 

300 Ni09-YT（四ツ郷屋沖）ー3953 39 53 -64 88 貝殻片 >43,500 )43,500 Bata-272587 

301 GS-KNM（金巻新田）＿171 1 71 1 04 植物片 -22 8 modern IAAA-82060 

86 

302 GS-KNM（金巻新田）ー512 512 -2 38 植物片 -26 8 915 土 31 920 (95 4%) 762 IAAA-82061 
宮地ほか(2009)．中西ほか

303 GS-KNM（金巻新田）ー1412 1412 -11 38 植物片 -27 2 3,095 + 32 3,380 (95 4%) 3,225 IAAA-82062 (2010a) 

304 GS-KNM（金巻新田）ー2840 28 40 -25 66 植物片 -28 6 4,473 土 37
5,291 (85 7%) 5,030 

IAAA-82074 
5,018 (9 7%) 4,975 

305 GS-KNM（金巻新田）ー3191 31 91 -2917 植物片 -33 2 4,785 士 78
5,654 (73 3%) 5,435 

JAEA-7950 
5,423 (221%) 5,321 

306 GS-KNM（金巻新田）ー3479 3479 -32 05 植物片 -27 9 4,876 土 57
5.736 (80 4%) 5,575 

JAEA-7951 
5,546 (15 0%) 5.475 Tanabe et al. (2010) 

5,892 (19 2%) 5,804 
307 GS-KNM（金巻新田）ー3768 37 68 -34 94 植物片 -35 0 4,958 土 71 5,796 (2 1 %) 5,779 JAEA-7952 

5,773 (741%) 5,589 

6,174 (1 8%) 6,155 
宮地ほか(2009)，中西ほか308 GS-KNM（金巻新田）ー3973 39 73 -36 99 植物片 -26 7 5,199 土 40 6,113 (3 7%) 6,079 IAAA-82063 

66 2 74 新潟市西区金巻新田 37 49 58 138 55 47 6,022 (89 9%) 5,896 
(2010a) 

6,393 (1 7%) 6,371 

309 GS-KNM（金巻新田）ー4327 43 27 -40 53 植物片 -30 8 5,434 士 61
6,322 (76 4%) 6,169 

JAEA-7954 Tanabe et al. (2010) 
6,161 (91%) 6,100 

6,083 (8 2%) 6,006 

6,291 (76 5%) 6,173 
宮地ほか(2009)，中西ほか310 GS-KNM（金巻新田）ー4562 45 62 -42 88 植物片 -27 3 5,396 士 40 6,155 (110%) 6,109 IAAA-82075 

6,080 (7 9%) 6,020 
(2010a) 

311 GS-KNM（金巻新田）ー4791 47 91 -45 17 植物片 -29 2 5,892 士 61 6,882 (95 4%) 6,558 JAEA-7955 
Tanabe et al. (2010) 

312 GS-KNM（金巻新田）＿5022 5022 -47 48 植物片 -28 3 5,801 士 63 6,742 (95 4%) 6,451 JAEA-7956 

313 GS-KNM（金巻新田）ー5315 5315 -50 41 植物片 -27 3 5,931 土 38
6,877 (0 4%) 6,874 

IAAA-82064 宮地ほか(2009)，中西ほか6,858 (95 0%) 6,666 

GS-KNM（金巻新田）ー5866 植物片 7,573 (95 4%) 7.440 
(2010a) 

314 58 66 -55 92 -29 2 6,624 + 40 IAAA-82089 

315 GS-KNM（金巻新田）ー6060 60 60 -57 86 植物片 -311 6,503 士 67
7,560 (3 1 %) 7,540 

JAEA-7957 Tanabe et al. (2010) 
7,514 (92 3%) 7,276 



付表 1 14C 年代値一兎表

地点 試料
試料名

標高
試料採取地点

緯度 経度 採取深 採取標
試料の種類 測定値(yrsBP) 

1513c 同位体分別補正済
暦年較正年代 (calBP) コード番号 文献•その他

番号 番号 (m) 度分秒 度分秒 度(m) 高(m) （％） 年代値(yrsBP) 

316 GS-KNM（金巻新田）一6249 62 49 -59 75 植物片 -23 5 6,827 土 40 7,735 (95 4%) 7,587 IAAA-82065 

317 GS-KNM（金巻新田）＿6581 65 81 -63 07 植物片 -28 2 8,072 土 47
9,127 (82 1%) 8,850 

IAAA-82088 
8,839 (13 3%) 8,775 

318 GS-KNM（金巻新田）一6872 68 72 -65 98 植物片 -27 5 8,350 士 40 9,471 (95 4%) 9,277 IAAA-81906 

319 GS-KNM（金巻新田）ー7034 70 34 -67 60 植物片 -27 4 8,526 士 41 9,546 (95 4%) 9,475 IAAA-81907 

320 GS-KNM（金巻新田）＿7153 71 53 -68 79 植物片 -27 3 8,528 士 41 9,546 (95 4%) 9,476 IAAA-81908 

321 GS-KNM（金巻新田）ー7256 72 56 -69 82 植物片 -28 9 8,751 土 42
9,904 (93 9%) 9,581 

IAAA-81909 
9,574 (1 5%) 9,562 

322 GS-KNM（金巻新田）ー7460 74 60 -71 86 植物片 -27 3 8,755 士 41
9,905 (94 6%) 9,584 

IAAA-81910 
9,572 (0 8%) 9,564 

10,182 (89 3%) 9,885 

323 GS-KNM（金巻新田）ー7650 76 50 -73 76 植物片 -26 0 8,882 士 44 9,877 (1 0%) 9,865 IAAA-81911 

9,848 (5 1%) 9,788 

10,235 (67 6%) 10,120 

324 GS-KNM（金巻新田）ー7891 78 91 -7617 植物片 -26 0 8,982 士 43 10,065 (11 6%) 10,003 IAAA-81912 

9,997 (16 2%) 9,928 

325 GS-KNM（金巻新田）ー8146 81 46 -78 72 植物片 -29 3 9,199 土 45
10,496 (11 3%) 10,450 

IAAA-81913 
10,445 (95 4%) 10,246 

10,587 (90.0%) 10,370 

326 GS-KNM（金巻新田）ー8336 83 36 -80 62 植物片 -22 9 9,291 土 40 10,356 (1 6%) 10,338 IAAA-81914 

10,331 (3 7%) 10,298 

327 GS-KNM（金巻新田）ー8461 84 61 -81 87 植物片 -261 9,372 士 42 10,710 (95 4%) 1,0497 IAAA-81915 

87 

11,069 (16 3%) 10,954 

328 GS-KNM（金巻新田）ー8617 86 17 -83 43 葉 -29 7 9,470 土 49 10,866 (1 5%) 10,847 IAAA-81916 

66 2 74 新潟市西区金巻新田 37 49 58 138 55 47 
10,815 (77 6%) 10,575 宮地ほか(2009)，中西ほか

10,685 (89 3%) 10,481 (2010a) 
329 GS-KNM（金巻新田）ー8783 87 83 -85 09 植物片 -28 5 9,343 士 41

10,466 (6 1 %) 10,428 
IAAA-81917 

330 GS-KNM（金巻新田）ー8931 89 31 -86 57 木片 -28 3 9,557 土 42 11,091 (95 4%) 10,724 IAAA-81918 

331 GS-KNM（金巻新田）ー8978 89 78 -87 04 植物片 -277 9,530 土 40
11,084 (45 4%) 10,923 

IAAA-81919 
10,885 (50 0%) I 0,694 

332 GS-KNM（金巻新田）＿9057 90 57 -87 83 植物片 -29 6 9,571 土 41 11,103 (954%) 10,735 IAAA-81920 

333 GS-KNM（金巻新田）ー9139 91 39 -88 65 植物片 -28 6 9,600 士 41 11,141 (954%) 10,760 IAAA-81921 

334 GS-KNM（金巻新田）ー9362 93 62 -90 88 植物片 -28 2 9,621 土 45
11,173 (309%) 11,047 

IAAA-81922 
11,040 (64 5%) 10,775 

335 GS-KNM（金巻新田）-9518 95 18 -92 44 植物片 -27 3 10,160 土 50
12,053 (95 2%) 11,611 

BETA-255589 
11,517 (02%) 11,511 

336 GS-KNM（金巻新田）ー9640 96 40 -93 66 植物片 -28 3 11,198 士 48 13,165 (95 4%) 12,972 IAAA-81923 

11,595 (1 9%) 11,561 

337 GS-KNM（金巻新田）-9880 98 80 -96 06 植物片 -28 3 9,902 士 44 11,468 (0 8%) 11,454 IAAA-81924 

11,406 (92 7%) 11,213 

338 GS-KNM（金巻新田）ー10069 100 69 -97 95 植物片 -27 5 10,033 士 39
11,750 (1 7%) 11,731 

IAAA-81925 
11,725 (93 7%) 11,336 

11,977 (13 7%) 11,856 

339 GS-KNM（金巻新田）ー10142 101 42 -98 68 植物片 -27 7 10,105 士 47 11,848 (64 2%) 11,590 IAAA-81926 

11,578 (17 5%) 11.404 

11,602 (81%) 11,530 

340 GS-KNM（金巻新田）ー10242 102 42 -99 68 植物片 -29 4 9,931 土 44 11,496 (7 0%) 11,428 IAAA-81927 

11,413 (80 3%) 11,236 

341 GS-KNM（金巻新田）ー10369 103 69 -100 9 植物片 -25 8 10,185 土 46
12,076 (94 6%) 11,704 

IAAA-81928 
1, 1664 (0 8%) 11,650 



付表 l 14C年代値一覧表

地点 試料
試料名

標高
試料採取地点

緯度 経度 採取深 採取標
試料の種類 測定値(yrsBP)

8'ac 同位体分別補正済
暦年較正年代 (calBP) コード番号 文献•その他

番号 番号 (m) 度分秒 度分秒 度(m) 高(m) （％） 年代値(ycsBP)

11,950 (3 9%) 11,877 
342 GS-KNM（金巻新田）ー10564 105 64 -102 90 葉 -29 0 10,076 土 47 11,830 (90 7%) 11,391 IAAA-81929 

11,375 (0 8%) 11,357 

343 GS-KNM（金巻新田）ー10779 107 79 -1051 葉 -28 9 10,104 土 49
11,974 (13 2%) 11,859 

IAAA-81930 
11,845 (82 2%) 11.404 宮地ほか(2009)，中西ほか

344 GS-KNM（金巻新田）ー10987 109 87 -107 13 葉 -26 7 10,366 土 47 12,410 (95 4%) 12,025 IAAA-81931 (2010a) 

345 GS-KNM（金巻新田）ー11145 111 45 -108 7 植物片 -28 5 10,467 士 52 12,560 (95 4%) 12,133 IAAA-81932 

346 GS-KNM（金巻新田）＿11423 114 23 -111 49 植物片 -30 6 10,994 士 48 12,997 (95 4%) 12,731 IAAA-81933 

347 GS-KNM（金巻新田）ー11754 117 54 -114 80 葉 -281 11,374 土 49 13,310 (95 4%) 13,102 IAAA-81934 

66 
348 GS-KNM（金巻新田）ー11976 

2 74 新潟市西区金巻新田 37 49 58 138 55 47 
119 76 -117 植物片 -30 6 11,999 土 88 14,085 (95 4%) 13,602 JAEA-7958 Tanabe et al. (2010) 

349 GS-KNM（金巻新田）ー12219 122 19 -119 5 葉 -27 9 11,256 土 52 13,239 (95 4%) 13,036 IAAA-82066 宮地ほか(2009）、中西ほか(2010,)

350 GS-KNM（金巻新田）ー12461 124 61 -121 9 植物片 -24 7 12,327 土 84 14,806 (95 4%) 14,032 JAEA-7959 Tanabe et al. (2010) 

351 GS-KNM（金巻新田）ー12625 126 25 -123 5 葉 -27 4 11,604 土 50 13,555 (95 4沿）13,316 IAAA-81935 宮地ほか(2009)，中西ほか

352 GS-KNM（金巻新田）ー12841 128 41 -125 67 葉 -28 8 12,220 土 53 14,320 (95 4%) 13,945 IAAA-82067 (2010a) 

353 GS-KNM（金巻新田）ー13510 135 10 -132 4 植物片 -26 9 12,715 土 83 15,411 (95 4%) 14,760 JAEA-7960 Tanabe et al. (2010) 

354 GS-KNM（金巻新田）ー13690 136 90 -134 2 植物片 -28 7 12,390 土 55 14,808 (95 4%) 14,139 IAAA-82068 

355 GS-KNM（金巻新田）ー14482 14482 -142 08 葉 -28 4 13,180 士 55 16,051 (95 4%) 15,644 IAAA-82069 宮地ほか(2009)，中西ほか

356 GS-KNM（金巻新田）ー14820 148 20 -145 5 木片 -29 5 13,396 土 60 16,314 (95 4%) 15,898 IAAA-82087 (2010a) 

357 GS-KNM（金巻新田）ー15234 152 34 -149 60 植物片 -28 9 13,876 + 59 17,045 (95 4%) 16,540 IAAA-82070 

8
8
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(ABSTRACT) 

The Niigata and Uchino district is located in the northwestern part ofNiigata Prefecture, in Northeast Japan. It lies between longitudes 
of E138°5 l' and E139°14'48"3, and latitudes of N37°50' 10"7 and N38°00' 10"6 in WGS 84, and topographically consists of coastal 
sand dunes and alluvial lowland. The coastal sand dunes are divided into sd

1
, sd

2 
and sd

3 
on the basis of their distribution patterns. The 

alluvial lowland consists of the flood plain and natural levee of the Shinanogawa and Aganogawa Rivers and has a altitude of less than 

Sm. 

GEOLOGY 

The Niigata and Uchino district is situated within the northern part of the Niigata Sedimentary Basin and is underlain by thick 

Neogene to Quaternary succession. The upper part (shallower than 1,000 m), consists of the Middle to Upper Pleistocene Kanbara 
Group and the uppermost part of the Pleistocene to Holocene Shirone Formation. The geology of this district is summarized in Figure 1. 

Stratigraphy of this district are established from the drilling data. On the otherside, geology in this geological map are divided into 
subsurface geology and are divided into deposits of back marsh, lowland between coastal dunes, fluvial deposits, beach, and dune 
deposits and artificial ground (embankment and reclaimed land). Therefore, two kinds of cross sections are drawn in this map, one is 
from the subsurface geology data and the other is from drilling data. Three tephra key beds are observed. There are AT tephra (interbeded 
in the Kanbara Group), As-K tephra (interbedded in the Lower Part of the Shirane Formation) and Nm-NK tephra (interbedded in the 
Upper Part of the Shirane Formation). 

KANBARA GROUP 

The Middle to Upper Pleistocene Kanbara Group consists of alternation of silt and sand with gravel, which indicate shallow marine 
to delta facies. The gravel layers include water-soluble natural gas. The age of the upper part of the Kanbara Group is estimated to be 
approximately 300,000 to 18,000 years BP based on the presence of pumice marker layers. 

ALLUVIUM (SHIRONE FORMATION) 

The Shirone Formation dates to the end of Late Pleistocene and the Holocene, and is composed of alternation layers of silt and sand 
containing humus beds, and silt containing marine silty beds. The maximum thickness is more than 150 m in the coastal area. Shirone 
Formation are divided into Lower Part, Middle Part and Upper Part in ascending order. The Lower Part deposits in fluvial to backmarsh. 
The Middle part deposits in lake, fluvial , dune, lagoon, sand bank, brakish to marine. And the Upper part deposits in dune, fluvial , marsh, 
lake and marine. 

• Muraogiken Co. Ltd. 

•• Koka Foundation Survey. 

••• Research Institute for Natural Hazards and Disaster Recovery, Niigata University. 
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GEOLOGICAL STRUCTURE 

The Echigo Plain (Niigata Sedimentary Basin) consists of thick Neogene sediments and forms a large-scale syncline. Large fault 
zones steeply inclined strata are distributed along both sides of the plain. The active Kakuda-Yahiko Fault is present in the western part 
of the Niigata and Uchino district. The strata of the Middle to Upper Pleistocene succession are gently inclined towards the fault. The 
strata in the alluvial succession are almost horizontal except in the fault zone. 

APPLIED GEOLOGY 

As a result of the Niigata Earthquake in 1964, damage was caused to houses and infrastructure due to factors such as liquefaction, 
tsunami-induced flooding and explosion of petroleum tanks. Land subsidence due to drawing of groundwater was observed during the 
1960s and 1970s. In addition, lowland regions of the district were repeated flood damage. 

Geologic Stratigraphic Sedimentary Stratigraphic Division 
Time Division Enveronment (Ma rine area) 

Artifical ground Deposits of reclaimed land 
Embankment 

(IJ 
C 
(IJ 

Upper Dune Yotsugoya-oki u 
0 Fluvial, Marsh, Lake 0 Part Formation 

c I C Marine 
QJ 0 ro C "+:i 

E 0 re, 
Middle Lake, Fluvial, Dune, Lagoon (IJ -~ E ....., ..c >-.. 

Sand bank , Brakish to Marine ro Vl 0 Part 
::i LL 

a Lower 
Fluvial to Brackish 

(IJ (IJ Part C 
....., 

(IJ ro 
_J Ryotsu-oki u 

0 Group ....., 
~ Kanbara V, 

·a; (IJ 

-0 CL -0 Group 
~ 

Fig. 1 Geologic summary of the Niigata and Uchino district 
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